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本日の騎士ミロク９
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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　高階聖人


口絵・本文デザイン　沼田里奈




　本日のメニュー







プロローグ


１　赤の月　十八日　想いが集つどい


２　赤の月　十八日　空を見上げ


３　赤の月　十八日　身の程を知り


４　赤の月　十八日　愛いとしき者に


エピローグ





　あとがき
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　プロローグ







　勅ちよく





　あらゆる理由に於おいて余が政まつりごとを執とり行えなくなった場合


　軍事、司法、立法、この三つに於いて


　その全権をサ・ミロク・オウガンに譲じよう渡とするものとする


　他の権限についてはオウガン帝てい国こく緊きん急きゆう法第一条二に項こうに基もとづき


　帝国に安あん寧ねいをもたらすに相応ふさわしい者が役に就つくべし





　　　　＊




　大陸南東に位置する藍らん山ざん同どう盟めい。


　大小無数の部族が暮らしているその土地で、ひとりの狩人かりゆうどが異変に気付いた。


「……？」


　お告げでは晴天のはずだったが、北の空は不ふ吉きつな雲が立ち込めていた。


　草原の草がざわめいているのは、これから起きるかもしれない不幸の嵐を恐おそれているからだろう。


　鼻を鳴らす馬の背中をそっと撫なでると、彼は弓の弦つるを外した。


　これ以上狩かりを続けても、きっと成果は出ない。動物が恐れて隠かくれてしまっているからだ。ならば動かない木の実を大量に採って帰った方が効率が良い。


「どしたぁ？」


　背後から追いついてきた友人が、狩人の視線を追う。


「おわぁ、こいつぁまた良くねぇ空だんな」


「んだ」


　狩人は静かに肯こう定ていする。


「北のホラキアに良くねぇモンが集まっとる。空だけじゃね。良くねぇ人間もわんさと来とるだで」


「ツッキーニとオウガンのせいだか？」


「んにゃ。これからもっと集まる。血の予感さするだ」


　雲の動きを見ながら、狩人は身み震ぶるいする。


「相変わらず、おめは勘かんが鋭するどいな。村一番の狩人だけん」


　そんな狩人を慰なぐさめるように、友人が肩かたを叩たたく。


「んにゃ。おらより妹の方が強かった」


「あいつかぁ……」


　その名を聞いて、友人が複雑な顔をする。


　それも仕方ない。狩人の妹は村を出て、暗殺者アサシンになった。


　数年前に任務に失敗したのか、ぷっつりと連れん絡らくが途と絶だえた。おそらく死んでいるのだろうが、もし生きているとしたら、異国で元気に暮らしているだろうか。


　いや、それもないだろう。昔から無口でなにを考えているのか分からない妹だった。


　そんな妹を理解してくれる人間なぞ、滅めつ多たにいるものではない。


「そういや、おめ」


　話題を変えるために、狩人が友人を見る。


「なんで遅おくれた？　途と中ちゆうで獣けもの狩ってたわけでもあるめぇに」


「ああ、んだんだ。じっちゃに呼ばれてたんだ。おめに言こと伝づてがあるってんで」


「おらに？」


「ホレ、おめ新しい族長になるべや。その顔見せついでってわけじゃねぇんだども、今夜他の集落の族長が集まって話し合いするんだと」


「集まる……？」


　それがどういう意味なのか、考えるまでもない。


　あの北のホラキアを覆おおう黒い雲。


　これから始まるであろう戦乱の中、藍山同盟がどういう選せん択たく肢しをとるのか。


　それを決断しなければならないのだ。




　１　赤の月　十八日　想いが集つどい







　強行軍だった。


　ジルサニア騎き士し団が誇ほこる騎馬の能力を最大限に発揮し、ホラキア王国に進入した。前回は二日ほどかけて首都であるホルディ市に辿たどり着いたのだが、今回はその半分以下の時間だった。


　ホルディ市での滞たい在ざい時間も最短で、軍団長が数人ほど国王に謁えつ見けんしたのみ。そこで交かわされた短いやりとりは、簡潔にして切実なもの。


　すなわち「助けよう」「助けてくれ」「了りよう解かいした」の三言に集約される。実際にはもっと長い会話だが、そのほとんどが形式的なものだ。


　国王の許しを得たジルサニア軍は、ホルディ市の西を守る形で陣じんを敷しいている。万に届くほどの騎士たちが正方形に並び、命令を待っていた。


　陣の先頭にいる者たちは物々しい甲かつ冑ちゆうを身に纏まとい、同じように武装した騎馬にまたがりながら東を眺ながめている。付ふ加か魔ま法ほうで軽減されているとはいえ、相当な重量をものともせずに待機していた。


　甲冑姿の騎士の後方には、軽装の騎士たちが、それぞれ槍やりや弓を携たずさえて息を殺していた。彼らのほとんどは実戦経験があり、表情にも余よ裕ゆうが見て取れる。私語は禁じられているものの、身み振ぶり手て振ぶりで挨あい拶さつをする者もいる。


　騎士団の実戦経験とは、主にホラキア王国との戦いだ。


　いがみ合ってきた隣りん国ごくとの戦いくさは百年以上も昔から続いており、未み来らい永えい劫ごう収まることはないものだと両国とも思っていただろう。


　ジルサニア騎士の中にも納なつ得とくできない者はいる。昨日まで敵だった国に手を貸すなど、馬ば鹿かげていると。


　しかしそうぼやく騎士も、頭では理解しているのだ。


　今はホラキアと争っている場合ではない。


　先に片付けなければならない敵がいるのだ。


　現在、ホラキア軍は軍をふたつに分け、北から来るツッキーニ軍と東から来るオウガン軍に対たい抗こうしている。


　しかし真の敵はツッキーニでもオウガンでもない。


　その裏にいる──第八国エイスランド。


　いまや大陸すべての敵になった魔導士の集団。


　第八国エイスランドの目もく論ろ見みにホラキアが屈くつしたとき、大陸は大きく変わってしまう。いずれジルサニアや他国までも侵しん略りやくされる運命が待っている。


　──この戦いはホラキアのためではない。


　進軍前にも進軍中にも、騎士たちは何度もそう言い聞かされてきた。


　自分たちの、ジルサニアの、ひいては大陸の未来のために戦うのだ、と。


　その戦いの合図を、騎士たちは待っている。


　荒こう野やが続くホラキアの大地で、ただじっと待っているのだ。








　最初にジルサニア軍に届いたのは合図ではなかった。


　立ちこめる雨雲の中から、まるで落下するように急降下してきたのは、一頭の竜りゆう。あわや地面に激げき突とつするかと思いきや、そのまま低空飛行でジルサニア軍まで迫せまってくる。


「あれは……」


　陣の先頭、大きな旗の側そばにいるのはジルサニア第一王子アーセージ。装そう飾しよくされた甲冑を胴どうのみ着用しているが、さらけ出された美しい顔は他の誰だれよりも存在感を放っていた。


「殿でん下か！　危険です！」


「いや、待て」


　旗を持った騎士に退たい避ひを促うながされるも、アーセージは片手で制する。


　その態度に、周囲の騎士たちも気づいたようだ。


　あの竜に攻こう撃げきの意志がない理由が。


「む──」


　アーセージが眉まゆをひそめる。


　あの竜に乗っている者たち──なにかが足りない。強きよう烈れつな存在感を放っているはずの、大切ななにかが。


　それを確かく認にんする間もなく、竜の勢いが落ちていった。


「墜おちるぞ！」


　誰かの叫さけびのとおり、竜のスピードと共に高度も下がっていく。やがて地面に翼つばさを擦こすりつけるようにして墜つい落らくした。搭とう乗じようしていた人間も放ほうり出される。


「助けてやれ。それで、ここまで連れてきてくれ」


「はっ！」


　アーセージの命令で、騎士が数名走る。


　竜は死んでおらず、むしろ乗っていた人間の方が辛つらそうだった。おそらく長い距きよ離りを休まずに飛んできたのだろう。全員、魂たましいを抜ぬかれたようにぐったりしている。アーセージが水を持ってくるように命令すると、すぐに補給部隊へ向けて伝令が走った。


　ほどなくして前方からは救出された搭乗員たちが、後方からは水がやってきた。


「で、殿下……」


　顔も服も汚よごれたまま、彼らは騎馬に乗るアーセージに頭こうべを垂れる。


　赤あか目め隊たいだった。


　アーセージに一番近い場所にいるミロクは傷を負っており、治ち療りようの跡あとが見える。他の者は無傷だが、顔に著いちじるしい疲ひ労ろうが見て取れる。


　そして──彼らが赤目隊たりえる、最も大切なものが存在していない。


　答えは簡単に予想できる。


　しかしアーセージは、それを訊きかなければならない。


「ジュジュはどうした、ミロク」


「それがよぉ、ちと厄やつ介かいなことに──」


　ミロクの頭の上にいるウサギが口を開くが、


「ビスマルクよ。今、私はミロクに尋たずねているのだ」


「……だとよミロク。隊長の俺の代わりに答えてやれや」


　苦く笑しようして、ビスマルクはミロクの頭から飛び降りる。


「…………」


　ミロクは答えない。


　しかしアーセージは返答を無理に要求せず、静かにミロクの動きを待つ。彼の側にいる赤目隊にも、口くち添ぞえする者はいない。


　これは彼が報告しなければならない、騎士としての義務だから。


　やがてミロクは肩を震ふるわせ、俯うつむいたまま呟つぶやいた。


「魔導士に──第八国エイスランドに誘ゆう拐かいされました」


「……それで、引ひき換かえにお前たちはなにを得た」


「敵の情報を。目的地と狙ねらいを」


「話せ」


「……はい」


　命令されるまま、ミロクはこれまでの出来事を話した。


　第一王女であるジェルメーヌを伴ともなって、敵国オウガンへ乗り込んだこと。


　そこで皇こう帝ていゴウトと話をしたこと。


　敵の情報を得た直後、魔導士の襲しゆう撃げきに遭あい、主君をさらわれたこと。


　包み隠かくさず話すミロクの表情は、屈くつ辱じよくに耐たえていた。誰かに責められる以前に、何万回も自分で自分を罰ばつしたに違ちがいない。


「──以上です」


　ミロクが話を終えると、アーセージは頷うなずいた。


「竜の聖地──か」


　暗雲を見上げる。


　あの東の空の下に、敵の目的地があるらしい。


「第八国エイスランドはあそこの魔力を欲ほつしているわけか。そこでなにを企たくらんでいるのかは、オウガンですら分からぬか」


　企みはともかく、目的地が判明したのは大きい。


　少なくともジルサニアの行動の指針になる。


「分かった。赤目隊は少し休め」


「えっ？」


　ミロクが驚おどろいて顔を上げる。


「お前たちの情報のおかげで、第八国エイスランドを叩たたくことができる。この先、また赤目隊の仕事も増えるだろう。それまで力を蓄たくわえよ」


「……咎とがめないのですか？」


「なにをだ」


「その、ジュジュを……」


「必要ない」


　アーセージはきっぱりと言い放つ。


「ジュジュ──王女ジェルメーヌは覚かく悟ごをもってオウガンに行った。そしてその覚悟に見合うだけの戦果を持ち帰った。この情報はジュジュが戦った結果なのだろう？」


　アーセージの言葉に、ミロクの目が見開かれる。


　父であるジルサニア国王は、出立の前に言った。ジュジュひとりの命で大陸が救われるなら、安いものだと。


　彼の言う通り、今はルテア大陸の混乱を収めるのが先だ。


　そのためならば妹の身ですら差し出す。それが人の上に立つ者の覚悟だ。


　とはいえ、悲観はしていない。


「それにジュジュは死んでいない。そうだな？」


「は、はいっ」


　今度はミロクの返答にも力が籠こもっていた。


　ジュジュの左手はゴーレム技術の粋すいを集めた「宝物庫」になっており、本人以外が使用するためには特別な契けい約やくが必要になる。その契約を交かわすと、魔力的な繫つながりが生まれる。ジュジュという「宝物庫」を敵から守るため、常にその存在を感じられるようになる。


　契約を交わしたミロクには、ジュジュの安否も居場所も分かっているのだろう。


　だから目が死んでいない。


　身体からだはボロボロだが、すぐにジュジュを助け出したいという野心が全身から溢あふれている。ミロクだけでなく、赤目隊全員に。


　だから休息命令を出す。


　万全の状態で助けに行かせたいからだ。


「休息を取り次し第だい、ジュジュを助けに行け。それで今回のことは不問にする」


「……はいっ」


　赤目隊が揃そろって頭を下げる。


　そしてフラフラと頼たよりない足取りで後方へ下がっていった。


「竜の聖地──」


　東の空を眺ながめつつ、アーセージは呟く。


　これまでぼやけた像としか映らなかった敵の居場所が、鮮せん明めいに見える気がする。


　激戦は必至だろう。今までホラキアと行ってきた戦争が、子こ猫ねこのじゃれ合いに見えるほどに。味方の損害も確実に大きくなる。


　味方の戦意に影えい響きようしなければいいが──


　アーセージが心配していると、


「オラァ！　赤目隊なにやってたんだ！」


「ジェルメーヌ様を攫さらわれて、のこのこと帰ってきやがって！」


　想像通りの罵ば声せいが赤目隊に浴びせられていた。およそ一万ほどの軍勢の敵意がまるごと向けられているが、赤目隊はしょんぼりとしたまま反論もしない。


　こうなるだろうと思って、あえて咎めなかったのだ。


　ジュジュを奪うばわれた怒いかりは、アーセージだけのものではない。


　そして、彼にとっては待ちに待ったチャンス。


「よせ、皆みなの者！」


　アーセージが手を挙げて、騎き士したちを制する。


「赤目隊は任務を果たした！　けして責めてはいかん！」


　鎧よろいにつけた拡声用の宝石が、彼の声を増ぞう幅ふくして全軍に伝える。


「ジェルメーヌも後こう悔かいはしていない！　覚悟の上で敵の手に落ちたのだ！　やり遂とげた者を責める資格は、諸君らにはない！」


　声は軍団の端はしまで届いたが、想おもいまでは届かない。騎士の中には不満の声を漏もらす者もいる。それも織り込み済みだ。


「赤目隊が頼りにならないと思った騎士よ！　では、誰が頼りになると言うのだ!?」


「……!?」


　ざわ、と騎士がどよめく。


「それは、諸君らだ！　赤目隊が信用できないのであれば、諸君らが働けば良い！　諸君らは優すぐれた騎士だ！　赤目隊なぞ比べものにならないほど強い！」


　疑念のざわめきは、感心のどよめきに変わる。


　畳たたみかけるようにアーセージの声が重なる。


「これから我らジルサニア騎士団は、ジェルメーヌを助けにゆく！　姫ひめを助ければ、好感度アップ間違いなしだ！　もしかしたらジェルメーヌに名前を覚えてもらえるかもしれぬ！　希望であれば、手くらい繫ぐことを許しても良いぞ！」


　どよめきは、今度は笑いに変わった。


　場を和なごませるための冗じよう談だんだと、ほとんどの騎士は思っているに違いない。


「これは大陸と、そしてジェルメーヌを助け出す戦いだ！　国民と、姫に命を捧ささげる覚悟はできたか!?」


　おお、と全軍が呼応する。


　赤目隊とジュジュには悪いが、騎士の士気を上げるためのダシになってもらう。


　目的地で待っているのが恐おそろしい敵ではなく、助けるべき姫だと刷り込ませたのだ。


「ゆくぞ！　全軍、私に続け！　無能な赤目隊に見せつけてやるのだ！」


「おおーっ！」


　ゆっくりと騎馬を走らせる。アーセージに続き、全軍の馬が歩調を揃そろえて進み出す。速度は緩ゆるやかだが、その一歩一歩は力強い。


　ホラキアの大地を割るような馬の足音が、東に向けて移動する。


　ジルサニア騎士団の戦いは、ここから始まる。





　　　　＊




　ルテア大陸の東とう端たん、地図上はホラキア王国の東海岸とされている場所。


　ここはオウガン帝国の土地なのだが、大陸に住むほとんどの人間はホラキアの領土だと思っている。地図上でもほとんどあるかないか分からないほど小さいので、ホラキアとオウガンの戦争の歴史を知る者でないと知らないのだ。


　オウガン帝国がホラキアへ攻せめ込む際、拠きよ点てんとしている場所だ。小さいながらも港町のようなコミュニティが作られており、そこと軍事用の砦とりでが隣りん接せつしている。


　ホラキアと開戦した現在、その砦は司令部になっている。軍の大半は進軍を開始しているため、残っているのは百人ほど。しかしその百人のうち、オウガンにとって死んではならない者が半数を占しめていた。


　朝焼けすらも暗い雲で覆おおわれる早朝、その砦を目指して一頭の竜りゆうが飛来する。


　砦には竜を降り立たせる発着場がいくつもあるのだが、その竜は急いで来たためにスピードを殺せず、砦の西側の草原に滑り降りた。


「本国からの伝令か!?」


　それを見咎めた警備兵がふたり、竜に駆かけ寄る。


「緊きん急きゆうの報しらせなのか？　どうして信号音を発しない？」


「おい、身分を明かせ！」


　さらに駆け寄ろうとした警備兵の動きが止まった。


　竜の搭とう乗じよう者が、ズルリと落下して倒たおれたのである。


「ど、どうしたんだ!?」


　倒れた竜騎兵の身体から、血が広がっていくのが見える。近寄って確かく認にんするまでもなく、絶命していた。


　慌あわててふたりの警備兵は竜騎兵の身体を確かめる。


「おい！　誰だれにやられた!?」


　竜騎兵は胸をなにかに貫つらぬかれていた。その傷がもとで死んだようだ。


　しかし傷は新しい。まるでここに到とう着ちやくする直前にやられたような──


「遅おそかったか」


　突とつ然ぜん聞こえた声に、警備兵ふたりが振ふり返る。


　草原にひとり、魔ま導どう士しが立っていた。仮面で顔を隠かくしているから判別しにくいが、ここに関かかわる魔導士はひとりくらいしかいない。


「これはモズ殿どの！　本国に戻もどっていらしたのでは？」


　取り繕つくろって敬礼をする警備兵。


「その伝令の竜騎兵が気になって、戻ってきたのだ」


「と、言いますと……？」


「敵の追つい撃げきを心配していたのだが、どうやら予想通りになったようだ。その伝令は殺された。本国からの報せを遅おくらせるために」


「あ、あの、申し訳ありませんがモズ殿。我々にはさっぱり分からないのですが……」


　顔を見合わせる警備兵ふたり。


　ずっとこの砦を守っている彼らには、本国でなにがあったかなど聞かされていない。その情報を持ってきてくれたのが、この竜騎兵というわけか。


　警備兵の疑問に対し、モズは短い言葉で事態を説明する。


「皇こう帝ていが刺さされた」


「な、なんですって？」


「幸い、命に別状はない。しかし床とこから起き上がることはできず、犯人は目下捜そう索さく中だ」


「そんな……陛下が」


　警備兵たちは唾つばを飲み込んで動どう揺ようを隠そうとする。


「犯人は何者なのですか!?」


　その問いにモズは頷うなずき、充じゆう分ぶんな間を取ってから語り始める。


「──昨日、ジルサニアからの特使がビナンに来たことは知っているな」


「は、はい。それはこちらにも報告を受けて」


「その者らが犯人だ」


「ええっ!?」


　先ほどよりも大きな声を出す警備兵。


「ど、ど、どうしてですか!?　だって、昨日の特使って、お姫様も一いつ緒しよだったはずでしょう!?」


「そうですよ！　陛下だって丁てい重ちように招いたって──」


　あまりにも慌てて、言葉も平素に戻りかけてしまう警備兵。


　しかしモズは咎とがめず、疑問のみを解消した。


「そこが盲もう点てんだったのだ。あまりにも堂々としていたため、誰も暗殺者アサシンの存在に気づかない。言い換かえるならば、ジルサニア人は皇帝陛下の信しん頼らいを裏切ったのだ」


「な、なんだって……！」


「今、ホルディの西にジルサニア軍がいる。こちらに向けて進軍を開始したようだ。大方、皇帝陛下を害し、こちらの士気を削そぐつもりなのだろう」


「ジルサニアの姫君が、そんな真ま似ねを!?」


「なんて卑ひ劣れつな！」


　拳こぶしを握にぎって怒おこる警備兵。


「竜騎兵に伝令を頼たのんだのだが、ジルサニアや奴やつらに荷担する者の妨ぼう害がいを予想して、私自らも足を運んだというわけだ」


　モズは竜騎兵の死体を見る。


「彼には悪いことをした。結果的に囮おとりになってもらったが、目的は果たせた。あとはお前たちが将軍にこの事実を伝えてくれれば良い」


「は、はい！　直ちに！」


「ちくしょう！　ジルサニアめ！」


　怒いかりの籠こもった敬礼をすると、ふたりの警備兵は全速力で砦に走っていった。








「……これで良い」


　無む垢くな警備兵の後ろ姿を見ながら、モズは頷く。


　竜騎兵の死体に近づくと、死因となった胸の傷を撫なでる。


　矢傷を装よそおったつもりだったが、飛んでいる竜騎兵の胸を穿うがつのはそれだけで難しかった。放出魔法の調節がもう少し雑ならば、死体すら残らずに消し飛んでいたかもしれない。


　死んだ竜騎兵の相棒は、座った姿勢のまま待機している。おそらく物言わぬ主人の命令を待ち続けるのだろう。


　モズが指を鳴らすと、飛竜の頭に装着されていた兜かぶとが割れた。


　甲かん高だかい鳴き声と共に、飛竜は羽ばたく。使役フアツシネイシヨンの魔法から解き放たれた飛竜は野性に返ることだろう。モズを一いち瞥べつすると、飛竜は西に向かって飛んでいった。


「さて」


　海岸の砦に流言を撒まくことには成功した。


　この流言がオウガンに与あたえる影えい響きようはごくわずかだろう。やがて真実を知る者が現れ、モズたちの企たくらみは明るみに出る。


　それまでに全すべてを終わらせれば良い。


　モズの手がローブの中に入る。


　そこから取り出したのは、伝令用の宝石。ジルサニアの強化魔法をさらに改良したもので、もともとひとつだった宝石をふたつに割ることで、音を共有できるという代しろ物ものだ。その片割れを持ってさえいれば、ある程度の距きよ離りをおいても会話ができる。


「私だ」


　宝石に向かって語りかけるモズ。


『……チッ』


　返ってきたのは言葉ではなく、舌打ち。


『なんの用だ、オウガンのマジシャン』


「こちらの用事は済んだ。そちらはどうだ？」


『あん？　プリンセスのことか？』


「そうだ。私の手の者が、そちらの研究所に送ったはずだが」


『ああ、さっき届いたぜ』


「では約束通り『宝物庫』の研究を頼む。付加エンチヤント魔法の原理と融ゆう合ごう方法さえ摑つかめれば、姫は処分してもらって構わない」


『……チッ。わかったよ』


　宝石から聞こえるのは不満そうな声。


『おい魔導士。この際だから言っておくが、この研究が終わったらツッキーニ軍は引き上げるぞ。テメーらがどうなろうと知ったこっちゃねーからな』


「問題ない。もとよりそういう契けい約やくだ」


『それとな、オレたちはテメーの部下でもなんでもねぇ。オレたちがプリンセスを調べるのは、ツッキーニのためだ。そこを勘かん違ちがいするんじゃねーぞ』


「その件についても問題ない。要は我々にとって得があれば良いのだ」


　鼻で笑う声を聞いた後、モズは宝石を懐ふところに戻す。


　相手も必要がなければこれ以上会話したくなかったのだろう。懐からノイズは聞こえてこなかった。


「……そう、我々が得をすれば良い」


　夜は明けたというのに、西の空は暗い。


　生なま温ぬるい風にローブをはためかせながら、騒さわがしくなった砦に向けてモズは歩き出す。





　　　　＊




「シット！　あのクソ魔導士がっ！」


　豪ごう腕わんを振りかぶり、宝石を壁かべに投げつける。しかし宝石は砕くだけず、壁にわずかな穴を開けて転がるだけだった。


　その音に身をすくませるのは、ジュジュ。


　神経がささくれ立っているせいか、少しの音にも敏びん感かんになっていた。


　彼女の手には鉄製の枷かせがつけられている。重くて動きにくい。


　──焦あせるな。彼はなにもしない。


　そう自分に言い聞かせるために、大きく深呼吸する。気き丈じような自分を崩くずさないように、おびえや不安を表情から取り払はらう。


　が、そんなジュジュの思おも惑わくまで読み取ったのか、


「おっと、悪いな。別にアンタに怒ったわけじゃねぇ」


　宝石を拾い上げた大おお柄がらな男が苦笑した。


　心の中を見み透すかされたようで、赤面する。


　小さく咳せき払ばらいをしてから、目を逸そらした。


　金属製の壁が見える。その先に続く扉とびらも金属でできている。


　ホラキアの北東にあるツッキーニ軍の野営地は、ジュジュが知っているものとはずいぶん異なっていた。いや、位が低い技ぎ士しや下士官などが使っているのはジルサニア軍でもよく見かける天幕テントなのだが、ここは床ゆかも壁も天てん井じようも金属でできた建物だ。投石機の攻こう撃げきにも耐たえられそうな建物を、ツッキーニ軍は持ち運びしているのである。


　ここはその金属製の建物の、牢ろう獄ごく。


　檻で仕切られた小さな部屋に、ジュジュは幽ゆう閉へいされていた。


「珍めずらしいかい、プリンセス」


　またジュジュの視線を読み取ったのか、格こう子しの向こうから男が話しかける。


　彼はツッキーニ王国の第一王子、ゼラ・ツッキーニ。


　最初に出会ったときは粗そ野やな人間だと思っていたのだが、話してみると予想以上に賢かしこくて思し慮りよ深ぶかい。ミロクとは比べものにならないほどだ。


「正直に言えば、まだ信じられません。これほどの規模の建物を運ぶなんて──」


「まぁ、特別だからな」


「司令室なのですか」


　指揮官がゼラなのだから、そう考えるのが妥だ当とうだ。


　しかしゼラは首を横に振る。


「ツッキーニの研けん究きゆう棟とうも兼かねている。高位の技士を集めて研究をしている」


「戦場で、ですか？」


「本格的な研究はできねぇよ。だが、アンタの左手から魔法技術を調べることくらいは可能だ」


　言われて、ジュジュは自分の左手に触ふれる。


　ジルサニアの付加魔法の粋すいが集められた──そう言われてきた。


　だが、今ゼラが使っていた宝石は。


　遠くの人間と会話する技術は、ジュジュでも知らない。


　しかしあれはどう見ても付加魔法の応用だ。


　幼い頃ころから付加魔法について勉強させられ、古代から現代まであらゆる魔法の知識を学んだジュジュですら知らない新技術。


「……これ以上、なにを調べると言うのです」


　自然と、そう口から零こぼれた。


「あん？」


「先ほどあなたが使った宝石のような技術がありながら、それでもまだ追い求めると言うのですか」


「当たり前じゃねぇか」


　事も無げにゼラは言い放つ。


「学問に終わりはねぇよ。知識欲がある限り学者は止まらねぇし、貧困がある限り新技術は求められる」


「…………」


　彼の言う通りだ。新しい魔法の使い方は、いくらあっても困らない。


「では、私の左手からどのような技術が生まれると言うのです？」


「ノー。生まれるわけじゃねぇ」


「と、言いますと？」


「足すんだ」


　ゼラの答えを、ジュジュは理解できなかった。いや、頭では理解できるのだが、それは常識の外にあるものだった。


　できるわけがないのだ。そう、伝えられてきたのだ。





「ふたつ以上の魔法を融合させる。それがオレたちの目的だ」





　ゼラの言っていることがどれほど困難か。


　現在の魔法技術の難易度に照らし合わせると、火と水を混ぜ合わせるような荒こう唐とう無む稽けいさ。犬と猫ねこを合体させるような禁忌タブー。そんな無理難題だった。


「……あはは」


　だから、ついジュジュも笑ってしまった。


　引きつった笑いが意味するものは「できるわけがない」という侮ぶ蔑べつ。そしてもうひとつは「もしもそれが可能なら」という恐きよう怖ふを伴ともなった予測。


　ゼラは笑っていなかった。


「プリンセス。アンタは見たはずだぜ」


「……？」


「ほら、オレの弟がアンタをさらおうと国境の山でやりあったろ」


　問われてジュジュは思い出す。国境と言うのはエルガンディアとツッキーニの間にある山脈のことだろうか。確かにあそこでツッキーニ軍の襲しゆう撃げきに遭あったが……。


「あのときに見なかったか？　新型の機き装そう甲こうを」


「まさか、あれが？」


　通常の機装甲より遥はるかに硬かたかった。赤目隊の全員が口を揃そろえて証言していた。加えてスピードや反応速度も上がっており、通常の武器では傷一つつけられないだろう、とも。


「あれはツッキーニのプロセスと、ホラキアのリインフォースの融合で作られた。着ることによって人体も強化できる金属、ってところか」


「そんな芸当を……」


　可能にしたのだ、彼らが。


　理論をいくら並べられても、たった一度の実例には敵かなわない。


　確かにジュジュは国境で新型機装甲を見たのだ。


「──ま、その新型もアイツに破られたがな」


　忌いま々いましそうに歯ぎしりするゼラ。


「アイツ？」


「アンタの飼い犬だろう。いや、飼い兎うさぎか」


「ミロクのことですか」


「……ああ。アイツは強かった」


　彼とミロクが戦ったことも聞いた。


　ミロクも死し闘とうの末にギリギリ勝利をもぎ取ったと言っていた。それほど実力が拮きつ抗こうした相手だったのだろう。


「正直に言わせてもらうと、研究が終わったらアンタを殺すように命令されている。だが、できればアンタには死んで欲しくない。この理由が分かるか？」


「無む抵てい抗こうの女性を殺すのは、主義に反しますか？」


「ま、それもあるがな」


　短い会話ではあるが、どことなくゼラの人となりが見えてきた。


　彼は自分のスタイルを崩さない。


　目的のために手段を選ぶ男だ。そしてどんなに困難であろうとも、一度決めた手段はやり通す。それだけの力を持っているのだ。


　そして──


「アンタを生かしておけば、ミロクが助けに来るかもしれない。そうなったらリターンマッチだ。今度こそ息の根を止めてやる」


　こういう男は、負けず嫌ぎらいなのだ。


　ミロクもそうだから、よく分かる。


「それとな、プリンセス」


　ゼラの指が伸のびる。


「命は取らねぇが、左手は失ってもらうぜ。覚かく悟ごしときな」


「……了りよう承しようしかねます」


「フン。だろうな」


　そう言って、ゼラは背を向けて歩き出す。


「けどオレにもメンツってものがある。国のため、オレ自身のため、アンタやジルサニアには犠ぎ牲せいになってもらう」


　ゼラは牢獄から離はなれると、鉄の扉をくぐって消えていった。見張りも誰だれもいない小さな部屋に、ジュジュだけが取り残される。


「ミロク……」


　ここにはいない、大切な騎き士しの名前を呼ぶ。


　ゼラの言う通り、本当に助けに来るだろうか。


　いや、きっと来るだろう。


　赤目隊はそういう連中だ。


　案外、すぐ近くに来ているかもしれない。


　そんな楽観的な予想すらしつつ、ジュジュは床ゆかに座る。


　──最初に浮うかぶのは、あの脳天気なバカの顔。


　少しでも体力を温存しておくために、壁かべにもたれかかって眠ねむることにした。





　　　　＊




　その場所からはツッキーニ軍の野営地を一望できた。


「なるほど……ね」


　黒い影かげが目から遠とお眼鏡めがねを離す。


　光の加減で黒く見えるわけではない。全身に黒い鎧よろいを纏まとっているからだ。そのため身動きさえしなければ、ツッキーニの技士も彼が人間だとは気づかない。


　仮に気づかれたとしても、この距きよ離りでは対処できないだろう。


　この場所を発見するためには、ツッキーニ軍の野営地から首をほぼ垂直に上げて、四方を囲む山脈の頂上付近を調べなければならない。切り立った崖がけの上なので、周囲を哨しよう戒かいする偵てい察さつ兵はいないと断言できる。


「さすがジルサニア製の遠眼鏡は違ちがうね」


　ほくそ笑えんで、ディアートは遠眼鏡を片付ける。大たい砲ほうのように物々しいその遠眼鏡は、なんでも赤目隊が学園の覗のぞき魔まを逮たい捕ほした際に押収したものらしい。煩ぼん悩のうが詰つまっていたせいだろう、今までディアートが使用したどの遠眼鏡よりも高性能だった。


「ほっ！」


　ディアートは身を屈かがめる。


　身に纏っている「継つぎ目めのない鎧」がゴムのように伸しん縮しゆくし、その反動で高く跳ちよう躍やくした。崖を飛とび越こえ、ツッキーニ軍の野営地とは反対側に向かう。そろそろ鎧を着ていられる限界時間だ。


　ツッキーニ軍から見えない位置まで山を下りると、ディアートは鎧を解除した。黒くドロリとした金属が身体からだから溶とけ落ち、黒い塊かたまりになって右手に収まる。


「ふぅっ」


　汗あせだくになった額を拭ぬぐう。


　まだ使用して二日も経たっていないが、だいぶ慣れてきた。


　この「継ぎ目のない鎧」は、全身を特とく殊しゆな金属で覆おおうだけの単純な仕組みだ。特殊といっても伸縮自在というわけではなく、ただもの凄すごく薄うすくて硬いというだけ。


　ではどうやって関節を曲げるのかというと、常に全身に変化の魔法をかけ続けるのだ。身体をひとつの金属にして、魔法で強ごう引いんに動かすのである。当然、莫ばく大だいな魔力を消費するし集中力も要求される。だから短時間しか使えないのが玉に瑕きずだ。


　しかし慣れれば限界時間は増すし、コツが分かれば魔力の消費も抑おさえられる。


　大きな問題は、ディアートが慣れるまで敵が待ってくれそうにないという点。


「まいったね。すぐに助けたいけど、俺ひとりじゃ無理だ」


　ツッキーニの野営地に、ジュジュを見た。


　見間違えようがない。あんなふてぶてしい表情の美人、大陸にふたりといるものか。


　ジュジュは大おお柄がらな男に連行されて、野営地の中央にあるデカい建物に入っていった。おそらく司令室のようなものだが、金属製の壁は牢ろう獄ごくにも適している。


　自分がミロクでなくて良かったと感じた。


　もしもミロクだったら、とにかく突とつ撃げきしてジュジュを助けにいっただろう。いくらなんでも新型機装甲で武装したツッキーニ軍の本隊に単身乗り込んだら、ミロクでも死ぬ。


　では、どうするべきか。


　悩なやんだ末、ディアートは立ち上がる。


　困ったときは、誰かの力を借りるのだ。








　ホラキア東部の竜りゆうの聖地を中心として、ツッキーニ軍はその北に陣じんを敷しいている。西側をオウガン軍が守っており、ホラキア軍の本隊とぶつかるのはオウガン軍となる。


　しかしベンヤミン王子のいる別働隊は北から攻せめてきたツッキーニ軍の対処に追われていた。国境付近で侵しん攻こうを食い止めていたのだが──


　今、なぜかホラキア軍の別働隊はツッキーニ軍より北にいる。


　これはツッキーニ軍が穴を掘ほって移動するという、前代未み聞もんの手段を選んだためだ。待ち構えていたホラキア軍は急いで転回し、南へ行軍することとなる。


　ディアートの役割はツッキーニ軍の居場所を特定し、戦力を見み極きわめること。それが終わったらすぐに戻もどってこいと言われている。


　役目を終えて戻ったディアートを、仲間たちが出で迎むかえてくれた。


「──ってわけ。どうする？」


「ジュジュが……」


　見たままを伝えたディアートは、疲つかれた身体を休めるために大地に腰こしを下ろす。彼を見下ろすようにして考えるのは、報告を受けたホラキア第二王子、ベンヤミン。


　彼の背後には総勢五千人ほどのホラキア兵がいる。馬には乗っておらず、鍛きたえ抜ぬかれた足のみで進む男たちだ。ベンヤミンが指揮しているのではなく、上官のグリュッケ将軍の配下にある。ベンヤミンはいわば客将のような立場になっている。


「どうするか、って訊きかれれば、助けにいくしかないよね」


　そう答えたのは赤目隊のアーニィ。


「だからその方法を考えてんだろーがよ」


「え、方法？　フツーに殴なぐり込みに行けばいいんじゃないの？」


「ミロクだけじゃなかったか……」


　頭を抱かかえるディアート。


「アーニィお前、二万人くらいいるツッキーニ軍をどうやって片付けるつもりだ？」


「殴る」


「オーリャ、あんたいい方法思いつかないか？」


　脳筋のアーニィは無視して、まともそうな人間に助けを求める。


　ホラキア軍と合流したツッキーニのレジスタンスであるオーリャは、並んで立つとベンヤミンと同じくらい背が高い。


　それでいてツッキーニ一の識者なのだから、見かけによらないものである。


「助けに行くのは賛成だよ。ほっとくとジュジュが危ないだろうし。だけど全軍で助けに行くのは無理だね。正面からぶつかったって、助けられない」


「だな」


　五千人のホラキア兵士では、ツッキーニの二万の軍勢とは戦いにくい。戦術を駆く使しすればやれないこともないだろうが、ジュジュの救出という目的が果たせるかどうか。


「下手に騒さわいでも、ジュジュの救出が相手に悟さとられたら、別の場所に連れ去られるかもしれない」


「てことは……チャンスが来るまで待つしかないか」


「いや、それもダメだ」


　否定したのは、ベンヤミンたちのさらに後ろから歩いてきた老人。もはや六十を超こえていそうな年ねん齢れいなのに、重そうな黒い鎧を平服のように着こなしている。


「グリュッケ将軍」


　ベンヤミンが名を呼ぶと、彼は難しい顔でこう告げる。


「現在、ジルサニア軍が東へ進軍しているそうだ。このまま進めば我がホラキアの本隊と合流すると同時にオウガン軍とぶつかる計算になる。そして、ジルサニアも部隊を分けてツッキーニ軍を攻める方針らしい」


「つまり俺たちが放ほうっておいても、ツッキーニは攻められるわけか」


　そうなればジュジュの身み柄がらがまた移動されてしまう。


「ジェルメーヌ姫ひめを助けるなら、今しかない。そして我が軍もあまり人員を割さけぬぞ」


　グリュッケ将軍はベンヤミンに向けてそう言った。


　つまりベンヤミンには自重するように促うながしているのだ。


「いいよ、分かった」


　本当に理解したのか、アーニィが手を打ち鳴らす。


「つまり今すぐに、敵にバレないように少人数でジュジュを盗み出せばいいんだね」


「……ま、そうだな」


　盗ぬすむ、という言葉は的確だ。


　騒がれずに、こっそりとジュジュを手に入れる。


　機動力と隠おん密みつ性が求められる任務だ。


「ちょうどいいじゃん。あたしとディアートのふたりで」


「だな」


　ディアートが立ち上がる。


　立場から考えても能力から考えても、妥だ当とうな人選だ。


　赤目隊の姫は、赤目隊で取り戻す。


「大だい丈じよう夫ぶかい？」


　オーリャが心配そうな顔で見つめる。


「平気平気。俺ってば、女の子のいる部屋に侵しん入にゆうするの得意なんだよね」


「そうじゃなくて」


　オーリャは力強い手でディアートの頭に触ふれ、顔をのぞき込む。


「アンタ、ずっとあの鎧着てたんだろう？　かなり疲れが出てるはずだよ」


「それも平気だよ」


　オーリャの手を優やさしく退どけると、ディアートはニカッと笑ってみせる。


「やり方がだんだん分かってきたんだ。頭もクラクラしなくなったし、この分ならガンガン使えそうだぜ」


　手の中の黒い塊を弄もてあそぶディアート。


　余よ裕ゆうの表情を突つきつけると、オーリャはそれ以上なにも言わなくなった。


　──そう答えないと、止められるに決まっているから。





　　　　＊




　行軍してから、鐘かねふたつ（約二時間）ほど経過したとき、前方に待ち構えている赤い軍勢が目に入った。


　付近には山も谷もなく、平地に密集陣じん形けいを敷いている。


　敵を待ち構えるにしては、いささか不適切な陣だ。普ふ通つうならば兵を隠かくしたり、高い場所に弓きゆう兵へいを配置するものだ。まるで正面からぶつかりたいようにも見える。


「なんだ……？」


　兵へい法ほうにまったく興味のないミロクにも、それは奇き異いに見えた。


　鐘ひとつ（約一時間）ほどの睡すい眠みんで、体力はほとんど回復できた。しかしやはり肋ろつ骨こつの骨折はいかんともしがたく、オウガンに伝わる痛み止めの薬を飲んでごまかしている。


　赤目隊は軍用馬車を一台借りて、先頭集団に混ざった。これは赤目隊の中でもミロクやビスマルクが敵の情報を知っているからである。特にミロクはジュジュの居場所を知っているため、アーセージの近くにいなければならなかった。


「ミロク、どうだ？」


　アーセージの騎き馬ばが近寄ってくる。


　どうだ、と尋たずねたのは、ジュジュの居場所だろう。


「えっと」


　ミロクは自分の右手を見る。


　見なくても感じ取れるのだが、視線は離はなれない。


「もう少し北です。あの軍勢にジュジュはいません」


「了りよう承しようした」


　目の前の赤い軍勢がオウガン軍なのだとしたら、おそらくジュジュの身柄はツッキーニ軍が預かっているのだろう。


　ならば部隊を分け、北のツッキーニに差し向ける必要がある。


「しかし、これは……」


　アーセージが鼻白んだのは、敵の規模だ。


　ミロクが見ても分かる。分けられるほど、こちらの軍には余裕がない。オウガン軍は三万以上いるように見える。普通、全軍を丸ごと投入したりはしないだろうから、後方にはさらに兵が控ひかえているだろう。


　──そうまでして、竜の聖地が欲ほしいのか。


　いや、そうではない。ミロクは考え直す。


　竜の聖地の重要性を知っているのは、ゴウトやジンレイ、そして魔ま導どう士しだけだ。下々の兵隊はおろか、名のある武士ですら知らないだろう。


　それなのに、あのオウガン軍から激しいオーラが立ちこめているように見える。もともと好戦的な国だが、あそこまで彼らを突き動かすものはなんなのか。


　と、先ほどまで近くにいたアーセージが馬車を離れ、誰だれかと短く会話している。


　そしてアーセージはさらに隊列を離れ、代わりに彼と話していた騎士が近づいてきた。


「赤目隊、よく聞いてくれ」


　アーセージの補ほ佐さ役であるバウゼンだった。


　すでに得意の二刀を抜いている。


「オウガン軍との戦いは避さけられそうにない。しかしジェルメーヌ様が北にいるというのなら、君たちだけでもそちらに向かって欲しい」


「言ってくれるねぇ」


　ミロクの頭の上でぼやくのは、隊長ビスマルク。彼は無傷だが、オウガンからの強行軍で疲ひ労ろうが溜たまっている。それは赤目隊全員に言えることだが。


「俺たち四人だけでツッキーニ軍を相手にしろってか？」


「戦えとは言っていない」


　ビスマルクの皮肉に、バウゼンは真ま面じ目めな顔で答える。


「威い力りよく偵てい察さつだと思ってくれ。ツッキーニと、あとそちらで戦っているホラキア軍の動きが知りたい。あわよくばジェルメーヌ様を助け出してくれればいい。どのみち、このままだとオウガン軍とツッキーニ軍が合流して、戦いが泥どろ沼ぬま化かする」


「するかよ。オウガン軍に限って」


　ビスマルクの苦く笑しようは、言ってみればオウガン軍に対する信しん頼らいだ。


　ミロクも同意見だった。オウガン軍は統制の取れた陣形を崩くずさない。ツッキーニ軍がなだれ込んだところで崩れるような、ヤワな指揮官は置いていない──


　はずなのだが。


「それを確かめるために、殿でん下かが行った」


　バウゼンの視線が追うのは、先頭集団から抜ぬけ出して、単騎でオウガン軍に近づくアーセージの騎馬。


「オウガン軍の諸君！　私はジルサニア騎士団、騎馬師団長アーセージだ！　貴君らの指揮官にお目通り願いたい！」


　ここが劇場であれば、すべての観客が心を奪うばわれるであろう力強い声。


　果たしてアーセージは、敵の指揮官とどのような会話を望んでいるのか。まさか停戦の申し入れなどすまい。ここは騎士団の長として「互たがいに全力を出し切ろう」といった挨あい拶さつに留とどめるのが定石。


　──が。


　オウガンの行動は素す早ばやかった。


「殿下！」


　飛来した槍やりが、アーセージの騎馬の足あし下もとに刺ささった。


　突とつ然ぜんの攻こう撃げきに騎馬がいななくが、訓練されているだけあって暴れたりはしなかった。数歩下がって敵を睨にらみ付けている。馬上のアーセージよりも怒おこっていた。


「……それが貴君らの返答か」


　交こう渉しようの余地はない、というのか。


　いや、それどころか。


「ウオオオオオオオオオオオ！」


「オオオオオオオオオオオオオオ！」


　オウガン軍が一いつ斉せいに武器を掲かかげて吠ほえ猛たける。


　ジルサニア騎士団の先頭集団すら、一いつ瞬しゆん身じろぎしてしまうほどの大だい音おん声じよう。大気が震ふるえ、その感情まで伝わってきそうだ。


　オウガン軍に満ちているのは、怒いかり。


　明確な殺意。


「な、なんだぁ!?」


　ミロクの頭の上にしがみつくビスマルク。


「おい、なんでアイツらこんなに怒ってるんだ？」


「わ、わかりません」


　ミロクが答えると、


「本当に分からないのか!?」


　近くで待機しているバウゼンが怒ど鳴なる。敵の咆ほう哮こうに負けないほどの声を出さないと、相手に伝わらないのだ。


「知りません！　俺たちがオウガンに行ったときは、もっと好意的でした！」


「しかし、なんだあの怒気、ただ事ではないぞ!?」


　魔法にでもかけられたか、と一瞬だけ疑ったが、全軍を支配するほど強力な魔法をかけられたとは思えない。


「くっ！」


　たまらなくなって、ミロクは馬車を飛び出した。


　下がるアーセージに向かって走る。


「殿下！　俺が！」


「……頼たのむ」


　短いやりとりで意志を伝えると、ミロクは馬にも乗らずに前に出た。


　万を超こえるオウガン軍の視線がミロクに集まるのを感じる。


「みんな！　俺だっ！」


　ミロクが出たことで、オウガン軍もジルサニア軍もざわめく。


　が、双そう方ほうの感情は異なったままだ。


「ミロク様だ……」


「ああ、アイツが……！」


　しかしオウガン軍の敵意は変わらない。


　いや、もっと強くなっている。


「みんな！　俺の話を聞いてくれ！　なにがあったって言うんだ！」


　この瞬間だけ、ミロクはジルサニア騎士という立場を忘れて問いかけた。


　元は同じ故郷の仲間だ。


　彼らもミロクの言葉なら聞いてくれると思ったのだが──


「黙だまれぃっ！」


　オウガン軍の先頭にいた竜りゆう騎き兵へいが、槍を向けたではないか。


「どのツラを下げて戻もどってきたか、この逆ぎやく賊ぞくがぁっ！」


「なっ──」


　逆賊とはどういう意味だ。


　それを問おうとしたのに、


「かかれぇっ！」


　オウガン軍の角笛が鳴った。竜の角を削けずって作ったその笛は、甲かん高だかい音で戦意を高める。笛の合図に鼓こ舞ぶされたオウガン軍は、その人の群れを生き物のようにうねらせて進軍した。


　三万の足音が、怒りを運んでくる。


「そんな……！」


　立ち尽つくすミロク。


　その背後で、アーセージの号令が轟とどろく。


「総員、抜ばつ刀とうせよ！」


　鞘さやから剣けんを抜く音が、楽器のように響ひびき渡わたる。


　もはや避けられない。


「ジルサニア騎士団が受けて立つ！　進軍せよ！」


　──オオオオオオオオオッ！


　ジルサニア軍の騎馬が走る。


　ミロクの横をすり抜けて、大地を揺ゆらしながらオウガンへと進む。


　白い鎧よろいと赤い鎧が混じり合い、怒号と悲鳴が生まれた。


　数万の人間が全力で走って戦う姿は、武器で殺し合うと言うよりも、圧力で押おし潰つぶすと表現した方がよい。騎馬や竜で体当たりをかけるだけでなく、弓の弾だん幕まくも相手の勢いを止める効果がある。


　オウガンの勢いは、まるで止まったら死んでしまう魚のようだ。群れを成して人という名の海を泳ぎ、かき分けていく。


「ミロク！」


　名を呼ばれ、ミロクは顔を上げる。


　すぐそこに敵が迫せまっていた。


　赤い鎧を着た竜騎兵が、槍を掲げてまっすぐに飛来する。


「ミロク様！　お命頂ちよう戴だい！」


　咄とつ嗟さに腰こしの剣に手をかけたが、わずかに遅おくれた。


　ミロクが抜刀する直前、竜騎兵がのけぞって倒たおれた。


　その額には矢が刺さっている。


「ボサッとしてんな！　このダボ！」


　振ふり向くと、馬を失った馬車の上にフェリサが立っているのが見えた。


　魔導士にやられた傷が完全に癒いえていないことは、額の包帯が証明している。だが折れた弓は急ごしらえで用意した、というかオウガンから借り受けてきた。


　馬車に残っているのは、彼女だけ。


　ビスマルクは先ほどからミロクの懐ふところに入っている。


「トーラットは……？」


　尋たずねると、フェリサは後ろを向く。


　ジルサニア軍の騎馬師団の背後から、巨きよ大だいなシルエットが迫っていた。


　およそ百体を超える武装ゴーレムの部隊である。


　その中の一体に見覚えがあった。ゴーレムの鎧や盾たてに商店街の鍛か冶じ屋やの名前が書かれているので一発で分かる。トーラットの愛機、クロトポリカだ。


「ゴーレム部隊、進め！」


　号令が下されると、二百を超える巨大な目が一斉に光る。


　巨木のような剣を掲げて、ゴーレムが進み始めた。


「ミロク！　俺たちもやるぞ！　やらなけりゃ死ぬ！」


　懐からビスマルクが顔を出した。


　目の前にいる敵は、ミロクの故郷の人間。


　だが今は、ジルサニア騎士団の敵だ。


「──はい」


　腰の剣に手をかける。


　ゴウトから譲ゆずり受けた名刀「月光切り」。ジュジュがいないので、折れたら最後だ。だからトーラットがわずかながら強化魔法をかけてくれた。


　剣を握にぎるのは、ジュジュのためだった。


　赤目隊でもそうだった。ジュジュの笑え顔がおを守るために剣を捨て、国民に優やさしい気持ちを与あたえるのがミロクの仕事であり、誇ほこりでもあった。


　だが、今はどうだ。


　迫りくる脅きよう威いから、自らの命を守るために戦う。


　──こんなに、嫌いやな気持ちだなんて。


　ジュジュのせいだ。


　彼女に会わなければ、こんな想おもいを抱いだくこともなかった。


　彼女にさえ会わなければ。





　ジュジュに──会いたい。





「うぉおおおおおおおっ！」


　前方から迫る竜騎兵。


　槍やりを構えている男と、かぎ爪づめに鋼鉄製の刃はを装着した武装竜だ。


　──許せ！


　ミロクの手が閃ひらめく。


　抜刀しつつ飛竜の首を落とし、返す刀で竜騎兵の肩かたを袈け裟さ懸がけに斬きった。


「次は誰だれだっ！」


　返事代わりに、無数の赤い鎧が殺さつ到とうする。


　ミロクは柄つかを握りしめ、自らを奮い立たせた。




　２　赤の月　十八日　空を見上げ







　ジルサニア軍が予想していた進路では、オウガン軍はツッキーニ軍と合流してから攻せめてくるはずだった。しかしオウガン軍の進軍速度は予想を上回り、単独でやってきた。


　兵へい法ほうとしては愚ぐ劣れつ極きわまりない。


　せっかく連れん携けいできる仲間が近くにいるのに、わざわざ引き離はなして攻めてきたのだ。迅じん速そくに戦うべき理由もないのに。


　だが、こうして剣を交えれば、言葉を交かわさなくても分かる。


　ミロクの肌はだにオウガン軍の絶ぜつ叫きようが染しみ込んでくる。


　──ツッキーニなどにやらせるか、と。


　オウガン軍を支配しているのは、純じゆん粋すいな憎ぞう悪お。


　それがジルサニアに、そしてミロク個人にも注がれ続けている。


「くっ……そぉっ！」


　頭上から降ってくる槍を避さけ、続いて迫る竜を避け、騎乗している竜騎兵のみを蹴けり飛ばすミロク。高速で地面に落下する竜騎兵は、もはや動けない。自分で立ち上がらない限り、続く者に踏ふまれて死ぬだろう。


　だがミロクには振り返っている余よ裕ゆうなどない。


「うおおおおおおっ！」


　正面から三人の敵が迫る。


「ミロク様、御お覚かく悟ご！」


　振りかぶった剣が振り下ろされる前に、正面の敵の喉のどを突つき刺さす。


　その剣を引くと同時に、身体からだごと背後にステップし、次の敵の剣を避ける。その敵を斬り伏ふせた時には、別のジルサニア騎士が間に入って最後の敵を倒してくれた。


　地上から攻めるオウガン軍の足軽や武士に気を取られていると、上空から竜騎兵がやってくる。上と下、どちらも見ていないと柔じゆう軟なんに対応できない。しかし最前線では目の前の敵を見るのが精せい一いつ杯ぱいだろう。


　上下二段構えの戦法がオウガン軍の強みなのだ。


　それを知っているミロクは、全体に指示を出す。


「弓きゆう兵へいはもっと多く！　上から攻めさせるな！」


「こらミロク。それは私の役目だろう」


　目の前を通り過ぎていくのは、長い槍を持った騎き馬ば。


　甲かつ冑ちゆうを着込んだアーセージが上から飛来する竜りゆう騎兵を突き刺し、地面に叩たたき落とす。その下にいたオウガン兵ごと潰していった。


「あ、すいません殿でん下か！」


「お前にも将の器うつわがあるのかもしれんが、今この戦いの指揮は私が執とっている。乱せば全軍が混乱するからな」


「……はい」


「弓兵、狙ねらわなくてもいい！　とにかく高く矢を放て！　味方に当たっても構わん！」


　アーセージが声を張り上げる。


　無茶な命令かと思われるが、弓兵も味方の位置くらいは考こう慮りよして射る。要は「手加減するな」という意味だろう。


　仮に味方に当たったとしても、兜かぶとや鎧が防いでくれる。しかし空中の竜や、それを操縦している竜騎兵にとってはこの上ない脅威となる。


「うおっ！」


　突とつ風ぷうに似たなにかが背後から吹ふいた気がして、ミロクは振り返る。


　衝しよう撃げき波はを伴ともなった矢だった。


　その矢の先を見ると、空中の竜騎兵を貫かん通つうして、その後ろの竜の目に当たった。一射で二組の竜騎兵を撃げき墜ついしたようだ。


「すげぇ……」


　歓かん声せいをあげたのはミロクだけではない。


　射手、フェリサの周囲にいた騎士たちも目を丸くしている。


　しかし彼女はなにもリアクションを起こさず、ただ黙もく々もくと次の矢を番つがえる。無造作に狙っているように見えるが、大きく弓がしなると、さらにまた二組の竜騎兵を撃墜した。


「……腹を狙え」


　ただ一言、そう告げるのみ。


　その静かな威い厳げんに気け圧おされた弓騎士たちは、彼女に従うようにして無言で弓を構えた。一いつ斉せい掃そう射しやされた矢は竜騎兵を確実に落としていく。


「うおおおおおっ！」


　しかし竜騎兵もただやられているだけではない。高所にいる優位をフルに生かした攻こう撃げきを仕し掛かけなければ、飛ぶ意味がない。


　今度は竜騎兵の弓が飛ぶ番だった。


　高所から狙う矢は前面に立つ騎士を越こえ、後方の弓騎士たちに直接届く。比ひ較かく的てき軽装の騎士たちは高さによって加速する矢に貫つらぬかれ、倒れてゆく。さらにその後方にいる補給部隊にも矢が届く。


「怯ひるむな！」


　前線からそういう指示が出るが、矢が飛んできて怯まない者はいない。しかも攻撃を受けることがないと思っていた補給係ならなおさらだ。傷ついた騎士を後方へ下げたり、弓騎士に矢を届けるだけの仕事だが、狙われていると分かれば行動は鈍にぶる。


　そんな竜騎兵を射とめようと、弓騎士も躍やつ起きになって矢を放つ。


　遠えん距きよ離りの戦いがものを言うようになり、さらにその均きん衡こうも崩くずされる。


「うわっ！」


　最前線で戦っていたミロクの頭上を、黒い影かげが横切った。


　竜騎兵の竜が通り過ぎていったのかと思ったが、そうではない。


　遠く、オウガン軍の後方で聞こえる悲鳴。


　ミロクだけでなく、目の前のオウガン兵たちも振ふり返るほどだ。


　それは飛来する巨大な塊かたまり。


　ある意味、ジルサニア軍最強の遠距離武器とも呼べる。


「ゴ、ゴーレム……」


　塊とは、ただの岩だ。


　それを後方に控ひかえていた武装ゴーレムが全力で投とう擲てきしたのである。人間どころか投石機ですら出せない力で放ほうられた岩は、放たれた矢ごと竜騎兵の身体を潰つぶし、飛んでいる竜の翼つばさを折り、オウガン軍の後方まで届いた。


　しかもただ闇やみ雲くもに投げているわけではない。


　ゴーレムたちの中央にいる、よく目立つ一体──クロトポリカが投げる岩はオウガン軍の中央を割るように落ち、さらにそのすぐ隣となりに第二射、という具合に岩が並べられるのである。


　当然、オウガン軍は避けるだけでなく、ジルサニア軍を攻撃するためにその岩を乗り越えなければならない。それだけでも体力を消しよう耗もうするのだ。


「なんだ……強いじゃないか、ジルサニア軍は」


　失礼なことを呟つぶやくミロクだが、ここまでオウガン軍と渡わたり合えるとは思っていなかったのだ。なにしろオウガン軍はミロクの知る限り最強の軍団だったから。


　そこで、違い和わ感かんに気づく。


　──少し、ジルサニア軍が強すぎやしないか。


　徐じよ々じよに押しているのはジルサニア軍だ。だが、オウガン軍のあの怒いかりを見れば、もっと強力な圧力で押してきてもよさそうなのに。


　そうミロクが判断した時、


「退ひけっ！」


　アーセージの号令が聞こえた。


　彼も妙みようだと思っていたのだろう。


　指示どおりに、少しずつ下がりながら陣じん形けいを整える。それに同調するかのようにオウガン軍が攻めてくる。


「うぉおおおおおおおっ！」


「殺す！　ジルサニアめ、殺してやる！」


　オウガン軍の戦意も作戦を聞く柔軟な考えも失われていないようだ。となると、この後になにか仕掛けてくるのか──


「ミロク！　来い！」


　背中を摑つかまれ、持ち上げられた。


　なにかと思えば、騎馬に乗ったバウゼンだった。彼と、その部下の力でミロクの身体は持ち上げられ、バウゼンの騎馬の後方に座らせられる。


「ちょっといいかミロク！」


　すぐ隣にはアーセージの騎馬。


　ミロクが頷うなずくよりも早く、二頭の馬が下がる。それを庇かばうように複数の騎馬が前面に躍おどり出た。


「どうしましたか、殿下？」


　敵の攻撃が届かない場所まで下がってから、ミロクは尋たずねた。


「おかしいぞ……オウガン軍は怒りながらも、まともに戦っていないように見える」


「はい、俺もそう思います」


「理由はなんだと思う？」


　少しだけ考え、ミロクは自分の考えを述べた。


「なにかを待っているように思えます」


　アーセージは頷く。


「なにかとは、第八国エイスランドのことか？」


　第八国エイスランドは竜の聖地で、なにかを企たくらんでいるという。


　その企みを成じよう就じゆさせるためには、時間が必要だ。しかしそれならオウガン軍とツッキーニ軍が合流して、協力してジルサニア軍を疲ひ弊へいさせた方が効率的だ。


「第八国エイスランドのこともありますが……あいつら、ジルサニア軍を滅ほろぼす気ですよ」


　ミロクなら、どうするか。


　戦せん況きようをひっくり返すほどのなにかを、オウガン軍が持っているとしたら。


　それは強力な武器でもなければ、最強の竜でもない。


　ジルサニア軍の切り札とは、ゴーレムのような道具。


　だがオウガンは──


「殿下！」


　ミロクはバウゼンの騎馬から跳とんだ。


　アーセージの身体を抱だきかかえながら落馬する。


「なっ！」


　バウゼンが制止しようとするが、その言葉は遮さえぎられた。


　アーセージが乗っていた騎馬が、胴どうから真っ二つにされて倒たおれていたのだ。


　そう、オウガンが持つ力とは、人間の力。


　武士ひとりでも戦況を変えられるのだ。


「お、お前……！」


　アーセージから離はなれ、剣けんを構えるミロク。


　殺した馬の血だまりの中央に立っているのは、槍やりを構えた武士。


　長い髪かみを後ろで束ね、深しん紅くの鎧よろいを身に着けた槍使い。





「……オウガン帝てい国こく天てん尾び隊たい隊長、武士シェンラン・オウガン」





　彼女の槍の穂ほ先さきは、アーセージに向けられていた。


「アーセージ殿下。オウガンの名において、お命頂ちよう戴だいいたす」


　その双そう眸ぼうに、殺意を漲みなぎらせて。


　一点の曇くもりもない、純じゆん粋すいな怒りが彼女から伝わってきた。


「くっ……！」


　剣を抜ぬくアーセージだが、


「殿下。ここは俺に」


　その前にミロクが立ちはだかった。


「俺の家族です。俺がやります」


「ミロク……！」


　シェンランの怒ど気きがミロクに移った。


　だが好都合だ。


「待てシェンラン。訊ききたいことがあるんだ」


「問答無用！」


　稲いな妻ずまのような突つきがミロクに襲おそいかかった。


　シェンランの神速の突きは並の人間なら避さけられないが、来ることが分かっていれば話は別だ。ミロクは剣を構えたまま半身で槍を避けると、シェンランの身体からだを摑む。


「落ち着けシェンラン！　どうしたって言うんだ！」


「貴様ぁ……っ！」


　間近で見るシェンランの顔。その目は憎にくしみに満ちていた。


　ミロクの手から力が抜けると、シェンランは槍の石いし突づきで殴なぐるようにして振り払はらう。


「よくもそんな、兄貴面づらして私の前に現れたものだな！」


「お前……」


　どうやらシェンランは明確な恨うらみを持っているようだが、ミロクにはそんなものはない。


　考えられるとすれば、彼女の勘かん違ちがい。しかし殺意を抱いだかせるほどの勘違いとは、どのようなものか。


「わかったよ」


　ミロクは剣を構えた。


「相手してやるぜ、シェンラン」


「……！」


「今のお前なら、俺でも余よ裕ゆうで勝てる」


「なんだと……っ！」


　挑ちよう発はつにも乗るシェンラン。


　普ふ段だんの彼女ならばありえない。水のように静かな心で、常に戦況を見み極きわめて行動するのが彼女の強さの源だ。むしろ熱くなりすぎるミロクをたしなめる側だったのに。


「はぁあああああああっ！」


　前に戦った時と比べても、シェンランの腕うでは明らかに落ちていた。


　彼女の突きは速い。それは間違いないのだが、攻こう撃げきが単調で簡単に避けられる。強力な突きも武器のひとつだが、むしろそれを繰くり出すタイミングを見抜く目と、変へん幻げん自じ在ざいの動きを兼かね備そなえているのがシェンランの強みだったのに。


「ふっ！」


　槍を避け、剣ではね上げる。


　シェンランは弾はじかれた勢いすら利用する。石突を上に向け、棍こん棒ぼうのようにミロクを殴ろうとする。


　手を出す者はいない。突とつ然ぜん、ジルサニア軍の中央に現れたオウガン武士に驚きよう愕がくしているのと、アーセージの警護の方が先決だと思っているからだ。


「やぁぁっ！」


　シェンランの突き。


　また同じパターンで、同じタイミング。


　──こんなもの、武士の強さではない。


　そんな突きなら、ミロクの剣を使うまでもない。


　繰り出された槍の柄えを、ミロクの手ががっちりと摑む。


「なっ!?」


　自分の腕に自信を持っていたであろうシェンランは、自らの槍に貫つらぬかれないどころか、柄を握にぎられるほど遅おそかったことに驚愕している。


「は、放せっ！」


「バカ！」


　柄を摑んだまま、ミロクが接近する。


「これが俺以外の騎き士しだったら、もうお前は死んでいるんだ！　それがオウガン武士の戦い方かよ！　これだったら、まだ俺が槍を使った方が強い！」


「う、うるさいっ！」


「お前こそ黙だまれ！」


　強ごう引いんに摑んだ槍の柄を下げ、穂先で地面を刺さす。その上にミロクが足を乗せると、もう槍は使い物にならない。


「話せ！　俺がなにをした!?」


　胸むなぐらを摑み、シェンランを恫どう喝かつする。


「うっ……」


　シェンランの顔が青ざめる。


　苦しくてもがいているようにも、なにかに悩なやんでいるようにも見える。


「なぁ、おい、その武士だけどよ」


　ミロクたちを取り囲んでいた騎士のひとりが指をさす。


「魔ま法ほうにかかってるんじゃないか？」


「えっ？」


　驚おどろいたのは、言われたシェンラン本人。


「いや、ただの勘だけどよ。アンタから付加魔法の匂においがするんだよ。オウガン軍なのにおかしいと思って……確証はねーんだけど」


　指さした騎士は慌あわてて取り繕つくろうように手を振ふる。


　彼は騎士の中でも、付加魔法を扱あつかうことが多いのだろう。部隊の役割によっては、剣や矢に魔法をかける専門の騎士がいるのだ。


「そ、そんなことあるわけない！　私は、純粋な怒いかりで……！」


「なんだその怒りって！」


　ミロクが怒鳴ると、シェンランは戸と惑まどう。


「それは……ミロクが、ゴウトを刺したって」


「なんだそりゃ!?」


　とんでもないウソだ。


「ふざけんな！　ゴウトを刺したのはモズだろうが！　あのオバサン、そんなことをオウガン軍に吹ふい聴ちようしたのかよ！」


「えっ？　えっ？」


　シェンランはわけがわからずに頭を押さえている。


「ほ、本当なの、ミロク……兄ちゃん」


「本当だ！　なんならゴウトに訊けよ！　つーか、なんでそんな偽にせの情報を簡単に信じちゃうんだよ、しかも全軍で!?」




[image: ]


「そ、そうだな……なんで私たち全員、信じてしまったのか」


　馬ば鹿か馬ば鹿かしすぎる。


　だが魔法を使えば、その馬鹿馬鹿しい事態も引き起こせる。


「オウガンの魔法は〝使役フアツシネイシヨン〟だったな。それを動物ではなく人間に、しかも大量の人間にかけるとなると、どれだけ莫ばく大だいな魔力が必要になるのか……」


　周囲の騎士がざわめく。


「いや、不可能じゃない……か」


　答えたのはシェンラン。


「魔法を永続的にかける必要はないんだ。ただ、一いつ瞬しゆんだけでも」


「どういうことだ？」


「ミロクがゴウトを刺した、という情報が本当である必要なんてないんだ。ジルサニアを叩たたく口実になれば、それでいい。一瞬だけ、全軍に『もしかしたら』と思わせれば、あとは兵が勝手に動くんだ」


　震ふるえる声のシェンラン。


「なるほどな」


　アーセージが頷うなずく。すでに彼は別の馬に騎乗していた。


「つまり、こういうことだろう。『あの店でアイスが無料だ』というデマを流し、周りの人間を動どう揺ようさせる。その時、誰だれかが手にアイスを持っていれば、さらに信しん憑ぴよう性せいが増す。そして群衆のひとりでも『行ってみよう』と言い出せば、もう止まらない。この場合、魔法がアイスの役割を果たすわけだ」


「……おぉ」


　分かりやすいアーセージの解説に、周囲の騎士たちが納なつ得とくする。馬ば鹿かなミロクでも理解できるほど。


「……くそぉっ……！　こんな単純な手に……兄ちゃん。私……！」


　シェンランの目に涙なみだが浮うかぶ。


「だーっ、泣くなシェンラン！　今はこうしてる場合じゃないだろ！」


「そ、そうだ。そうだった」


　すぐに涙を拭ぬぐうシェンラン。


「つまり、今オウガン軍は大変な状態じゃないか！」


　ようやく気付いたシェンラン。


　そしてその場に膝ひざをつき、槍やりを置く。


「アーセージ殿でん下か！　この度たびは無礼をはたらき、誠まことに申し訳ない！」


「だからシェンラン、今はこうしている場合じゃ」


「つきましては！」


　顔を上げるシェンラン。


「ジルサニアの宝石をお貸し願いたい！　声を大きくするものを！」


「喜んで」


　馬上のアーセージは懐ふところから伝令用の宝石を取り出すと、シェンランに投げた。








『聴きけ！　オウガン軍の皆みな！　私はシェンラン・オウガン！　オウガン帝てい国こく第四皇子にして、武士の称しよう号ごうを持つ者なり！』


　シェンランの大声は、ジルサニアとオウガンの両方の軍に響ひびき渡わたった。


『戦いを一いつ時とき止やめよ！　戦いを止めるんだ！』


『ジルサニア軍も剣けんを引け！　防ぼう御ぎよ姿勢のまま、五十歩後退せよ！』


　続いてアーセージの命令。


　最初、シェンランの声に驚いていたオウガン軍は、それでも戦いをやめようとはしなかった。しかしジルサニア軍がアーセージの命令を忠実に聞き、盾たてを構えたまま素す早ばやく後退するのを見て、追つい撃げきしようとはしなかった。


「これは……どういうことか」


　ただひとり、オウガン軍の将軍であるライハクが前に進んだ。


「皆の者！　私は命令を出していないぞ！」


　彼はオウガン軍の指揮を任された男で、シェンランの上官にあたる。それなのに彼の命令は誰にも届いていないようだ。


『いいかオウガン軍よ！　今から隣となりの者を殴なぐれ！』


「なにっ!?」


　無茶なシェンランの命令。


『いいから殴れ！　全力でだ！』


　当然ながら、従う者はいなかった。


　しかし、


『お前たちは第八国エイスランドの魔導士による怪あやしげな魔法にかけられている可能性がある！』


　そう言われると、オウガン軍の反応も変わった。なにも考えていない馬鹿な男たちがまず隣の男の頰ほおを張り、そして殴られた男が殴り返す。


　やがてそれは伝染し、全軍での殴り合いが始まった。


『そのままでいいから聞いてくれ。たった今、新しい情報が入った。ミロク皇おう子じが皇帝陛下を刺したというのは偽情報だ。後に皇帝陛下が証明してくださる。我々は間ま違ちがった情報で戦わされていたのだ』


「なっ……！」


　ライハク将軍も絶句した。


　言われてみれば──皇帝陛下を刺したという情報には、なんの裏付けもなかった。それなのに将である立場の自分が、軍団を焚たきつけた。


　普ふ通つうなら少しは疑ってしかるべきなのに。


　なぜ、信じたのだ。


　ライハク将軍は拳こぶしを握り、自らの顔を思い切り殴った。


「誰が……このようなふざけた真ま似ねを」


　鼻から出る血を拭うと、彼は東を見る。


　犯人など、ひとりしかいない。





　　　　＊




　竜りゆうの聖地──ホラキアではドラグバルトと呼ばれているその場所は、地図で見ても実際に風景を見てもすぐに分かる位置にある。


　遠く離はなれたホルディ市からでも、晴れた日なら見えるほど高い火山がそうだ。


　その火山を取り囲む深い森まで含ふくめて、竜の聖地と呼ばれている。


　森は一度踏ふみ入ったら帰ってくるのは難しいとされる。理由はもちろん、そこを根城とする竜の存在だ。竜と相対することは死を意味する。だからそこに貴重な植物や鉱物があろうとも、入っていく命知らずは少ない。


　ただ、それでも入る人間がゼロではないのが、業ごうの深さを物語っている。


　冒ぼう険けんの末、見つけた財宝を持ち帰る。それもまた人類の夢だ。


　第八国エイスランドの魔ま導どう士しが見つけた財宝もまた、宝と呼べよう。


　その宝とは、情報。


　山の西方面、麓ふもと近くの森の中に泉がある。


　その泉にだけは誰も近寄らない。獣けものや虫、もちろん竜も。


　身を隠かくし、居住するにはもってこいの場所だった。


　そして今、泉の中央に立つ人物がひとり。


　モズである。


「解かれたか」


　水の上に彼女の足の指先が触ふれると、小さな波は紋もんが広がる。


「時間はどれくらいだ？」


　泉のほとりに座っていた、別の魔導士が尋たずねる。


「およそ鐘かね四つ（約四時間）。まぁまぁといったところだ」


「なるほど。個人の魔力ではそれが限界か」


「ではその実験データと比ひ較かくして、次の作戦に移るか」


　さらに別の魔導士が泉に手を入れる。


　するとモズの立っている中央から、巨きよ大だいな波紋が生まれた。


　水面みなもが光り、魔ま法ほう陣じんが描えがかれる。


「ほぉ……」


　周囲にいる魔導士が水に注目する。


「竜の聖地の貯蔵している魔力がこれほどとは」


「我々が千人集まっても足りぬ量だ」


「素晴らしい。これでなにができるだろうか」


　口々に感動する魔導士たちだが、


「まずは戦いだ」


　ひとりの魔導士がそれを制した。


「この土地を名実共に我々のものとする。そのためには周囲にいる邪じや魔ま者ものを排はい除じよすべきだ。システムの構築はそれからでも遅おそくはない」


「だがシステムを完成させねば、排除は難しくないか？」


　別の魔導士が反論する。


「いいや」


　否定したのはモズだった。


「どちらも優先させる。システムの構築と邪魔者の排除、それらを同時に行えばいい。第一段階で、使役の魔法を強めたギミックを試ためすがよろしいか？」


　モズがわずかに上を見る。


　すると彼女の視線を避さけるかのように、木からつがいの鳥が飛んでいった。


　その動作だけで周囲の魔導士たちも理解した。


「なるほど。そうやって使うわけか」


「了りよう解かいした。第一段階はモズに任せよう」


「ツバメにも連れん絡らくを取りたいが……あいつはどうした？」


「あいつはツッキーニ軍と共にいる。開発現場を直じかに見たいのだそうな」


「では仕方ない。連絡は事後に」


　魔導士たちが頷くと、モズは手から光の球を生み、水面に落とした。


　泉の魔法陣が輝かがやきだし、光が天に向けて放出された。





　　　　＊




　背後から忍しのび寄り、腕うでで首を絞しめる。


「かはっ……！」


　気絶した女性技ぎ士しの身体からだを抱かかえあげ、アーニィは素早くテントの陰かげに隠れる。いつもジュジュにやっている早着き替がえの技で、一いつ瞬しゆんで技士の制服を身に着けた。ツッキーニの女性技士の制服はツナギとエプロンなので、とても着やすいし動きやすい。


「ごめんね、代わりにこれあげるから」


　もともとアーニィが着ていた赤い汁しるまみれの服を女性技士に着せる。裸はだかで放置するわけにはいかない。


　最後に技士が持っていたメガネをかける。度が強くてクラクラしそうだったので、レンズだけ取り出して技士のポケットに入れる。


　そうしてテントの陰から飛び出したアーニィ。


　まず野営地の広さにうんざりした。


「こりゃまともにやりあったら、確実に死ぬわー」


　なにしろ万単位の技士がいるのだから、広さも格別。ただツッキーニ軍のテントはほとんど物資を置いておくためのもので、技士が滞たい在ざいしているのは二階建ての建物だけだ。普通に考えたら、最低でも一週間はかかりそうな建物だが、彼らは一瞬でこれらを作りあげたのだ。


「物を作らせたら、ツッキーニは大陸一だねこりゃ」


　分かり切ったことを今いま更さら呟つぶやきながら、アーニィは歩き出す。他の技士に気づかれないように、リラックスしながら。


　目的地はすぐに分かった。


　中央にそびえ立つ鉄製の建物だ。一いつ棟とうだけやけに大きく、さらに警備の技士も多いので一いち目もく瞭りよう然ぜんなのだ。


「ディアート、ちゃんとついてきてね」


『わかってるよ』


　返事はすぐ近くから聞こえた。


「ところでディアート、あんたさっきの着替え見た？」


『ハッハッハ、バカを言うな。俺は紳しん士しだぜ？　レディが着替えている間は黙だまって待つのが礼れい儀ぎってもんさ』


「ふーん、見たんだ」


『なっ!?　なんで!?』


「あんた一言も『見てない』って言ってないし。ウソをつかない代わりに、本当のことも言わない。サギの常じよう套とう手しゆ段だんじゃない。バツとして、ホントはあたしがやろうと思ってた一番キッツイ仕事任せるからね」


『マジかよ……』


　ぼやきを黙もく殺さつして、アーニィはさっさと目的の建物──司令部に行く。


　司令部の屋上にはツッキーニ王国の旗が翻っており、その下にはボウガンを構えた技士が。鋼鉄製の扉とびらはすべての入り口に備わっており、壁かべには鋲びようが打ちつけられている。これは破は壊かいして侵しん入にゆうすることは無理だ。


　人数が多いからか、道中、誰だれからも呼びとめられなかった。その幸運が続けばいいと思っていたのだが、やはりそう上う手まくはいかないようだ。


「おいお前。どうした？」


　司令部の正面入り口に立っていた門番ふたりに止められる。


　アーニィは何度も心の中で繰くり返した言い訳をする。


「ハッ！　新型機き装そう甲こうの欠けつ陥かんと、その改善方法について進言したく、ゼラ様にお目通りをお願いします！」


　オーリャから教わった言葉だ。


　こう言えば絶対にゼラは入れてくれると言っていたが──


「ちょっと待ってろ」


　門番のひとりが司令部に入っていき、そしてすぐに戻もどってきた。


「入れ。会ってくださるそうだ」


「ありがとうございます！」


　頭を下げて司令部に侵入するアーニィ。まるで自分がインテリ学者になったような気分だが、内心ではドキドキだ。


　実際にゼラに質問されたところで、新型機装甲の弱点なんて知らない。


　対処法については知っているつもりだが。


　門番に連れられて、硬かたい廊ろう下かを歩く。


　圧あつ迫ぱく感かんのある廊下だった。


　周囲は鉄てつ壁ぺきで覆おおわれている上、人がふたり並んで通るのも難しいほど狭せまい。まるで監かん獄ごくのようだ。外から窓を見た限りでは、部屋の中はもう少し広いだろう。


　しかし戦争用の仮住まいなので、快適さは期待できない。そもそも廊下があること自体が珍めずらしいのだから。


　照明も独特で、ランプの代わりに光る物体がたくさん置かれてあった。これがなんなのか質問したいところだが、それでは正体がバレてしまう。


　まだ、正体を明かしてはいけない。


　とりあえず侵入には成功した。


　あとは、ここにいるであろうジュジュを救い出す。


　それさえできれば、バレてもいいのだ。どれだけ暴れまわって、捕つかまって、殺されたとしても、ディアートがジュジュを逃にがしてくれる。


　拳こぶしを握にぎって覚かく悟ごを決めたとき、前を歩いていた門番が足を止めた。


「？」


　なにかと思えば、前方から誰かが歩いてくる。


　門番は廊下の脇わきに移動し、その人物に道を開けた。アーニィもそれに倣ならって壁かべ際ぎわに避よける。


「よっ、ご苦労さま」


　軽く手を挙げて挨あい拶さつしたのは、細身の男。


　逆立った髪かみの毛けに、わずかに入った緑色のメッシュ。


　確か──ジュジュを誘ゆう拐かいしようとした王子。


　名はグラーズニー・ツッキーニと言ったか。


　ヤバイ、と思ったが、もう遅かった。


「……なにやってんの、お前？」


　アーニィを睨にらむグラーズニー。


　頭で考えるより先に、身体が動いた。


「シッ！」


　並んで立っていた門番のアゴに裏うら拳けんの一いち撃げき。さらに密着するほど接近していたグラーズニーの腹に蹴けりを──


　入れられなかった。


「テメェッ！」


　消えるような速さのバックダッシュ。


　アゴを殴なぐられた門番はそのまま昏こん倒とうしたが、グラーズニーは距きよ離りをとって戦せん闘とう態勢に移った。


　彼の足に装着されている、バッタの足のような機装甲がきしむ。


「お前かよ……」


　落らく胆たんした声のグラーズニー。


「僕はあの剣けん士しを殺したかったのになぁ」


「悪かったねミロクじゃなくて」


　アーニィは半身になり、二本の指を突つき出す構えをとる。


「けど、あたしだって強いよ？　一対一なら、ミロクにだって負けない」


　ハッタリではなく、事実だ。


　リーチの短い拳では、複数の敵を相手にするのは難しい。しかし一対一ならば戦い方は違ちがってくる。ミロクの強さは本物だが、一対多を想定した戦いが本領だ。


「ふーん。ま、いいけど。どうせあの剣士は兄さんのお気に入りになっちゃったし」


　その場で軽くジャンプするグラーズニー。


　対するアーニィは、構えたまま不動。


「僕の〝鹿オリエーニ〟型機装甲の速さについてくるのは不可能だよ」


　グラーズニーが動いた。


　ただの前進。


　しかし鍛きたえていない者には消えたようにしか見えないだろう。昆こん虫ちゆうよりも素す早ばやい動作で迫せまってくる人間は、まともに激げき突とつしただけでも強力な武器と化す。


　さらにグラーズニーは腕に仕込んだ刃はを振ふりかざし、正確にアーニィの首を狙ねらっていた。そのスピードで動脈を刈かるつもりだ。


　その一連の動作が、アーニィには見えていた。


「ふっ！」


　床ゆかを蹴り、低い天てん井じよう近くまで跳とぶ。


　その速度は、グラーズニーと同じくらい。


「なっ!?」


　さぞ驚おどろいただろう。自分と同じ速さを出せる人間などいないと思っていたはずだ。しかしこの程度の速さなら、強化魔ま法ほうで可能だ。


　一いつ瞬しゆんだけ、足に魔法を込こめる。


　自身の血に流れるホラキアの魔力と、ジュジュがくれた強化魔法が込められたアミュレットの力があれば、この肉体はどんな空間でも泳げる魚になれる。


「はぁぁぁっ！」


　天井を蹴り、下を通り過ぎるグラーズニーの首を狙う。


「チッ！」


　グラーズニーも壁を蹴り、方向転てん換かんした。


　ふたりもすれ違えないほど狭い廊下で、拳と刃やいばが交差する。


　刃がアーニィの肩かたをかすった。


　だが、それでも彼女の身体からだは止まらない。


「だぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」


　前蹴りがグラーズニーの胸の装甲板に命中した。


　ゴン、と鈍にぶい音がするが、グラーズニーは軽くよろけただけ。


「ヘ、ヘヘヘ……！　バカじゃないのか、お前」


　小さく下がりながら、グラーズニーが笑う。


「？」
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「これは新型機装甲なんだ。薄うすいから簡単に砕くだけると思ったか？　外にいるゴツイ格好をしている奴やつらと同じくらいの硬こう度どを持っているんだぜ」


「ふーん」


　アーニィは蹴った足をぷらぷら振って、まともに動くか確かく認にんしている。どこも損傷はないようだ。


「おい聞いてんのかよ！」


「聞いてるよ。その鎧よろい、とっても硬かたいんでしょ？」


「そうだよ、だから……！」


　グラーズニーが言いかけたとき、


「なあっ!?」


　胸の装甲にヒビが入った。


　さらにグラーズニーの口から血が零こぼれる。


「て……めぇ……！」


　絶対に壊こわれないと言われている機装甲でも、インパクトの瞬間に魔力を流しこめば中から崩ほう壊かいする。


　さらに相手の力も利用し、激突の威い力りよくを倍加させたのだ。防ぼう御ぎよ魔法が込められたアミュレットを足に巻いていなかったら、アーニィの足も砕けていただろう。


　アーニィが修しゆ行ぎようで得たもの──


　それは、魔力によって内部から崩壊させる力だけではない。


　敵によって瞬時に戦法を切り替かえられる、柔じゆう軟なんな思考力だ。


「どんな敵が現れても、あたしはジュジュを守る。そのためなら厳しい修行でもするし、嫌きらいな勉強だってするよ」


「がぁ…………っ！　ちくしょうっ！」


　胸の装甲を砕かれたグラーズニーだが、立ち直りも早かった。まだ武器が壊れていないことを確認すると、また壁を蹴ってアーニィに迫る。


　しかしアーニィも予想していた。


「とおっ！」


　跳ちよう躍やくして接近するグラーズニーの両肩をつかんだ。


「なぁっ!?」


「そんなに驚くことかな？　この速さでつかまれるの」


　アーニィは優やさしい笑えみで彼を迎むかえる。


「どっせいっ！」


　そして、首を極きめたまま後ろに倒たおれこんだ。


　まずグラーズニーの頭が叩たたきつけられ、次に頸けい動どう脈みやくが絞しまる感かん触しよくがして、ダラリと脱だつ力りよくする。そこでアーニィはようやく手を放はなした。


「あんた、確かに速いし、硬かったけどさ」


　立ち上がり、アーニィはこう評する。


「一撃が軽いのよ。これじゃジルサニアの鎧だって砕けないよ」


　おそらく聞こえなかっただろう。


　口から泡あわを噴ふいて失神するグラーズニーに小さく礼をすると、アーニィは周囲を見回す。今の戦いでかなり大きな音を立ててしまった。


「お前！　なにをやってるんだ!?」


　もうひとりの門番が入ってきた。


「なっ、グ、グラーズニー殿でん下か!?」


　騒さわぎが大きくなる前に、アーニィが口を封ふうじようと動くが、


「なんだ!?　誰だれだ貴様！」


「こっちだ！」


　司令部の中からも複数の技ぎ士しがやってきた。新型機き装そう甲こうを身に着けた男たちが四人ほど武器を抜ぬいており、正直、グラーズニーよりも厄やつ介かいだ。


「うわわわっ！　ヤバッ！」


　アーニィはそのまま走り、門番の顎あごを蹴り上げる。


「逃にげたぞ！　追えっ！」


　機装甲がガチャガチャ音を立てて追いかけてくるが、通常の機装甲の弱点は重くて速く走れないことだと知っている。


　そのスキにアーニィは司令部の外に出て、全速力で駆かけだした。


「逃がすな！　警報を鳴らせ！」


　大きなサイレンが鳴なり響ひびき、外にいた待機中の技士が慌あわてて武器を構える。そのほとんどがアーニィが逃とう亡ぼう者だと気づかずに、周囲を警けい戒かいしている。ツッキーニ技士の制服を着ているのだから無理はない。


　さらにアーニィはそれを逆手にとり、


「誰か！　侵しん入にゆう者です！　あっちに行きました！」


　大声で叫さけびながら逃げ回ると、技士たちはアーニィの指示した方向へ殺さつ到とうしてゆく。これで少しは安全だろう。


　──ごめんディアート、あとは頼たのんだ！


　心の中で成功を祈いのるアーニィだった。








　見み事ごと侵入を果たしたディアートは、ジュジュが囚とらわれている牢ろう獄ごくへ辿たどり着いた。最初の予想通り、司令部と牢獄は同じ建物にあったのだ。


「ミロク!?」


　物音に顔を上げたジュジュが、最初に叫んだ名前。


　それはディアートも予想していたものだった。


「……悪いなジュジュ。ミロクじゃなくて」


「っ……！　誰だよ！」


　顔を真っ赤にして照れるジュジュ。自分の名を呼ばれなかったことは癪しやくだが、この可愛かわいらしい顔に免めんじて許すことにした。


「ていうか、どこにいるんだよ？」


　牢獄の中でぼやくジュジュ。


　どうやらいつもの元気は残っているようだ。


「ここだよ、ここ」


　ディアートはジュジュの前に姿を現す。


「おわっ！」


　立ち上がっただけなのに、大層な驚きようだ。


　無理もない。彼女にしてみれば、なにもない場所から突とつ如じよ出現したようにしか見えないだろう。しかも牢獄の中に現れたのだから、さらに不思議に思うはずだ。


「な、なな、ヴィクトル？」


「違うよ、俺だって、俺俺」


　そう言って、ディアートは「継つぎ目めのない鎧」を顔だけ解除し、ジュジュに見せる。こちらも彼女の顔がよく見えた。疲つかれてはいるが、病気にはかかっていない。


「ディアート……助けに来てくれたのか」


「ああ。ちょっと失礼するぜ」


「って、ひゃあっ！」


　ディアートの手が伸のびると、ジュジュの身体に巻きついた。両りよう腕うでが触しよく手しゆのようにウネウネと動きながら、ジュジュの全身をまさぐっているのだ。


「なにすんだ、この変態野や郎ろう！」


「オフッ！」


　変質させていない腹を蹴けり飛ばすジュジュ。


「ケ、ケガしてないか調べただけだろうが……」


「調べ方ってモンがあるだろうが！」


「ま、それだけ元気なら安心だ」


　どうやら自力で立てるし、動けるようだ。王族にそこまで無礼をはたらくような連中とも思えないが、この女のことだから自じ爆ばくする可能性も否いなめなかったのだ。


「で？　どーなってんだ？　なんでヴィクトルの鎧をお前が着てるんだ？」


「ああ、簡単に説明する」


　ディアートがオーリャのレジスタンスと合流したことや、ツッキーニ軍が穴を掘ほって竜りゆうの聖地に近づいたこと、そしてホラキア軍とアーニィに合流したことなど。


「外で騒いでるのは、アーニィなのか」


「ああ。途と中ちゆうまではアーニィの影かげに擬ぎ態たいして来たんだけど、この司令部の中で別れたんだ」


　アーニィと別れてからも、壁かべや柱の影になり、床ゆかを這はいながら進んできた。まるで水のように動く侵入者は誰からも認にん識しきされないだろう。


「てことはアーニィが今危ないんじゃねーか」
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「そういうこと。だからさっさと逃げようぜ」


「わかった」


　頷うなずいてから、


「ディアート。やっぱりお前を雇やとって良かったよ」


　屈くつ託たくの無い笑顔でジュジュが言った。


「ケッ。こちとら半分脅おどされてんだよ」


「なに言ってんだ。破格の給料で雇ったんじゃねーか」


「そうじゃねーよ。ここでお前にかすり傷ひとつでもつけてみろ。赤あか目め隊たい全員からブッ殺されるに決まってる」


　苦笑して、ディアートはまた身体からだを伸ばす。


　今度は針金のように細くなった指の先せん端たんを、鍵かぎ穴あなに差し込んだ。さほど苦労もせずに錠じようの開く音がした。


　──特に、ミロクにはたっぷり殴なぐられるだろうな。


　救出に来た際、ジュジュが呼んだミロクの名前。


　あれですべて分かった。


　ジュジュがようやく自分に正直になったのだろう。


　人が恋こいをする状態を、ディアートは感じ取れる。何人もの女性と付き合ってきた彼にしか分からない感覚で、誰かに伝えようと思っても適切な言葉が浮うかばない。


　近い感覚を挙げるとするなら、つぼみが開くようなもの。


　長い間閉じ込められてきたものが、パッと表に現れるのだ。


　だから、ジュジュを美しいと感じた。


「なんだよディアート。人のことジロジロ見て」


「なんでもねーよ。さ、逃げようぜ」


　牢ろうから出て、周囲を確認する。


　その時にはすでに包囲は完かん了りようしていたようだ。


「ハッハー！　だから言ったろ？　絶対に別のヤツがプリンセスを助けに来るって。賭かけはオレの勝ちだな」


「そうね。まさか別働隊も単独とは思わなかったけどね」


　熊くまのような巨きよ体たいが司令部の廊ろう下かを塞ふさいでいた。


「ゼラ……」


　ジュジュが呻うめく。


　あれがゼラ・ツッキーニか。初めて見るが、確かにミロクでもギリギリ勝てるくらい強そうだ。


　そして彼の側そばにいる女性はデータにある。ゼラの妹、ルリアンだ。彼女も強力で美しい機装甲を使ったはず。


　もちろん彼らだけではなく、十人近い技士が抜ばつ刀とうした状態で集まっている。


「ディアート。突とつ破ぱできるか？」


　背中にかかる、不安そうな声。


「さて、やってみるしかないね」


　無理をして気楽に答えてみる。


　正直、ひとりでも逃げられる自信が無い。


「オマエ、ジルサニアの騎き士しか？　やるじゃねーか、ここまで侵入するなんてよぉ！　警備用の機械の導入が早まりそうだぜ！」


「……ああ。防犯のためにも、さっさと開発した方がいいぜ」


　ディアートの手がまた変化する。


　今度は剣けん。腕全体が刃は物ものになった。


「フン。オーリャの『継ぎ目のない鎧よろい』を見分けられるほどの機械なんざ、そう簡単には作れないだろうがな！」


　ディアートの武装を見て、ゼラが一歩前に出る。


　彼の両手両足には、大きく膨ふくらんだ機き装そう甲こうが。あれで抉えぐられたら、この鎧でも無事でいられるかどうか。


　いや、ディアートならまだ耐たえられる可能性があるが、ジュジュはあの爪つめが触ふれただけでも危険だ。ゼラにそういう理性があればいいが、友人ではないから分からない。


「さぁ、どうするブラックナイト？　プリンセスを守れるか？」


　手が大きいため、大おお仰ぎように手招きするゼラ。


「……あいにくと、お姫ひめ様を守れるほど強い騎士じゃないんでね。今の俺はただのコソドロみたいなもんさ」


「ほぅ、そうかい！」


　ディアートの物言いが気に入ったのか、ゼラは両手の爪を合わせて打ち鳴らす。まるで獣けものが獲え物ものを前に舌なめずりをしているようだ。


「ならばどうやってプリンセスを盗ぬすみ出すんだ、ブラックバンディット！」


「〝黒賊ブラツクバンデイツト〟ね──悪くないな、その呼び方」


　腕の剣を構えて強がるディアート。


　勝機は万に一つもなかった。


　せめてあとひとつ、敵の目を逸そらせるチャンスがあればいいのだが、ゼラの獰どう猛もうな目はディアートに小細工を使わせるスキすら与あたえてくれない。


　ならばゼラと刺さし違ちがえるつもりで戦い、混乱に乗じてジュジュを逃にがすか。


　この「継ぎ目のない鎧」ならば、周囲の技士を倒たおし、ゼラとルリアンの移動を阻そ害がいするくらいはできる。しかしアーニィがいなければ、ジュジュを逃がすのは難しい。


　いや、まだ可能性はある。


　我々の背後──ジュジュがいた牢獄だ。


　当然ながら、そちらには誰だれもいない。


　ならばあの牢の壁をぶち破って、外に出られれば。


　そうディアートが考えた瞬しゆん間かん、





「はぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」





　ゴン、と鈍にぶい音がした。


　その一いち撃げきで牢の壁が膨らみ、さらにもう一撃加える音とともに鋼鉄製の壁に大穴が生じたではないか。


「しめた！」


　判断を迷わなかった。


　ディアートはバックステップすると同時にジュジュの腰こしをつかむ。彼女を持ち上げると、一目散にその壁の穴に走った。


　穴を開けたのが誰か、などとは考えない。


　これがジュジュが呼び寄せた幸運だと信じて、全速力で走った。


「悪い、助かった！」


　外にいる人物に向けて、片手を挙げるディアート。


「ああ！」


　穴を抜ぬけても、外は暗いままだ。空に漂ただよう暗雲はいまだ晴れない。


　しかし目の前に立つ人物からは、確かに光が見えた。


　黒い長身の兵士。


「お、お前……」


　担かつぎ上げられたまま、ジュジュが指をさす。


「さぁ逃げてジュジュ。あとは僕に任せるんだ」


　彼の周囲には、誰もいない。


　しかし数万の軍勢に匹ひつ敵てきする威い圧あつ感かんを放っている。


　ホラキア王国第二王子、ベンヤミン。


　彼の持つ二本の棍こんが、敵をまっすぐに捕とらえていた。








　なぜ彼がここに来たのか、ゼラには理解できなかった。


　ジェルメーヌ姫を救いに来たジルサニア人は分かる。だがホラキアの、しかも王子がわざわざ単身で駆かけつけてくる意味が分からなかった。


　それほどまでに助けたい相手なのか。


　どうしても確実に助けたいから、あえて単たん騎きで行動を起こすというのか。


「ヘイボーイ。ひとりか？」


「……いや」


　ベンヤミンは軽く背後を見る。


　ゼラが視線を上げると、そこかしこで戦いが始まっているではないか。戦いの規模からして、複数の技ぎ士しがひとりの兵士を狙ねらっているようだ。ということは、少数の部隊のみの、完全な奇き襲しゆう攻こう撃げき。


　しかも目的はゼラのような大物を叩たたくことではなく、ジェルメーヌの救出。


「わかんねぇ」


　ゼラが首を傾かしげて、正直に言った。


「ホラキアが、しかも王子のテメーがプリンセスに肩かた入いれする理由はなんだ？　ここで死ぬかも知れねーんだぞ？　プリンセスも、テメーも」


「僕は死んでも構わない。ただしジュジュだけは返してもらうよ」


　ベンヤミンは両手に持った二本の棍棒を合わせる。先端に備え付けられてあるギミックを捻ひねると、一本の長い棍棒に変身した。


「彼女は、このルテア大陸にいなくてはならない人物だ」


　棍を回して、見み据すえるのはゼラひとり。


　ゼラがもっとも危険な敵だと判断している目だ。


「オーケー。買ったぜその心意気」


　ゼラが手を挙げる。


「ルリアン。お前らはプリンセスを追え。コイツはオレひとりで片付ける」


「……わかったわ」


　頷うなずくと、ルリアンと周囲の技士がベンヤミンの脇わきを通り過ぎる。それでも彼はゼラから目を離はなさなかった。


　離れろという命令には、妹も技士たちも素す直なおに従ってくれる。


　でなければ──巻き込んでしまう。


「いいのか？　オレの妹もなかなか使うぜ？」


「構わない。君さえ釘くぎ付づけにできればいい」


　知識の上では、ホラキア第二王子はヘタレとして有名だったはず。


　だが、どうだ。今ここにいる男は、別人に成り代わったようだ。構えにスキがないし、なにより一歩も退ひかない意志の強さが感じられる。


「いいぜ！　気に入った！」


　ゼラから仕し掛かけた。


　足の機装甲で地面を蹴けり、ベンヤミンに肉にく薄はくする。


「ドォララァァァァアアアアアッ！」


　まずは力ちから試だめし。


　後のことは考えず、全力でベンヤミンを殴なぐった。


　かぎ爪で斬きらなくとも、打ち下ろした鋼鉄の塊かたまりが生じる威力は、どんな動物でも昏こん倒とうさせられるほど。地面は割れ、鉄は砕くだけ、粉々に爆ばく砕さいする。


「ォォォオオオオオオオオオオオオオオッッ！」


　ベンヤミンはその腕うでに、真っ向から突つっ込んでいった。


　振ふり下ろされたゼラの右腕を棍棒で受け止める。


「ぐぅっ……！」


　呻うめいたのはゼラ。


　下から持ち上げる力より、上から振り下ろす力の方が強い。しかしベンヤミンはゼラのかぎ爪を支えていた。


「ハァァァッ！」


　力を受け流すようにして、ゼラのかぎ爪を払はらうベンヤミン。


　同時に彼の背後に回り、棍棒を振り下ろす。


「ダァッ！」


　前にジャンプしながら、裏うら拳けんの要領でゼラは身体からだを捻った。


　背後から狙う棍棒を払う。


　さらに繰くり出される突きを、ゼラはバックステップで避さける。


　距きよ離りを置いたところで、ベンヤミンが大きく息を吐はいた。


「──速いね」


「ハッ！　テメーに言われたかねーよ」


　認めざるを得ない。


　この男は、意志だけでなく技術もある。


　なぜ今まで埋うもれていたのか。


「そんなに強いのに、国ではヘタレ呼ばわりされてんのか」


「……少し前までは」


　ベンヤミンは素直に首しゆ肯こうした。


「だけど、僕を変えてくれた人たちがいる」


「それがプリンセスってわけかい」


「ああ。それと、ミロクたちも」


「ミロク……！」


　ここでその名前が出るとは。


「チッ」


　舌打ちをして、ゼラは拳こぶしを構える。


　あの剣けん士しと姫ひめに影えい響きようされたのは、ベンヤミンだけではない。ゼラ自身もそうだ。あの迷いのない強さは、訓練や勉強では身につかないものだ。考えることが仕事のゼラは、理り屈くつでは得られないものがあると知っている。


　ゼラには守るべき主君もなく、逆に部下を守るために戦ってきたのだ。


　今のベンヤミンも迷いを捨て、ただジェルメーヌを守るためだけに戦っている。


　それが──ひどくうらやましい。


「ウオォォォォォォォオオオッ！」


　突とつ撃げき。


　振り上げた拳が、ベンヤミンの棍棒と激突する。


　その衝しよう撃げきで付近のテントがはためいた。


　さらに拳を引き、全力で蹴る。


　ゼラの脚あしに合わせて、ベンヤミンも棍棒を突き出す。


　激突、そしてまた激突。


「オォオオオオオオオオオッ！」


「ハァァァァァァァァァァッ！」


　ベンヤミンは一歩も退かなかった。


　ゼラが前に出ると、彼も前に出る。


　全力の一撃に、全力の一撃で応こたえる。


　そこにはテクニックや駆け引きなど存在しない、純じゆん粋すいな力のやりとりがあった。


　もともとホラキア人は自分の力を過信し、誇こ示じしたがる傾けい向こうがある。しかしベンヤミンは自信も油断もなく、ただ持てる力の全すべてをぶつけてくる。


　死を覚かく悟ごしているから、できるのか。


「楽しいぜ……！」


　筋肉がきしむ音がする。


　どれだけ殴っても壊こわれず、さらに同等かそれ以上の力で返してくる敵。


　一合打ち合う度たびに、ゼラの心は昂たかぶっていた。


「だが、そろそろ倒たおれろよぁぁぁっ！」


　繰り出した右フックが、ベンヤミンの肩にぶつかった。かぎ爪づめが肩の肉を抉えぐるかと思いきや、彼の肩付近の筋肉が盛り上がった。


「ふんっ！」


　なんと鉄すら切り裂さく爪が、筋肉によって押し返されたのだ。


　そんな常識外れの肉体がゼラに与あたえるのは、絶望ではなく興奮。


　ミロクとは違ちがう。


　あのときは背筋が凍こおるような、ギリギリの綱つな渡わたりをするような冷たさがあった。


　しかしこのベンヤミンと打ち合っていると、身体の底から焼き尽つくされそうな熱気を感じるのだ。


「くらええぇぇぇっ！」


　ベンヤミンの棍こん棒ぼうがしなる。


　その一撃を、ゼラは喜んで受け止める。骨が鳴る痛みすら、喜びに変わる。


　ずっとこのまま殴り合っていたい。


　そう思えるほど、このベンヤミンという男は純粋で強力だった。


　しかしその愉ゆ悦えつの時間は、唐とう突とつに終わりを告げる。


「なぁっ!?」


　棍棒を防ぼう御ぎよしたゼラ。彼の右腕の機き装そう甲こうにヒビが入ったのだ。


　わずかな歪ゆがみだが、機装甲は絶ぜつ妙みようなバランスで成り立っている。少し変形するだけで、機装甲を動かす魔ま力りよくが循じゆん環かんしなくなり、本来の半分以下の力しか出せなくなってしまう。そうならないために硬かたくて歪みにくい金属を使っていたはずだ。


　ツッキーニが計算した「絶対に壊れない」武器を壊したのは、これでふたり。


　ミロクと、目の前のこの男。


　いや、先ほどグラーズニーをやった侵しん入にゆう者もそうだ。


　ジェルメーヌ姫はどれほどの化け物を従えているのか。


「悪いけど──もらった！」


　その躊ちゆう躇ちよのなさも、気に入った。


　ベンヤミンが棍棒を振り上げ、ゼラの頭を狙ねらう。


「くっ！」


　目を閉じ、壊れるのを覚悟しつつ右腕で庇かばう。





　そのベンヤミンの胸に、矢が突き刺ささった。





「な──」


　吹ふき飛ばされ、倒れるベンヤミン。


　なにが起きたのかゼラには分からなかった。彼はなにもしていない。


「危ないところだったな」


　背後からかかる声。


　それでようやく理解した。


「テメェェッ！」


　仮面をつけた魔導士に怒ど声せいを浴びせる。長身の魔導士の手には、魔法の余よ韻いんが。魔法で作った矢を飛ばしたのだろう。ベンヤミンの胸には、もう傷しか残っていない。


「なんで手を出しやがった、ツバメ!?」


　彼はツッキーニを担当する第八国エイスランドの魔導士。


　仕事は主に魔法合成の研究と、それを第八国エイスランドの仲間に伝えることだった。ゼラの行動に口や手を出すことはあまりなかったのだが──


「なぜと訊きかれれば、助けたに決まっている」


　ツバメは淡たん々たんと語る。


「お前はまだツッキーニ王国に、ひいては第八国エイスランドに必要な人間だ。死なれては我々が困る。だから助けた」


「手を出すなと言っただろうが！」


「言われたが、聞く気はない。男同士の決けつ闘とう、などという泥どろ臭くさいやり方など知ったことか。勝者のみが発言権を得るのだ」


「ガッデム！」


　心の底から侮ぶ蔑べつの言葉を吐き、ゼラは右腕の機装甲を取り、ツバメに向かって投げつけた。だがツバメは軽く身をかわすと、そのまま背を向けて歩き去ってしまった。もはや勝敗は決したので、ここにいる意味はないと言いたげに。


　だが、


「まだ……だ……」


　小さなベンヤミンの声。


　驚おどろいてそちらを見る。


　胸や口から大量の血を流し、膝ひざも笑っている。おそらく普ふ通つうの人間なら死んでいるに違いない。


　それなのに、ベンヤミンは立った。


「まだ…………僕は、戦える…………」


　転がった棍は拾わず、両手の拳を握にぎり、構えをとる。


　魔導士など見ていない。最初から最後まで、ゼラを見ていた。


「……ああ」


　ゼラも構える。


　そして、ゆっくりと歩いた。


　ベンヤミンに肉にく薄はくする。


　しかしベンヤミンは構えたまま動こうとはしなかった。





　立ったまま気絶しているのだ。





　致ち命めい的てきな傷を受けてもなお、痛みを堪こらえて戦おうとしたのだ。もう動かないこの男に、ゼラは戦う術すべを見つけられなかった。


　これ以上攻こう撃げきできない。


「…………オレの、負けだ」


　認めるしかなかった。


　彼だけでなく、彼を変えたすべての人間に負けた気がした。


「おい」


　ゼラは振ふり返り、遠巻きに戦いを見ていた技ぎ士しに呼びかける。


「コイツを運べ。ホラキアへ送り返してやるんだ」


「は……？」


　技士たちに動どう揺ようが走る。


「あの、ゼラ様。殺さないのですか？」


「ああ」


　ゼラは頷うなずく。


「オレは一度、こいつの恩人に見み逃のがしてもらった。だからこれでチャラだ。次は誰だれが来ようが殺す」


　腕うでを組み、歯を食いしばる。


　ここはまだ戦場だ。弱音を吐はいているヒマなどない。


　技士たちがベンヤミンを取り囲むのを見ながら、その遥はるか向こうにいる、彼が守ろうとした姫の姿を思い浮うかべる。


「……そうだな、まだ負けたわけじゃねぇ」


　ジェルメーヌ姫への追っ手はゼラではない。


　あの悪あく辣らつな妹から逃にげ切れるかどうか──


　ゼラは楽しそうに口元を吊つり上げた。





　──その数すう瞬しゆん後、世界が変わる。




　３　赤の月　十八日　身の程を知り







　異変は唐突で、分かりやすかった。


「おわっ！」


　突然、地面に手をつくミロク。


　大地が揺ゆれている。それも尋じん常じようではない強さで。


　彼だけではなく、周囲の騎き士しも同じようにバランスを崩くずしている。乗馬が下手な騎士など落馬するほどだ。


　さらにオウガン軍でも竜りゆうから落ちる者がいるほど。空を飛んでいる竜騎兵は無事だが、地じ震しんを怖こわがった竜が低く鳴いていた。


「な、なんだ？」


　しかも揺れはしばらく続き、時間と共に不安が募つのる。


　それまで剣けんを交えていたジルサニア軍もオウガン軍も、こうなっては動静を見守るほかなかった。


「うわわっ！」


　ミロクの隣となりにいたシェンランが尻しり餅もちをつく。バランス感覚に優すぐれた彼女ですら倒たおれるほどの揺れを見て、ミロクは周囲の騎士に下馬するように叫さけぶ。が、叫ぶまでもなくすべての騎士が馬から下りていた。


　やがて地震が収まり、次の変化が訪おとずれる。


「あっ、あれを見ろ！」


　誰かが指し示したのは、天。


　今にも降りそうだった曇どん天てんに、大きな穴が開いていた。


　あの穴の下になにがあるのか、ミロクも分かった。


　竜の聖地の方角だ。


　なにかが起きたのではない。


　誰かが、なにかを起こしたのだ。


「なにが始まるんだ……？」


　ジルサニア軍もオウガン軍も、もう戦せん闘とうの意思はない。そもそもオウガン軍の誤解による戦いだったのだ。第八国エイスランドに騙だまされていると知った今、共通の敵ができたことになる。


「ライハク殿どの」


　オウガン軍の将軍に向けて、アーセージが提案する。


「どうやら第八国エイスランドが動いたらしいですね。考えられる事態をお教え願えないか」


「そ、それは……」


　非常事態だと分かっているのだが、ライハクは口ごもる。


　無理もない。つい先ほどまでは敵だった相手に、みすみす情報を渡わたすことなどできない。しかし皇こう帝ていゴウトを刺したのが魔ま導どう士しだと証明できれば、もはや第八国エイスランドに協力する気など起きないだろう。


「も、申し訳ない。私も詳くわしいことは知らぬのだ。ただ皇帝陛下も、第八国エイスランドも竜の聖地でなにか大層な魔法を使おうとしている、ということくらいしか……」


　苦しそうな顔のライハク。


　ミロクの記き憶おくが正しければ、彼はオウガンでも五万の兵を持つ猛もう将しようだったはず。そんな彼がここまで迷い、言葉を濁にごし、情報を持っていないのは異常だ。


　それだけ今回の戦いくさは不ふ明めい瞭りような点が多いのだろう。


　しかし情報の少なさに関しては、すぐに理由が分かった。


　第八国エイスランドが隠かくしたくなるのも理解できる。


「む！」


　全員が身構える。また地震が起きたのだ。


　今度の地震は小さく、しかし何度も連続して起こった。


「あれ……？」


　変化に気付いたのは、ミロク、シェンラン、そしてライハク。オウガン人が真っ先に知ったのは、その地震を覚えているから。


「まさか、これ……」


　ミロクには分かる。


　これは地震などではない。


　──足音だ。


「あ、あああああっ！」


　誰かの槍やりが空の穴を示した。


　竜の聖地の方角から、徐じよ々じよに迫せまってくる黒い雲。


　違ちがう、雲ではない。黒い影かげの集合体だ。


　集まれば雲のように大きく見える、それは──





　空を覆おおい隠すほどの、竜の大群。





　風をきって羽ばたく竜の群れが、蜘く蛛もの子を散らすように広がっていく。ちょうど空に開いた穴から逃げるように、空を覆い隠していった。


「なんだ……なにをしているのだ、第八国エイスランドは！」


　アーセージの疑問に答えられる者はいない。


　しかし、第八国エイスランドがとんでもない魔法を使ったのは誰が見ても明らかだった。


「あれは、使し役えき魔法か!?」


　ミロクが叫ぶが、竜の数は十や百ではきかない。


　あんなに大量の竜を使役するなんて、どれほどの魔力が必要になるのか。


「違う、あれは……竜が、恐おそれている」


　シェンランの呟つぶやき。


「……逃げているんだ」


「逃げている？」


　あの最強の生物とも呼ばれる竜が、すべて逃げ出すほどのものとはなんだ。


　魔導士たちはなにをやろうとしているのだ。


「お、おいっ、やばいぞ！」


　その呟きをかき消すように、東にいるオウガン軍が騒さわぎ出す。


　そう、逃げているのは空にいる竜だけではない。


　もともと竜の聖地とは、傷つき、年老いた竜が死地として選ぶ場所。中には翼つばさを折られたり、飛ぶ力のない竜だっている。もとより翼のない種もある。


　そんな竜がすべて逃げだしたのだ。


「ああああああああああああああああっ！」


　数える必要などない。


　見み渡わたすかぎり、東の荒こう野やが走る竜で埋うめ尽つくされていた。


「に、逃げろ！」


「逃げるったって、どこへ!?」


　騎士たちが騒ぎ出す。竜に慣れていないジルサニア軍がパニックに陥おちいっているが、オウガン軍もそれと同じくらい騒いでいた。


「竜が……！」


「なんてこった！」


　ジルサニア軍とは違った雰ふん囲い気きのオウガン軍。


　ライハク将軍も、シェンランも黙だまってその光景を見ていた。


「おいおい、どうしたんだアイツら？」


　ミロクの制服から顔を出すビスマルク。


「隊長、竜っていうのはオウガンでは神聖な生き物なんです」


「……ああ」


「その竜の墓を荒あらしたんですよ、あいつら」


　ミロクの声は怒いかりに震ふるえていた。


「死を待つ竜を冒ぼう瀆とくするのか、第八国エイスランド……！」


　槍を手に、シェンランが立ち上がった。


　その隣でライハク将軍が手を挙げる。そして東に向かって振ふり下ろす。


　全軍、東を向くように指示したのだ。


　オウガン軍はひとり残らずそれに従った。


「よもや背中から襲おそうなどといった真ま似ねはしないでしょうな」


　ライハクの皮肉に、


「戦と災害の区別くらいはつきます」


　アーセージの指示で、ジルサニア軍も次々に抜ばつ刀とうする。


　彼が言ったとおり、これは災害に等しい。


　このまま暴走する竜を放置すれば、近きん隣りんの町や村は押おし潰つぶされるだろう。


「竜には気の毒だが……殺してでも止める他ほかあるまい」


　ライハクが東に向かって走ると、オウガン軍は道を開ける。そして彼に続くように、次々にオウガン軍が動き出した。


「ミロク」


　シェンランの背中が語りかける。


「手を貸してくれ」


「……当たり前だ」


　ミロクが周囲を見ると、フェリサもトーラットも戦闘準備を終えている。


　人間の力がどこまで通用するか分からない。


　しかしホラキアを守る、という最初の目標は揺らがなかった。


「全軍、突とつ撃げき！　目標は竜の集団！」


　アーセージの号令。


「は……はっ！」


　返事は小さかった。


　恐れずに竜りゆうに立ち向かえる者など、そう多くないのだ。








　死を迎むかえようとしている竜でも、その強さはどんな動物より優れている。


　巨きよ大だいな質量を持った生物が全力で走っているだけで、人間にとっては脅きよう威いになる。さながら森が動いているような圧力に、オウガン軍もなかなか対処できない。


　ジルサニアとオウガン、それぞれの軍を集めても十万は超こえない。


　対して、竜の数は見えるだけでも千を超える。一頭の竜に十人で対応すれば良いという話でもない。中には百人束になっても太た刀ち打うちできない竜だっている。


　それらすべてを止めなければならない。


　仮にホラキアの人々を放ほう棄きして、自分たちの命を最優先で守ろうとしても、隙すき間まなく埋め尽くされた竜の勢いに呑のまれれば死ぬのは必至。


　現状、どのような戦い方を用いても大損害は免まぬかれなかった。


　まず最優先で行うべきは、西への道を塞ふさぐこと。


　本来ならば竜りゆう騎き兵へいを抑おさえるために並んだゴーレム部隊が、半分から三倍の大きさの竜を食い止めるために盾たてを構える。


　竜に理性はなく、ただ恐ろしいものから逃のがれるようにまっすぐに走るだけ。その力を武装ゴーレムたちは真っ向から受け止めた。一頭ずつならまだしも、竜の後ろからさらに別の竜が走ってくる。


　仲間であるはずの竜が、ゴーレムの盾によって押し潰される。


　血ち飛沫しぶきが飛び、荒野に赤い煙けむりを立ち昇のぼらせる。竜の血は強きよう壮そう薬の材料になるほど強い毒のある液体で、ゴーレムを操あやつっていた魔導士の皮ひ膚ふにかかるだけで炎えん症しようを起こす。しかし顔を拭ぬぐっている暇ひまもない。すぐに次の竜が押し潰されるからだ。


　中には竜を押し返せないゴーレムもいる。自分よりも大きな質量の竜には、二体同時に相手をしても子供のように転がされてしまう。


　ゴーレムの壁かべを突とつ破ぱした竜は、待ち構えていたオウガン竜騎兵によって集中攻こう撃げきを喰くらうことになる。無数の槍を急所に刺さされた竜は、それでもしばらく走り続け、やがて血を失って倒たおれる。


　赤あか目め隊たいは一か所に固まっていた。


　トーラットのゴーレム、クロトポリカも最前線で竜を食い止めているが、盾を構えて抑えるのではなく、真っ向から竜を捕つかまえて投げ飛ばしていた。自分の二倍はある大きさの竜でも、足をひっかけて転ばすなどといった高等技術を使っている。


「す、すごい……！」


　トーラットの近くにいた魔ま導どう士しが口を押さえている。


「今のはどういう技術なのですか、トーラット殿どの？」


「なに、大したことではありません」


　魔導球を操りながら、トーラットは周囲の魔導士に呼よび掛かける。


「相手はまっすぐ走ってくるだけです。その勢いを利用して、後ろへ放ほうるのですよ。普ふ通つうに止めるよりも遥はるかに楽です」


　先日やっと思いついた作戦ですけどね、とトーラットは顔についた竜の血を拭って笑う。彼が言っているのは、オウガンで巨きよ漢かんの足をひっかけて捕つかまえたことだろう。


「や、やってみます！」


　トーラットに影えい響きようされて、他の魔導士も真似をし始めた。


　竜を投げ飛ばすのは難しいが、足を引っ掛けることはできる。そのおかげでゴーレムの被ひ害がいは減り始めたが、代わりに足をかけることに失敗した竜たちが魔導士の後方へ逃にげ出す頻ひん度どが高くなった。


「あっ！」


　トーラットの悲鳴。


　竜の血でメガネが汚よごれていたため、小さな竜を通してしまったのだ。


　それは人間の子供がようやく乗れるほどの小竜の群れ。集団で行動するタイプの竜だ。ゴーレムではどうしてもカバーしきれない。


「はぁぁっ！」


　そんな小さな竜は、ミロクが斬きる。


　まっすぐに跳とんでくる竜の首を、一太刀で切断する。転がる竜の首には一いち瞥べつもせず、すぐにやってくる別の竜を斬り伏ふせる。


「たあっ！」


　ミロクの隣となりではシェンランが戦っていた。


　その雷かみなりのような槍やりさばきは、ミロクが一頭倒す間に二頭の竜を刺し貫つらぬくほどの速さを持つ。その分、ミロクはどんなに巨大な竜だろうとも一撃で仕留める力強さがある。


「そうそう、やっぱりシェンランはこうだよな」


　先ほどミロクと戦ったときのような乱れは、もうない。


「ミロク！　油断するな！」


「はいよっ！」


　妹に叱しつ咤たされ、剣けんを構え直すミロク。




[image: ]


　状じよう況きようが状況だが、彼はとても楽しんでいた。


　まさかもう一度、シェンランと一いつ緒しよに戦う日が来るとは思っていなかったから。赤目隊も強いが、彼女がいればどんな敵が来ようと負ける気がしないのだ。


　立場はジュジュと同じ姫ひめだが、シェンランは美と武を兼かね備そなえた大陸で一番の姫だと思っている。彼女と結けつ婚こんする男は、さぞや大変な思いをするだろう。


「おっ、と！」


　背後から飛来する矢が、ミロクとシェンランの間を駆かけ抜ぬける。前方のゴーレムの隙間を縫ぬって、大型竜の眉み間けんに突つき刺さった。ゴーレムでも抑えきれない大きさの竜が、ただ一本の矢によって絶命する。


「ナイス、フェリサ！」


「……ん」


　残心したまま頷うなずくフェリサ。


「これでオラは二十頭だ」


「いや十九頭だろ」


　オウガンの長弓を構えている彼女の隣には、さらに大きな弓を持った男がいた。あれはシェンランの部下だった男だ。


「あん竜のデカさは二頭分だべ」


「きったねぇぞオイ！」


　ぼやきながらも男は弓に矢を番つがえ、全力で引き絞しぼる。


　弓ゆん手では手ではなく、足。


　片足で立ち、もう片方の足で弓を支え、両手で弦つるを引いている。巨大な鋼鉄の矢はフェリサが使っていた普通の矢を二十本くらい束ねたような大きさだ。


　その矢が放たれると、衝しよう撃げき波はが起こった。風を切り裂さいてゴーレムの間を抜け、先ほどフェリサが殺したものよりも大きな竜の首筋をブチ抜いて、さらに背後の竜の腹に突き刺さった。


「おお！」


　その威い力りよくに、オウガン軍もジルサニア軍も感かん嘆たんの声を上げる。


「今のは四頭分くらい行ったろ！　なぁオイ！」


「……チッ」


　珍めずらしく嫌けん悪お感かん丸出しのフェリサ。


　巨大弓の男に負けないように、矢を連射する。ミロクには自や棄けになって適当に射撃しているようにしか見えないが、彼女が放った矢はことごとく竜の眉間のど真ん中を射止めていた。


「テンゲンジャも大人げない……」


　シェンランがため息をつくが、あれはあれでなかなか良いコンビなのではないかとミロクは思った。


「シェンラン、他の部下は？」


「ああ、それならあそこだ」


　シェンランが槍で示したのは、最前線のゴーレムの肩かたの上。


　拳けん法ぽう使いの老人と、みすぼらしい服を着た少年が竜と戦っていた。


　ふたりとも素す手ででよくやるものだ──と感心したのだが、どうやら直接戦っているのではないらしい。


「ほいっ、もうすぐデカいのが来るぞい」


「はいよっ」


　老人の指示に合わせて、少年が手を前に出す。


　すると一直線に走っていた竜が急に方向転てん換かんして、逆走し始めたではないか。さらにその竜に踏ふまれて倒れる竜や、つられて逆走する竜が現れる。


「なんだ？　あれ、どうやってるんだ？」


　使役フアツシネイシヨンの魔法とは少し違ちがうようだ。


　実際、使し役えきの魔法を使っているオウガン兵は別の場所にいる。ゴーレムをすり抜けて、直接攻撃で倒されている竜の生き残りに魔法をかけているオウガン兵をちらほら見かけるのだが、つまり倒れて動けないほど弱っていないと魔法は使えないのだ。


　それなのにあの少年は、走っている竜の軌き道どうを変えた。


「あれも使役の魔法の一種だ。ヤツガツは竜を恐おそれない。ホウショクはすごく目がいいから、竜に一番魔法が通る機を見ている。それだけの話だ」


　あっさりシェンランは言うが、ものすごい高等技術だ。走ったままのネコに首輪をつけるようなものだ。それを竜相手にやるとは。


「シェンランもあのくらいできるのか？」


「できなくはないが……難しいな」


　噓うそだ、とミロクは長年の経験で悟さとった。


　シェンランはいつも謙けん遜そんするのだ。本当はあのヤツガツという少年よりずっと高度な使役魔法を使えるはずだ。


　それなのに前に出ず、ミロクの隣で槍を振ふるっているのは──


　深く考えないことにした。


　今は、頼たのもしい妹がそばにいるだけで嬉うれしい。


　しかし、それでもキツくなってきた。


「第三班、突破されるぞ！」


　三体のゴーレムが同時に吹ふき飛ばされた。


　その穴をこじ開けるように、さらに巨きよ大だいな竜りゆうが入ってくる。家が動いているかのように大きな竜にオウガン兵が群がるが、その腕うでの一振りで薙なぎ倒たおされる。


「くそっ！」


　ミロクが走り出す。シェンランもそれを追おうとするが、


「うわぁぁぁっ！」


　別の場所でもゴーレムが突破され、巨竜が姿を現す。


「シェンラン、そっち頼む！」


「ああ！」


　もう一頭を任せ、ミロクは巨竜の懐ふところまで駆け寄った。


「はああぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」


　跳ちよう躍やくし、その首に剣を突き立てる。


　剣自体は難なく刺さったが、首だけでもミロクを三人ほど並べられるほど太い。その首をもたげて、ミロクを振り払はらおうとする。


「くっそぉぉぉぉ！」


　ミロクは竜の首に生えた鱗うろこを左手で摑つかみ、剣をさらに押し込む。血が噴ふき出し、制服を汚よごす。それでもミロクは剣を放さない。


　ようやく竜の動きが止まり、大きく倒れた。身体からだに押しつぶされる前に離り脱だつする。


「はぁっ……！」


　歓かん声せいは上がらなかった。


　巨竜を倒した満足感もない。


　なぜなら、また別の巨竜が走りこんでくるから。


「まだ来るのかよ！」


　叫さけんだのは、別のジルサニア騎き士し。


　おそらく最初に来たのは、逃げ足の速い小型の竜だったのだ。それらを食い止めている間に、足が遅おそくて身体の大きな竜がやってきたのだ。


　ゴーレムすら軽々吹き飛ばす巨竜でさえも凌りよう駕がする存在が、まだ後ろに控ひかえているかもしれないのだ。


　が、希望もないわけではない。


　オウガンの魔ま導どう士しが徐じよ々じよに活発になってきた。


　先ほどのヤツガツという少年のように、前に出て竜を操あやつろうとする者が出始める。その大半は踏み潰つぶされて死んでゆくが、一頭でも操ることに成功すれば、その竜が周囲の竜を蹴け散ちらしたり、別の場所に導いたりできる。それは巨大な竜でも同じことで、強い竜を使役して弱い竜を一いち網もう打だ尽じんにすることもできるのだ。


「おお、やったぞ！」


　今しがたミロクが倒した竜と同じくらいの大きさの竜が、逆方向を向いて別の竜の群れに突とつ進しんしていった。


　操ったのはシェンランである。


「やっぱりすごいな、シェンランは」


　魔法の勉強をまったくしてこなかったミロクにしてみれば、天才と呼ぶ他ほかない。


　しかし優すぐれたオウガンの魔導士が使役できる竜に限界はあるのだろうか。


　これよりも大きな竜だったら──？


　そんなミロクの疑問を試ためすかのように、最大の試練が降りかかった。


「うわっ、なんだ？」


　誰だれかの奇き妙みような叫び。


「なんだこれ？」


「どうしたんだ？」


　前線の人間が口にするのは、疑問。


　ジルサニア軍もオウガン軍も異変に気付いて慌あわてる。もちろんミロクも違い和わ感かんに気付いていた。


　竜の挙動がおかしいのだ。


　それまで一直線に走ってきたから食い止められていたのだが、今は竜の軌道が変わっている。まるでゴーレムを避さけるかのように、南北へ進路変へん更こうする竜が増えているのだ。


　オウガンの魔導士が使役し、進路変更させている竜もいる。しかし手を加えずとも人間を避けるように走る竜ばかりになった。


「どういうことだ？」


　ミロクは剣けんについた血を払い、息を整える。


　竜が避けていくため、小休止できそうなほど時間がある。


「おいミロク、これを飲め」


　トーラットと一緒にゴーレムに乗っていたビスマルクが、水すい筒とうを投げてきた。喉のどが渇かわいていたからありがたく頂ちよう戴だいするが、腑ふに落ちない。


「隊長、なにかあったんですか？　どうして竜が方向転換したんです？」


　ビスマルクが指さすのは、空。





「道を開けてるんだよ」





　ミロクが視線を上げるまでもなかった。


「あぁっ、あああああああ！」


　誰かの叫び声。


　今までは迫せまる竜で視界が塞ふさがれていたため、気付かなかった。


　そもそもあれを竜だと思っていた人間がいただろうか。


　ミロクは最初、山だと思っていた。


　東の空に見える、小さな山。


　それがこちらに向かって動いていることを知った。


　先ほどミロクが全力で倒した巨竜を家にたとえるならば、その大きさはまさに山。家など片手で摑んでしまいそうなほどの大きさで、四本の足それぞれが塔とうのようにそびえ立っている。


「あれは……！」


　おとぎ話に出てきた竜神にそっくりだ。


　あんなものが歩けば、すべてが破は壊かいされる。


　このまま西に進めばホルディ市にたどり着くだろう。あの竜ならば、ただ歩いただけでホルディ市が丸ごと壊かい滅めつする。


「デカすぎるだろ、いくらなんでも……」


　ジルサニア騎士の呟つぶやきは、誰も否定できない。


　化け物だろうが魔導士だろうが、どんな敵とでも戦う自信はあった。しかしあれは化け物の域を超こえている。山が動くような現象は、自然災害に等しい。


「おそらく竜の聖地の主だろうな」


　ライハク将軍も怯おびえを隠かくせないようだ。


「もう何百年も前から死期を悟りつつ、いまだ生きているとは……あの竜にとっては百年ですら一いつ瞬しゆんなのだろうな」


「そんな竜ですら逃にげ出そうとするほどの魔法とは、一体……」


　アーセージも剣を収め、考え込んでいる。


　こちら側へやってくる竜は減ったとはいえ、まだまだ理性を失った小竜はやってくる。その対処をしながら、あの主をどうにかしないといけないのだ。


「殺すのは、無理だろうな」


　ミロクがそう思うのは、なにも勝てないからではない。


　あれほど長く生きている竜を殺したとあっては、なにかよくないことが起きるのではないかと考えた。オウガンの水害にも関かかわるかもしれない。


　ではどうするべきか。


「正しい場所へ導ければ良いのだが」


　シェンランの意見は正論だが、難しい。


「どうやって導くんだ？」


「使役の魔法で、なんとかならないものか」


「なんとかなるのか？」


　訊きいているのはシェンラン本人なのに、つい訊き返してしまう。


「理論的には可能だが……」


　無茶な話をしている間にも、主はどんどん迫っている。


　動作は緩かん慢まんだが、一歩ずつが大きいため、ゆっくり相談している時間もない。


　主が歩く先には逃げ遅おくれた竜が踏ふみつぶされ血の足あし跡あとができている。あの主にとっては人間サイズの竜でもアリに等しいのだろう。


「く、来るぞ！　うわあぁぁぁっ！」


　ゴーレムを操っていた騎士が数人逃げ出した。


「お、おい待て！　逃げるなよ！」


　加えてオウガンの竜騎兵も、竜に乗ったままどこかへ行こうとする。それを必死に止めようとした別のオウガン兵が竜に殴なぐられて倒れる。


「止まれ！　逃げてはならん！」


　両軍の士官が命令するが、最前線にいる者たちにはあの主を止める術すべなど見つからないことが本能で分かる。山を止めようとすること自体、無茶な話なのだ。


　次々に逃とう亡ぼうしていく者たちを、ミロクも止めることはできない。


　今こそ団結して立ち向かえ、と言ったところで、具体的な方法がなければ意味がない。絶望しか待っていない未来からは、誰だって逃げたくなる。


「……よし」


　ライハク将軍が頷うなずいた。


「命を捨てる覚かく悟ごのある魔導士はいるか」


　彼の呼びかけに答えたオウガンの魔導士は、たった五人。


　それでもライハクは満足のようだ。


「これから、あの竜りゆうに使し役えき魔法をかける」


「はっ！」


　魔導士たちも覚悟をしていたようで、一いつ斉せいに敬礼する。


「で、できるのか？」


　思わず訊いたミロクに、


「可能です。本来、使役の魔法は思考する動物ならばどんな相手にも通用します。ここの流れを少し変えるだけですからな」


　ライハクは指で頭を叩たたく。


「ミロク様には、ずっと昔にお伝えしたはずですぞ」


「あ、いや……」


　勉強嫌ぎらいのミロクが赤面する。


「程度の差はありましょうが、意のままに操るまでは行かずとも、その場に待機させたり、元の居場所に帰すことくらいはできましょう」


「成功すれば……だよな」


「させてみせます。オウガンの名に懸かけて」


　ライハクはそう言って、ミロクに微笑ほほえんでみせた。


「ミロク様、立派になられましたな。三年前とはまるで違ちがう」


「ライハク……」


「誰か、空いている竜はあるか？」


　ライハクが呼よび掛かけるが、周囲に使える飛竜は残っていなかった。


「ではアーセージ殿どの！　馬をお貸し願えるか!?」


「もちろんです！」


　武人の声でアーセージに呼び掛けると、すぐにアーセージが用意させた馬にまたがり、ライハクは竜を見る。


　その姿に心打たれた者がいたのだろう。


「将軍！　自分も御お側そばに！」


「自分も！」


　魔ま導どう士しや、そうでない竜騎兵がゾロゾロとライハクの元に集まった。


「死ぬぞ」


　ライハクは一言でなだめるが、それでも集まったオウガン兵は逃げない。最初は五人だった決死隊が、今は五十人ほどに増えていた。


「将軍！　私も！」


　シェンランも名乗り出るが、


「お主は良い。この意味が分かるな？」


「……っ」


　そう言われて、シェンランは黙だまる。


　もしもライハクが死んだ場合、シェンランには生きてもらわねば困るということだ。彼女もそれを分かっているから、最初に名乗り出なかったのだ。


「では、暫しばらく！」


　ライハクが馬を駆かると、その後ろをオウガンの勇気ある者たちがついていった。


　すでに主は眼前に迫っており、あと十歩ほどで全軍を踏み潰つぶせる。


　ライハクが乗った馬は速かった。使役の魔法を使っているのか、徒歩でついていく者は完全に置いていかれていた。竜ですら追いつけない。しかし先せん陣じんを切るライハクは、前方から迫る竜の大群を華か麗れいに避け、ほぼ一直線に主に向かっていった。


　彼の後に続く者たちは、若じやつ干かん名めいが竜に潰されたが、それでもライハクの馬にぴったりとついていこうとする。


　そんな彼らを援えん護ごしようと、ゴーレム部隊も投石などで竜の数を減らす。


「……ダメだ」


　それなのに、シェンランは小さな悲鳴を上げた。


「あれじゃ、効かない」


「えっ？」


　ミロクが尋たずねるよりも、前方の悲鳴の方が先だった。


　五十人ほどの集団を、巨竜が薙なぎ払はらった。


　その、長大な首によって。


　人間はおろか、周辺の竜までも一いつ掃そうされたようだ。あの主にしてみれば、腕うでで机の上の埃ほこりを払ったようにしか感じられないだろう。


　本当にあっさりと──


　ライハクたちは殺された。


　彼の個人的な強さはミロクも知っているし、将軍という立場からも武功は知られている。馬の操り方ひとつ見ても、使役の魔法の巧うまさはうかがえる。おそらく人間相手ならば何十もの勝利を重ねてきた武人だ。


　その積み重ねてきたものが、主のひと薙ぎで消え去った。


　そこには意思もなく、ただ邪じや魔ま者ものを排はい除じよしただけだ。


　人間とは住む次元が違うのだ。


「ライハク殿……！」


　絶望は、瞬しゆん時じに伝染した。


　オウガン軍にとって、ライハクはなくてはならない人物だった。


　将軍という立場もあるが、彼の使役魔法に一目置いていた者も多かっただろう。そんな彼がなす術もなくやられたとあっては、誰だれがあの主を倒たおせるのか。


　言葉がなくなった。


　悲鳴すらも聞こえなくなった。


　ただゴーレムにぶつかる何匹ひきかの小竜の叫さけび声だけが聞こえる。


「……無理だ」


　誰が発したのか。


　その言葉に反論する者も、同意する者もいない。


「おい」


「うおっ！」


　いきなりミロクの後頭部をなにかで叩く者がいた。


「な、なっ!?」
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　振ふり返かえると、フェリサだった。


「なーにしょげてんだ。おめまで」


「あっ……！」


　ミロクは剣けんを握にぎる手に力を込こめた。


「ありがとう……俺、ちょっと気が抜ぬけそうになってた」


「ん」


　フェリサがいてよかった。


　ミロクの心まで折られるところだった。


　そうだ。あきらめたら終わりだ。


　だが心が折れないのは、ミロクたちだけだ。皆みんな、もはや逃にげる気力すら失っている。ゴーレムを操る魔導士も気が散っているせいか、魔法が散さん漫まんになっていた。ゴーレムの周囲でチカチカと光っているのは、そのせいだろう。


　こんなとき、どうすればいいか。


「仲間……」


　ミロクはある人物を思い浮うかべる。


　かつて、いくつもの危機を救った人物。


　剣にたよらず、己おのれの言葉のみで戦ってきた──


　まさにこんなときに必要な、アイツ。





「ジュジュ……！」





　彼女の顔が見たいと思った。


　彼女の手に触ふれたいと思った。


　彼女を抱だきしめたいと思った。


　恐おそれや不安を解消して欲しいからではない。


　ミロクの心の奥底にある、戦うための原動力が欲しいのだ。


　そういう感情をなんと呼ぶか、ミロクは知っている。


　一ひと目め惚ぼれという言葉が、相手を自分のものにしたい、恋こい人びとになりたい、キスをしたい、というような意味であるのなら、それは決して一目惚れではない。


　ただ、そばにいて欲しいと、いつからか思っていた。


「……ん？」


　右手が、震ふるえた。


　ジュジュの左手と契けい約やくしたミロクの手が、主人の居場所を告げている。


「……これは」


　反応が近い。


　ということは、ジュジュは移動しているのか。


　誰かから逃げているのか、それとも脱だつ出しゆつに成功したのか。


「みんな！」


　顔をあげて、叫んだ。


　すぐに伝えるべきだと思った。


「ジュジュが近くにいる！」


　そのミロクの言葉で、何人ものジルサニア騎き士しが顔を上げた。


「本当か!?」


「どこにいるんですか!?」


　ビスマルクとトーラットが、クロトポリカから降りて駆け寄ってくる。


「……さっさと連れてげ」


　フェリサがミロクの背中を叩く。


　最後にミロクは、馬上のアーセージを見た。


「ジュジュ……！」


　疲ひ労ろうの色が濃こかったアーセージの目に、炎ほのおのような強い光が宿るのを見た。


「行って来い」


「はいっ」


　ミロクが強く頷うなずくと、ビスマルクが肩かたに乗っかった。


「よし、行くぞオメーら！」


　ミロクは北西を指さす。


　自分の意志ではなく、右手の赴おもむくままに動かしたのだ。


「赤目隊、出動だ！」


「おおっ！」


　今、自分たちの胸に宿っている希望。


　それを、少しでも多くの兵に伝えるために。
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　地の利はこちらにあると思っていた。下り坂を走るのは慣れていなかったが、今のジュジュたちは馬より速く走ることができたのだ。


「しっかり捕つかまっててね！」


　そう言いつつアーニィがジュジュの身体からだを押さえている。自分も振り落とされないようにするためだ。


　ベンヤミンと、彼が率いた小隊のおかげで、無事にアーニィと合流したジュジュとディアートは、ひたすら西へと走っていた。そこにミロクがいると左手が教えてくれたからだ。しかしホラキアの大地は起き伏ふくが激しく、常に岩山を越こえるような険しい道が続いていた。


　馬ですら走りにくいその道を、ツッキーニ軍より早く越えるため、ディアートが変身することとなった。


　彼の持つ「継つぎ目めのない鎧よろい」は、その肉体ごと金属に変える性質を持つ。そのため変化魔ま法ほうが使えればどんな形状にもなれるのが利点だ。


　そしてディアートの才能は、逃とう走そう時に最大限に発揮される。


　彼の両手足は車輪になり、背中は荷台になった。


　搭とう乗じようしたアーニィが大地を蹴けり、その反動でディアートの身体が進む原理だ。陸上を走る小こ舟ぶねのような珍ちん妙みような格好だが、とても速かった。


　ただ、難点がひとつ。


「ディアート？　生きてるか？」


「…………お、おぅ……」


　かすかに聞こえる彼の声。


　変化魔法を絶えず自分の身体にかけ続けているため、消しよう耗もうが著いちじるしいのだ。


「少し休もう」


　ジュジュの提案に、アーニィが頷く。


「……へ、平気。ま、ま、まだ、行ける、ぜ」


「アホ。どこがだよ」


　黒い背中を叩たたき、アーニィに命令して停車させる。


　どのみち、これ以上車輪で走るのは危険だ。


　先ほどから妙に地面が揺ゆれている。


　遠くの空を見ると、竜りゆうが大量に飛んでいるではないか。


　なにか異変があったのは間ま違ちがいない。


　岩いわ陰かげに隠かくれると、ディアートは荷台の姿を解除して人間の形に戻もどる。同時に鎧がドロリと溶とけて元の姿をさらけ出した。


「み、水……」


　長い髪かみは汗あせでべったりと張り付き、しかし唇くちびるはカラカラに乾かわいていた。


　こんなになるまで自分を運んでくれたことに感謝し、ジュジュは自分の首から下げているアミュレットを外して彼の胸に置く。


「……なんだ、これ」


「治ち癒ゆ魔法がかかってる。少しは役に立つはずだぜ」


「おう……すまねぇ」


　減らず口をたたく気力もないのだろう。ディアートはアミュレットを握りしめた。


「少し休んだら、また変身できる。この〝黒賊ブラツクバンデイツト〟の力は、まだまだ応用が利きくぜ」


「アンタ、鎧にそんな名前つけたんだ」


　呆あきれ顔がおのアーニィ。


　あのとき、ゼラが呼んでいた名めい称しようが気に入ったのだろう。


　ゼラの顔を思い出し、次に彼に立ち向かった男を思い浮かべる。


「……ベン、大だい丈じよう夫ぶかな」


　いつもジュジュの後ろで泣いていた、弱虫。


　以前だって他人の入れ知恵で誘ゆう拐かいの手助けをするほどヘタレだった、あの王子。


　きっと殺される。


　あのゼラ相手なら、戦う時間より命いのち乞ごいをする時間の方が長いだろう。


「ベンなら平気だよ」


　アーニィがジュジュの肩に触れた。


「だってアイツ、本気出したら多分あたしより強いよ？」


「……はい？」


　誰だれのことを話しているのか、この娘むすめは。


「え、だって、ベンヤミンだぞ？」


「だからベンヤミンだろ？」


　ディアートも身体を起こす。


「あの王子さ、以前お前がヘタレヘタレって言ってたから、どんだけヘタレなんだと思ってたんだけど、ウソじゃないか」


「えええ？」


「初めて会ったときから、すっげぇ強そうだったぞ？」


「なんかね、今は〝黒鳥フツケバイン〟って呼ばれてるんだって。部下の信しん頼らいも厚いんだよ？」


　そう言われても、にわかには信じられない。


　数ヶ月前、ホラキアでベンヤミンの性根を叩き直した際、ジュジュのおかげでもう一度がんばれる、と言っていたが、だからと言ってあの場面で身代わりになれるほど強くはないはず。


　たった数か月で、人はそこまで変われるものだろうか。


　──変われる。


　自分に照らし合わせて、分かった。


　ジュジュ自身もこの数か月で大きく変わったから。


　原因は、アイツ──


「ん？」


　低い音が聞こえた。


　次いで、小さく揺れる地面。


「敵か!?」


　アーニィが隠れるように手で合図して、岩陰から顔を出す。


　隠れろと言われても我が慢まんできなかったので、ジュジュも横から周囲を確かく認にんする。


　彼女たちがいる場所は、地面に刺ささった巨きよ大だいな岩と岩の間なのだが、その周囲にも似たような岩が立っている。どういう経けい緯いで生まれたのか知らないが、まるで岩の森のようだ。大小さまざまな岩が並んでおり、ここを通り過ぎるツッキーニ軍も、全部の岩陰を調べている時間はないはず。


　そういう目もく論ろ見みで休きゆう憩けいしたのだが、それがまずかった。


　攻こう撃げきは、上空から降ってきた。


　岩という岩が砕くだけ散ちる。


「な、なんだ？」


　爆ばく発はつの音に顔をしかめるジュジュ。


　敵が空から爆発物を投げているのだ。


　爆発は徐じよ々じよに近づき、ジュジュたちが隠れている岩にも迫せまっている。


「やばい、逃にげろ！」


　ディアートの言葉を待たずに、全員が飛び出した。


　そうして空を見上げ、攻撃の正体がわかった。


　ツッキーニの技ぎ士しが飛んでいる。


　鳥の編隊のように、二十人ほどの技士が翼つばさをつけて飛行しているのだ。


「ウソだろ!?」


　国によって様々な魔法はあれど、空を飛ぶ技術は知らない。


　暗殺者が使っていた道具で、鳥の翼を模したものがある。それは高い場所から滑かつ空くうして飛び降りるためのもので、飛ぶと呼べる代しろ物ものではない。


　しかしいま空にいる技士たちは、その翼を羽ばたかせて空を自由に飛んでいる。


　速度はけして速くないし、細かい操縦もできなさそうだ。しかしそれでも空からの攻撃という絶大なアドバンテージは揺るがない。


　と、その中のひとりがヒラヒラと舞まうように降りてくる。


「フフ……見つけた」


　脚あしの長い、美しい女性だった。


「アイツ……！」


　ジュジュは見覚えがある。牢ろう獄ごくを抜ぬけ出そうとしたとき、ゼラと一いつ緒しよにいた女だ。確かルリアンと呼ばれていた。


　ツッキーニ三兄妹きようだいの長女だ。


　その手にはいくつもの袋ふくろが握にぎられている。あれはおそらく爆薬が詰つまったものだろう。


「私たちはけして速くは飛べない。だけどこの機き装そう甲こうは、燃料さえあれば疲つかれないまま遠くまで飛べるの。馬にでも乗らない限り、必ず追いつくわ」


　上空から聞こえるルリアンの声。小さく喋しやべっているのに、ここまで声が届く。声を大きくする機械でも使っているのか、あるいは機装甲にそういう機能があるのか。


「さぁ、戻りましょうねお姫ひめ様。でないとゼラがうるさいのよ。どこへ逃げようとも、この〝蝶バーボチカ〟型機装甲からは逃のがれられないわよ」


「くっ……！」


　身構えるジュジュ。


　しかし鳥のような高さを飛ばれては、どうすることもできない。


「アーニィ、ディアート、全速力で逃げるぞ」


「……ダメだ」


　西を見ながらディアートが呟つぶやく。


「あっちも塞ふさがれてらぁ」


　そこには別の客がいた。


　ローブに仮面の魔ま導どう士しが、ひとりだけ。


　モズではない。おそらくツッキーニ専属の魔導士。


「おとなしくすれば、手て荒あらな真ま似ねはしない。どちらが効率的か考えろ」


　魔導士の手が伸のびる。あれは放出魔法の構えか。


　空のルリアン、地上の魔導士。


　どちらも射程距きよ離り外から一いつ瞬しゆんで命を奪うばう技術を持っている。


　が、ジュジュたちはあきらめない。


「ディアート。上と下、どっちが得意？」


「女は斬きりたくないな」


「じゃ、決まり。あたしが上をやる」


　アーニィが上空のルリアンを見上げる。


　彼女の足でも、あの高さは届かないだろう。


　そしてディアートが相手にする魔導士も。そもそも第八国エイスランドの魔導士は、赤目隊が全力で戦ってようやくひとり倒たおせるかどうかという強さ。


　疲ひ弊へいしきったディアートに勝てるはずがない。


「行くぜ──〝黒賊ブラツクバンデイツト〟！」


　ディアートが黒い球体に念じると、ドロリと溶けた金属が彼にまとわりつく。溶かしたチョコレートのような黒い液体を纏まとうと、すぐに手を刃やいばの形に変化させた。


「行くぜ！」


　ディアートが全速力で地を蹴ける。


　同時に、アーニィが高く跳ちよう躍やくした。


「お待ちなさい！」


　その瞬間、ジュジュの一いつ喝かつが敵にも味方にも響ひびき渡わたる。


「えっ？」


「な、なに？」


　魔導士に向かって行ったディアートはその場に手の剣けんを突つき立ててブレーキ代わりにする。すでに跳躍したアーニィは、空中で宙返りしてから着地する。


　ジュジュの言葉通り、ルリアンも魔導士も動かなかった。


「なぁに？　お姫様」


　しかし上空の機装甲部隊は高度を下げないまま。


　少しでもおかしな真似をすれば、容よう赦しやのない爆ばく撃げきが待っている。


　それでもジュジュは臆おくすることなく、正面の魔導士に胸を張って宣言した。


「取引しましょう」


「……ほう」


　魔導士の手が下がる。


「言ってみろ」


「私の左手をあげます。代わりにここにいるジルサニア騎き士しの命を見み逃のがしてください」


「交こう渉しようができる立場だと思うのか」


「はい」


　ジュジュの左手が光る。


　一瞬の発光が終わると、そこには一ひと振ふりの短剣が握られていた。


「要求が聞き入れられない場合、死にます」


「死ぬと、どうなるのだ？」


　ジュジュが死ねば左手は消しよう滅めつする。


　ジルサニア王家の秘密を守るために、そういう魔法をかけられてあるのだ。だから左手だけを奪い取るために彼女を殺すこともできない。


　そう説明すると、


「秘密を敵に奪われるくらいなら消滅させる、か。真実である可能性は低くないな」


　魔導士は納なつ得とくしたように頷うなずく。


　信じるもなにも、ジュジュは噓うそを言っていない。左手の魔力は守り手である人間と密接に繫つながっている。左手を守るための仕し掛かけは多くあるのだ。


「しかしそれが交渉になるか」


「と、言いますと？」


「逆にお前の部下の命と引き換かえに、こちらが要求を迫ることもできる。忘れたか、現在どちらが優位なのかを」


　おそらくディアートは魔導士の射程圏けん内ないにいるだろう。


　ここでジュジュがすべてをぶち壊こわしたとしたら、ディアートは確実に死ぬ。


「そう、ですね」


　ゆっくりと考えるフリをする。


「魔導士さん。ええと、なんとお呼びすればいいのかしら」


「ツバメだ」


　先ほど効率がどうのと言っていたが、このツバメという魔導士、とても理性的というか無む駄だを嫌きらっているようだ。だからジュジュの意味不明に見える提案にイライラし始めている。殺すなと命令されていなければ、きっともう殺されていただろう。


「ツバメさん。この交渉にはメリットがあるのです」


「私にはそう思えない」


「そうでしょうね」


　それはそうだ。メリットがあるのは、こちら側なのだから。


　ジュジュがこの交渉で、なにを得たのか。


　それは、時間だ。


「では、ひとつだけ情報をあげましょう」


　ジュジュは左手をツバメに見せる。


　短剣を持った手は、まだ淡あわく輝かがやいている。


「この左手──『宝物庫』は、基本的に私しか扱あつかえません。しかし例外もあります。この手を守るために、たったひとりだけ認められた騎士がいるのです」


「……なんだと？」


「その宝物庫の番人は、私の手から直接剣を抜くことが許され、同時にこの手を守るために魔力的な繫がりを持ちます。つまり手と一心同体になるわけです」


　仮面で顔を隠かくしているが、ツバメが動どう揺ようしているのが分かった。


　しかし、もう遅おそい。


「つまり──」


　ジュジュが短剣を掲かかげた。


「う、うわああああぁっ！」


「ぎゃあああっ！」


　上空から無数の悲鳴が聞こえる。


　飛行しているツッキーニ技士たちが、次々に撃げき墜ついされているのだ。


　それも、たったひとりの弓兵によって。


　きっと彼女にしてみれば、鳥を落とすよりずっと簡単だと言うだろう。


「ル、ルリアン様！」


　手を伸ばしながら落下していく機装甲の技ぎ士し。バランスを取るのが難しいらしく、弓で身体からだを穿うがたれるときりもみ状に落下していった。


「このぉぉぉっ！」


　矢を避さけたルリアン、真下のアーニィに向かって爆薬の袋を思い切り投げつけた。


「よっ、とぉっ！」


　少しの衝しよう撃げきでも破は裂れつするであろう袋を、しかしアーニィは片手で受け止め、全力でルリアンに向かって投げ返した。


　空中で炎ほのおの花が咲さいた。


　爆音に眉まゆをひそめるジュジュ。しかしアーニィが無事だと分かると、空にいるルリアンたちを見た。


「きゃああああっ！」


　落ちないように堪こらえているのだが、それでも繊せん細さいな機械らしく、ルリアンの身体は羽を焼かれた蝶ちようのように力なく落ちていく。あの速度なら死にはしないだろうが、機装甲が使えなければ追ってくることはできないだろう。


「そういうことか」


　落ちるルリアンを見届けると、ツバメは放出魔法を繰くり出した。


　目の前のディアートではなく、自分の背後にいる敵に。


「ダアァァァァァァァッ！」


　光のように速い魔法だが、命中することはなかった。


　どうやら剣で弾はじいたらしい。


　彼ならできるだろう。


　オウガンの宝剣を使いこなせる技量を持った、彼なら。


「……遅いんだよ」


「悪かった」


　剣を構えて、彼が笑う。


　ジュジュの左手が、ずっと呼んでいた。


　ようやくそれに応こたえてくれたのだ。


「ミロク……みんな」


　力が抜ぬけそうになるのを、必死で堪える。


　我が慢まんするエネルギーをすべて声に変え、ジュジュは叫さけぶ。


「命令だ！」


　その声にディアートが立ち上がり、アーニィが埃ほこりを払はらう。


　トーラットが指揮棒を構え、フェリサが新たな矢を番つがえ、ビスマルクが不敵に笑う。


　ミロクが腰こしを落とし、剣を鞘さやにしまう。


「あの魔ま導どう士しを倒せ！」


「御ぎよ意い！」


　六つの声が轟とどろき、第八国エイスランドの魔導士に攻こう撃げきを仕掛けた。


　と言っても、実際に攻撃を仕掛けたのは四人のみ。


　フェリサが最初に矢を射かけ、それをツバメが避ける。その矢が作り出した一いつ瞬しゆんのスキにアーニィとディアートが突とつ貫かんし、左右から同時に攻撃を仕掛けたところで、ツバメが肉体を強化させた。


　それで防げると思ったのだろう。事実、ディアートの剣は軽くいなし、アーニィの拳こぶしは腕うででガードした。


　しかし最後に斬りつけたミロクの剣までは無理だった。


　オウガンで最高の切れ味を持ち、かつジルサニアの付加エンチヤント魔法で強化された「月光切り」の斬ざん撃げきは、ツバメの腕を切断し、肩かたから腰まで斜ななめ一直線に切り傷をつけた。


「ぐぉおおおおおおおっ！」


　くぐもった声を上げるツバメを、ミロクはさらに二の太た刀ちで追撃する。


　が、ツバメは放出魔法を地面に叩たたきつけると、その爆ばく風ふうに紛まぎれて後方へ跳とんだ。


「これが赤目隊か！　報告通り、強力だな！」


　かなりの深手を負っているはずなのに、ツバメの口調はしっかりしていた。


　後ろへ跳び続けるツバメに向かってフェリサが弓を射るが、その矢はことごとく放出魔法で避けられてしまう。どちらかと言えば近接戦よりも、遠えん距きよ離りから放出魔法を使うのが得意な魔導士なのだろう。


　しかしツバメはそれ以上応戦せず、空気に溶とけ込むようにしてその姿を消した。


　透とう明めいになって攻撃を仕掛けるかと思ったが、どうやら逃とう走そうしたようだ。


　静せい寂じやくが、逆に怖こわい。


　やがて気配が消えたのだろう、赤目隊全員が息を吐はく。


　ジュジュも息を吐いた。


　それだけのつもりだったのに、足から崩くずれた。


「ジュジュ！」


　手が伸のびて、その身体を受け止める。


　やっぱり、ミロクだった。


「う……」


　その手に抱いだかれた瞬間、緊きん張ちようの糸がプツンと切れた。


「うぅ～……」


　ミロクの胴どうにしがみつく。


　その胸むな板いたに頰ほおが触ふれた途と端たん、涙なみだがとめどなく流れた。


　いつもの感かん触しよく。


　それがどれほど嬉うれしいのか、今ようやく分かった。


　意識したと同時に、とてもかけがえのないものに変わり、そしてそれを失う恐きよう怖ふに怯おびえていた。この戦場で永遠に失ってしまうかもしれなかった。


「大だい丈じよう夫ぶか？　どこかケガしたのか？」


　ジュジュは首を横に振ふる。


「怖かったのか？」


　否定も肯こう定ていもできなかった。


　おそらく、ミロクが考えている恐怖とは違ちがうのだ。


　ゼラはあれでも紳しん士し的にジュジュを扱っていたし、「宝物庫」がある以上、絶対に殺されないつもりだった。


　必ず赤目隊が助けに来ると信じていたし、事実こうして助けてくれた。


　ただ、仲間の顔を見たら安心してしまったのだ。


　ミロクに触れた瞬間、帰ってきたと思ったのだ。


　信じているはずなのに。


　絶対に助けにくると、疑わなかったのに。


　今日は怖くて仕方なかったのだ。


「遅いんだよ、バカァ……！」


「……ごめん」


　ミロクの手がジュジュの頭を撫なでた。





「けど、もう離はなれないから」





　その言葉にジュジュは顔を上げる。


　ミロクと目が合った。


　顔を真っ赤にしながら、それでもミロクはジュジュから目を逸そらさない。


「……一日も離れてなかったけど、その間、俺ずっと考えてた」


「？」


「騎き士しとしてジュジュを守るのは、もう終わりにしようと思う」


「それって、どういうこと？」


　その言葉は、ある覚かく悟ごを孕はらんでいる。


　ミロクの顔を見ただけで、分かった。


「主君や上司としてじゃない──俺はジュジュを守りたい」


「……うん」


　なんて不器用な言葉。


　だけど、その言葉には彼の想おもいが詰つまっていた。


「だから、俺をずっとお前の騎士にしてくれ」


　──なんて嬉しい言葉。


「うん」


　最初から、そのつもりだ。


　絶対に離さない。


　ジュジュはミロクの胸に顔を埋うずめた。


　力強い手が抱だきしめる。


「うっ……」


　その胸が頼たのもしくて、ジュジュは泣いた。


「うううぅぅぅ……」


　ミロクは一言も発せず、ただジュジュを抱いていた。


　この身体から離れたくなかった。


　ずっと触れあっていたかった。


　しかし──いつかはやってくる、その瞬間。


　ジュジュはミロクの胸から離れる。


　晴れやかな顔で、ミロクを見た。





　彼の目を見て、それが分かってしまった。





　もう、決めているのだ。


　ジュジュは笑った。


　泣きたかったが、笑ってみせた。


　ミロクは小さく頷うなずく。


「ジュジュ。今の状じよう況きよう、分かるか？」


「竜りゆうがいっぱい飛んでるってことくらいしか」


「それだけじゃない。飛べない竜が地上で暴れてる。オウガンの将軍もやられた。第八国エイスランドが竜の聖地で変な魔法を使ったせいだ」


　すでに第八国エイスランドは行動を開始したということか。


　となると、この竜は時じ間かん稼かせぎ。


「それで──どうすればいいか、考えた」


　その一瞬で、ジュジュも考えた。


　現状を打破する、最良の手段。


　このバカミロクが一いつ生しよう懸けん命めい考えるようなこと、ジュジュならすぐに分かる。


「うん」


　だから、みんなお見通しなのだ。


　ミロクは拳を握にぎり、苦しそうに告げた。





「ジュジュ。俺をクビにしてくれ」





　やっぱり。


　そう言うだろうと思った。


「な、なんだって!?」


　ディアートが驚おどろいて駆かけ寄よってくる。


「ミロクあんたなに考えてんの!?　こんな時期なのに!?」


　アーニィも激しく怒おこっている。


　だがジュジュには分かっている。


「……ああ、そうか。なるほどな」


　ビスマルクも頷いた。


　トーラットとフェリサはなにも言わない。ビスマルクと同じように、ミロクの意図に気づいたのだろう。


　ジュジュはミロクを見た。


　辛つらそうな顔をしている彼の頰に触れる。


「……ジュジュ？」


　泣かない。


　悲しむことなど、なにもないから。


「──わかった」


　ジュジュは頰に触れた手をゆっくりと下ろし、ミロクの胸にあるジルサニアの紋もん章しようの刺し繡しゆうに触れた。


「ジルサニア第一王女ジェルメーヌの名において──ミロク・シーレンを騎士の任から解きます」


　言葉にすると、なんて単純な別れ。


　ミロクはその場に跪ひざまずき、頭を下げた。


「……かたじけない」


　顔を上げる。


　ニヤリと笑う。


　ジュジュもミロクも、楽しい作戦を考えついた子供のように朗ほがらかな笑えみを浮うかべていた。


　そう、ジュジュはミロクに別れの言葉を告げただけ。


「これで俺は──俺たちは、生まれ変われる」


　二度と会えないなんて、誰だれが言ったのだ。




　４　赤の月　十八日　愛いとしき者に







　オウガン軍の統とう率そつの乱れは、いまに始まったことではない。


　最初から魔ま導どう士しによるマインドコントロールが闘とう争そう心を高めていたため、それが解けた時点で戦う目的を見失った者が半数以上。さらに操あやつられていると知った上でなお「敵は敵」だとジルサニア軍に刃やいばを向ける者もいれば、それを止めようと仲間に牙きばをむく者もいる。


　そんなグダグダな軍勢をライハクとシェンランが立て直そうとした矢先の、竜の暴走。これが追おい討うちをかけた。


　自らの命を守る、という共通の目的はあるものの、さらにジルサニアと連れん携けいしてホラキアを守り、そして真の黒幕である第八国エイスランドを倒たおすという最終目標を完かん璧ぺきに理解できるのは、この戦いの全ぜん貌ぼうを知る者だけだ。


　ほとんどの人間はそんなことも知らず、ただやってくる災さい厄やくに対してその場限りの対処をするのみ。


　そんな中、竜の聖地の主とも呼べる巨きよ大だいな竜に、ライハク将軍が殺された。


　指揮官とは、心の拠より所どころではない。


　命令を下す人間のことを指すのだ。


　人間でたとえるならば脳に等しい存在だ。考えることをやめた生物は、その場に留とどまるしかない。でなければ本能のままに逃にげ出すのみだ。


　士官クラスの人間とて、それは同じ。


　放ほうっておけば、やがて自分の意思で考えて命令を下せるようになるだろう。しかしそうなるには時間がかかる。脳に強い衝しよう撃げきを与あたえれば、誰だって少しの時間、空白が生まれてしまう。


　戦争ならば、そこにつけこんで総そう攻こう撃げきを仕し掛かけてもよい。


　だが今回は人間が相手ではない。


　代わりにつけこんだのが、恐きよう怖ふだ。


　どんな建物よりも大きな体たい軀くを持つ竜の聖地の主が、こちらに向かって歩いてくる。それだけで人間に充じゆう分ぶんすぎる恐怖を与えてくれる。


　足で軽く踏ふまれただけで影かげも形も残らず押し潰つぶされるであろう主を前に、オウガン軍はひとつの意思で統一される。


「に、逃げろ！」


　恐おそれに耐たえられなくなったのは、およそ一万人。


　武器を放り投げて、西へ逃げる。


　逃げ切れる算段もないのに、ひたすら走る。


「おい、お前ら、止まれよ！」


　それを見たジルサニア軍は、彼らを止めようとするのだが、敵だった人間たちに言われて止まるオウガン軍ではない。


　徐じよ々じよに近づいてくる巨大な死から、少しでも離はなれようとする。


　その先が暗い闇やみで閉とざされようとも、あるかどうかも分からない希望を求めて。


　しかし不確かな希望であるならば、より強い光に人は惹ひかれるものだ。


　すべてを失いかけたオウガン軍の前に、雷らい光こうのような強い輝かがやきが突とつ如じよ生まれたのだ。





「戦いなさい！」





　凜りんとした声は、オウガン軍の悲鳴の中でもよく通った。


　それはジルサニアの拡声用の宝石を用いている以外にも、生まれつき彼女の声が人の耳を打つ音色を備えていたからだろう。


　西の空に浮かぶ、中型の飛竜。


　その背中に乗るのは、ジルサニア王国第一王女ジェルメーヌだった。


「あ、あれは……！　本物なのか!?」


　オウガン軍もジルサニア軍も同じように目を剝むいた。


　むしろジルサニア軍はこれから彼女を救いに行こうとしていたところだったので、その驚きも人一倍だろう。


　彼らが慌あわて、そして彼女の声に注目する。


　その一部始終を、ジュジュは見ていた。


　オウガン軍に声が届く最適な距きよ離りとタイミングを待っていたのだ。


「私はジルサニア王国第一王女ジェルメーヌです！　故ゆえあって第八国エイスランドの魔導士に囚とらわれていたところを救われました！」


「第八国エイスランドだと……！」


　ざわめきが一層強くなる。


「臆おくすることはありません、オウガンの方々！　我らジルサニアの騎き士しが一いつ緒しよです！　両国が力を合わせれば、どんな困難も切り抜ぬけられます！」


　ジュジュの力強い言葉。


　しかし、それは反感をもって迎むかえられた。


「ふざけんなっ！」


「いまさら出てきて、なーにバカなこと言ってんだボケ！」


　オウガン軍の野や蛮ばんな声が浴びせられる。


　逃げ出さなかった勇ゆう敢かんなオウガン兵も、ジュジュに嫌けん悪おの視線を向けた。


　それも予想済みだ。


　主の大きさは、ジュジュが助けられた場所からもよく見えていた。あれが動き出せばどんな都市も壊かい滅めつするだろうと分かっている。


　それでも、あえてそんな言葉を投げかけたのだ。


　無責任で、確証のない言葉を。


「いいえ、きっと勝てます」


「まだ言うか、ジルサニアめ！」


　オウガンの怒いかりが一心にジュジュへ向けられる。


　さも殺さんばかりの勢いで。


　あの主に向けられなかった殺意を、ジュジュが一手に引き受けているのだ。


「ジェルメーヌ様！」


「やめろ貴様ら！」


　ジルサニア騎士も、ジュジュと飛ひ竜りゆうを守ろうと前に出る。


　しかしオウガンの怒りは収まりそうもない。


　そんなときだった。





「情けねぇなぁ、てめぇら！」





　ジュジュの隣となりに、ミロクが立っていた。


　彼女が使っていた拡声用の宝石を手にしているミロクは、ジルサニア騎士の制服を脱ぬいでいた。インナーシャツのみの上半身に、戦死したオウガン軍の下士官が身に着けていた赤い外がい套とうをかけている。


「ミ、ミロク様？」


「あ、あの格好は……？」


　これにはオウガンの暴徒も口を閉ざしてしまう。
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　その一いつ瞬しゆんを機に、ミロクが畳たたみ掛かけた。


「オウガンの誇ほこりってのは、女に向かって罵ば声せいを浴びせることかよ！　敵に背を向けて逃げることかよ！　数百年かけてお前らのご先祖様が作ってきた最強の軍隊ってのは、そういうモンなのかよ！」


　響ひびき渡る声が、罵声も喧けん騒そうもさらっていく。


　波が引いたように静まり返る両軍に向けて、ミロクは続ける。


「ジェルメーヌ姫ひめが勝てるって言ったのは、お前らの力を信じてるからだろうが！　他国の姫にここまで期待されてるのに、逆ギレかよ！」


「だ、だけどよぉ！　ライハク将軍も死んじまって」


「ライハク将軍がいなけりゃ、なにもできねぇのか！」


　反論する男に向かって、ミロクは怒ど鳴なる。


　そして、


「だったら俺がライハク将軍の代わりになる」


　そう宣言した。


　静せい寂じやくが続き、その中心でミロクははっきりと告げた。





「この俺──サ・ミロク・オウガンが軍を率いる！」





　どよめきが生じるのも無理はない。


　ジルサニアにしてみれば、有名人だった騎士がオウガンに寝ね返がえったことになる。オウガンにしたって、つい先ほどまで亡命していた王子がいきなり復帰すると言ったのだ。しかもライハクの地位──最高司令官になると。


「ここでハッキリさせておくぞ！　ジルサニアはゴウトを刺さしてなんかいないし、むしろ平和的な交こう渉しようをしたんだ！　それを邪じや魔ましたのは第八国エイスランド──あのいけ好かない魔導士連中だ！　お前ら全員、騙だまされてたんだよ！」


　証しよう拠こもない、ただの言葉だ。


　それなのにミロクの叫さけびは、オウガン軍の隅すみ々ずみまで沁しみ渡る。


「やられっぱなしはイヤだけどよ！　お前らの仕事は、ジェルメーヌ姫をなじることじゃないだろ！　ムカつくやつはジルサニアでも暴れてる竜たちでもなく、あそこにいる魔導士なんだよ！」


　ミロクの剣けんが指し示す、竜の聖地。


　少なくとも、ジュジュに浴びせたような罵声は起きなかった。


　みな、互たがいに顔を見て「いいのかコレ？」と尋たずねている。


　これが名も知らない平民による宣言だったら、直ちに罵声や石や矢が飛んでくるだろう。しかしミロクはオウガン帝てい国こく第三皇おう子じなのだ。


　竜を倒たおす、よりはずっと現実的な提案である。


　しかし──


「で、できるわけなかろう。いきなり、そんな将軍などと」


　ひとりの竜騎兵がミロクを指差した。


　壮そう年ねんの男だ。ミロクも彼を知っているようで、顔をほころばせる。


「ああ……サンガイか。金きん仙せん翼よく長ちようになったのか。ずいぶん出世したな」


「世辞はいい。あなたは確かに皇位継けい承しよう者だが、オウガン軍に所属しているわけじゃない。そもそも今までジルサニアでなにをしておられたのだ？」


　三年。


　その間、ミロクはずっとジルサニアにいた。


　ミロクは第八国エイスランドの魔ま導どう士しから逃げるために、ジルサニアに亡命したのだ。


　ただ若気の至りというか、なんでもできる気になっていたというか、彼は魔導士やオウガン軍にひとりで立ち向かう気でいたのだ。その間ま違ちがいを正すために二年ほど無む駄だにしたのは、ミロクらしいとも言えるが。


「俺は……ジルサニアで、多くを学んだ」


　ミロクはそう答える。


「その結果、ここにこうして立っている。ジェルメーヌ姫と一緒にな」


「……それが、あなたの得たものですか」


「そうだ」


　はっきり頷うなずくミロク。


　サンガイもその言葉の意味を理解したようだが、


「ジルサニアにいた件についてはともかく、軍事に関する権限は別だ。同じ皇位継承権を持つ者なら、すでにオウガン軍に所属しているシェンラン様が指揮を執とるのがスジではないのか」


　彼の言い分に、周囲のオウガン、ならびにジルサニアの人間が頷く。


　名前を出されたシェンランは、岩いわ陰かげに座って休きゆう憩けいしていたところで、いきなり話を振ふられて驚おどろいた顔をしている。


「シェンランはダメなんだ」


「なぜか？」


「理由がある。つーか理由がなかったら、最初からシェンランを推挙するだろ」


「その理由とは──」


　サンガイという竜騎兵が問おうとしたときだった。


「うおぉ～～い、ミロクさま～！」


「おー、いたいた！　元気そうじゃねぇか！」


　土つち煙けむりを上げて走ってくる、二頭の動物。


　目を凝こらせば虎とらだと分かるのだが、サイズが大きすぎた。一いつ般ぱん的な虎の二倍はある。そしてその虎に跨またがっているふたりの人間もまた、二倍の大きさがあった。


「マガタ！　レンボクシ！」


　あれはオウガンでミロクを迎むかえた巨きよ漢かんの兄弟だ。


　つい先日までオウガンにいたはずなのに。


「どうしたんだ、お前たち!?」


　高度を下げ、地面に降りるミロク。ちょうど竜──傷ついたリンドウマルも休ませたかったので、ジュジュは角をそっと撫なでて休むように指示した。リンドウマルはとても賢かしこく、ジュジュの言うことも理解してくれている。


　浮ふ遊ゆうしていたリンドウマルの下で待機していた赤あか目め隊たいがジュジュを労いたわっている間に、ミロクは虎を出迎えた。周囲の人間を吹ふき飛ばすようにして（実際に吹き飛ばした）、二頭の虎がミロクの手前で停止する。


「ふー、あのデカブツがいたせいで、遠回りしちまったぜ」


「まったくだ。俺らだけなら正面から突つっ切っていけたが、今回はコレがあったからな」


　と、レンボクシが懐ふところから取り出す、一枚の紙。


「こいつを皇帝陛下から預かってきたんだ」


　ミロクがそれを受け取り、ジュジュや赤目隊のメンツもその紙を見る。


　そこには皇帝ゴウトの直筆で、もしも皇帝になにかあった場合、ミロクに皇帝の位と全軍の指揮権を譲ゆずるという内容の文章が書かれてあった。


　眼前に主が迫せまっている緊きん急きゆう事態だが、すぐにオウガンとジルサニアの名だたる指揮官が集められ、その勅ちよく書しよを確かく認にんさせられた。


　先ほどミロクに異を唱えたサンガイも、皇帝の直筆とあっては納なつ得とくせざるを得ないようだ。またオウガンだけでなく、アーセージなども立会人として文面を確認した。


「ミロク様……」


　態度を改め、サンガイが竜から降りて礼をしようとする。


「やめろサンガイ！」


　が、ミロクはそれを制止し、サンガイの竜に飛び乗った。高度を上げて全軍に見えるように立つ。


「聞いてくれ、オウガン軍のみんな！　ジルサニアの騎き士したちも！」


　赤い外套を風にさらしつつ、ミロクは声を張り上げた。


「たった今、俺はオウガン軍の指揮権を得た！　だけど俺がお前たちを指揮するのは、権利があるからじゃない！」


　東の空には巨きよ大だい竜りゆうの首。


　オウガン軍の指揮権を得るということは、つまりあれをなんとかする義務があるということ。





「俺が指揮を執るのは、アレに勝つ方法を知っているからだ！」





　この言葉で、オウガン軍の風向きが変わった。


　逃にげようとしていたオウガン兵も、ミロクの言葉に耳を傾かたむける。


「倒さなくていい！　あいつに使役フアツシネイシヨンの魔法をかけるんだ！　強大な敵がいるなら、そいつを味方にすればいいんだよ！」


「バカじゃねぇのか！」


　すぐ近くから、先ほどジュジュが受けたものより数倍ダイレクトな罵声が飛んできた。


「さっきそれでライハク将軍がやられたじゃねーかよ！」


「ああ、そうだ！　あのやり方じゃダメなんだ！」


　むしろその罵ば声せいは、ミロクにとって待ち望んでいたものだろう。


「もっと近づかなきゃダメなんだ。竜を使し役えきするときは、頭に魔法をかけなきゃダメだったじゃないか！」


　言われて、竜騎兵たちは自分の竜を見る。


　竜にも人間と同じように、頭に脳があることは解明されている。そのため竜を制せい御ぎよするために頭に特とく殊しゆな兜かぶとを被かぶせ、そこから突き出た突とつ起きを握にぎって操作するのである。


　ライハクは馬に乗って下から攻せめ込み、そしてやられた。


「魔法をかけるなら、頭だ！　魔導士が頭に近づけばいいんだよ！」


　その方法に気づいたのはミロクではない。


　彼の懐にいるビスマルクが、ライハクがやられたときから気づいていたのだという。


「やっぱりバカだろミロク様！」


　また罵声が飛んできた。


「アレの頭に近づくって、誰だれがそんなことできるんだよ！」


　ひとりのオウガン兵が東の空を指すと、他の者たちもそちらを見た。


　まさに空に首がある状態。


　竜の聖地の主の頭は、小さな山よりも高い位置にあった。


　それだけの高さにあり、かつ動く生物の頭に近づける者など──


「できるさ」


　ミロクは自信を持って答える。


「アイツなら」


　ミロクの視線を追って、数百、数千の目がひとりの人物に集まる。


　おそらく本人も気づいていたのだろう。


「少しは休めたか？」


「ああ」


　ミロクの問いかけに頷き、彼女は立ちあがる。


　髪かみの毛をもう一度きつく結び、立てかけた槍やりを持って。


「指揮官として命令するぜ。シェンラン、あの竜の頭まで行って使役の魔法をかけてきてくれ」


「承知」


　注目の中、シェンランは短く頭を下げた。


　彼女の周囲に、天てん尾び隊たいの人間が集まってくる。なにも言わずとも彼女のサポートをするつもりなのだろう。


「いいかみんな！　俺のことを信じられなくても、シェンランなら信じられるだろう！　天尾隊でずっとがんばってきたアイツなら、きっとできる！」


「おお！」


　シェンランの周囲にいたオウガン兵たちが拳こぶしを掲かかげる。


「それよりミロク様！　そんな恰かつ好こうじゃ示しつかねーぞ！」


　マガタが石にくるんで投げ付けたのは、一枚の布でできた紅くれない色いろの服。オウガンではハオリと呼ばれるもので、ジルサニアのどんな服よりも大きい。


「これ……ゴウトが戦場で着てた服だ」


　これをマガタに託たくしたということは、こうなることを予見していたのか。


　やはりミロクは、どうあってもあの兄に勝てないようだ。


　それを悟さとったのか、多少むくれながらミロクはその服に袖そでを通す。


　ゴウトの服を着ることを、もう誰も咎とがめない。


　素す早ばやく着き替がえると、彼はサンガイの竜に乗ったまま全軍を見み渡わたして、


「ジュジュ──」


　そしてジュジュを見た。


　ゆっくりと竜が降下して、ジュジュに影かげを落とす。


　差し出されたミロクの手を、ジュジュは自然に取った。





　竜の背に、並んで立つふたり。





　それぞれオウガンとジルサニアを背負って立つ身。


　ふたりの立場は決定的に分かれた。


　それなのに、一心同体のように感じる。


　手を伸のばすと、ジュジュがそれを摑つかんだ。


「一いつ緒しよに、戦おう」


「うん」


　その短く小さい言葉は、全軍に伝でん播ぱした。


　さりげない動作が意味するものは、オウガンとジルサニアの完全なる講和。互たがいに手を取り合って戦うという強い意志の表れだ。


「みなさん、一緒に戦いましょう！」


「おおおおおっ！」


　竜に乗ったジュジュの呼びかけに応こたえ、アーセージやジルサニア軍も剣けんを掲げる。


「ゆくぞジルサニアの騎士たち！　オウガンを助けよ！」


「はっ！」


　アーセージの命令で、騎士たちが馬首を巡めぐらせて整列する。


「行くぜオウガンの野や郎ろうども！　シェンランたちががんばってる間、こっちに向かってくる他の竜を誘ゆう導どうするんだ！　道を開けてやれ！」


「うおおおおおおっ！」


　野や蛮ばんだが、ミロクを信じる返事。


　全軍が慌あわただしく動く中、ミロクはもう一度ジュジュの手を握る。


　目が合った。


「好きだぜ、ジュジュ」


　その手が冷たく感じたのは、きっと自分の体温が上がったからだ。


「──うん」


　ミロクの肩かたに頭を預けるようにして、ジュジュは小さく頷うなずいた。





　　　　＊




　いつの間にか、戦争は終わっていた。


　あるいは第八国エイスランドが共通の敵だと認識した時点ですでに終わっていたのかもしれない。ただジルサニアとオウガン、双そう方ほうで戦っていた人間は、もはや両国に戦う意思も理由もないのだと今、分かった。


　ミロクとジュジュ、ふたりの王族が手を取り合っている姿に心を打たれた者もいるだろう。絶望しか残されていない未来に、わずかながら輝かがやく光に取りすがるのは恥はずべきことではなかった。


　人間相手に向けるべき刃やいばは、とうになくなった。


　あとは人を救うため、大自然に立ち向かう勇気が必要とされる。


　ジルサニア王国とオウガン帝てい国こくの意思は、ここでようやくひとつになった。


　しかし心は繫つながっても、物理的に困難に立ち向かう力は与あたえられていない。


　あの竜りゆうの聖地の主を御ぎよするためには、やはり命を捨てて戦う覚かく悟ごが必要とされる。


「いいか！　あれを竜だと思うな！」


　飛竜に乗ったシェンランが先頭から怒ど鳴なる。


「あれは動く山だ！　山そのものが持つ自然の力は竜より危険だ！」


　彼女についてくる者は同じ天尾隊の部下、そして竜りゆう騎き兵へいのみ。


　すでに人間が到とう達たつできない高度まで飛んでいる。どれほど強力な弓でも狙ねらえないほど高く上がった代わりに、強く冷たい風が絶え間なく吹ふき付け、竜から振ふり落とそうと身体からだを引っ張る。


　ホラキアの空は荒あれていた。


　竜の聖地の周囲だけが不自然に晴れているが、それ以外は常に灰色の雲に覆おおわれている。その上、眼下には不毛な大地が広がっており、緑豊かなオウガンと違ちがって心まで荒こう涼りようとさせられる。


　それでもこの土地で生きる人がいるのだ。


　ホラキアは長年、オウガンの敵として争う仲だった。その強力な戦せん闘とう力に翻ほん弄ろうされ、今でも恨うらんでいる者は多いだろう。


　だが民たみは別だ。


　ここであの竜を止めなければ、ホラキアが──いや、ルテア大陸が滅ほろびる。


「シェンラン！」


　彼女の後ろに飛んでいる飛竜から、ゼンジが手を振った。


「もうすぐたどり着くぞ！」


「ああ！　予定通りに頼たのむ！」


　シェンランが槍を振って合図をすると、竜騎兵が数十騎ほど隊列を外れる。


　彼らの手には楔くさびと縄なわが握られている。


　地上から近づいても、頭まで登ることは不可能だ。だからといって空から接近しても、頭まで届かない。その高さまで竜が飛べないのだ。


　そこで主の首や背中に楔を打ち込み、梯はし子ごを作る。


　とっかかりを作り、そこから崖がけ登りの要領で頭まで近づこうという作戦だ。


　主の身体がどれほど大きかろうと、身体に乗ってしまえば安全なのだ。


「楔部隊、頼むぞ！」


「はっ！」


　風に煽あおられながら、楔を持った竜騎兵が接近する。


　だが、そう甘くはなかった。


　最初、主の身体から風が吹いたように感じた。


　次の瞬しゆん間かん、耳をつんざく大音量が鳴なり響ひびいた。


　首をわずかにもたげ、主が鳴いたのだ。


「うわああああああっ！」


　シェンランは槍を抱だきかかえ、目を閉じて口を開く。口を閉じなかった竜騎兵は、その場で鼓こ膜まくが破は裂れつし、竜から転落していった。


　その咆ほう哮こうが狂くるわせたのは人間だけではなく、飛んでいる竜も同じだった。


「止まれ！　クソッ！」


　咆哮に怯おびえた竜が方向転てん換かんし、逃にげ出してゆく。気絶した竜は主人と一緒に地面に叩たたきつけられる。


「どう！　どう！」


　シェンランは片手で竜の兜かぶとを押さえながら、必死で制せい御ぎよした。天尾隊の人間は誰だれも脱だつ落らくしなかったが、今の咆哮だけで三分の一の竜騎兵が戦えなくなった。


「なんて声出しやがるんだ、アイツ！」


　シェンランの元へ寄るテンゲンジャの竜。


　命令せずとも天尾隊はシェンランを守るように集まっていた。これなら誰かの竜が落ちても、別の竜に飛び乗ればいい。


「楔を持った者はどうした？」


「大だい丈じよう夫ぶじゃよ、ほれ」


　ホウショクが杖つえで下を指す。


　巨きよ竜りゆうの胴どう体たいにしがみつくようにして、三組ほどの竜騎兵が楔を打ち込んでいた。そこから縄が垂れており、気が利きくひとりの竜騎兵は縄梯子を垂らしてくれた。


「あんなでっかい竜でも、身体は脆もろいんだなぁ。簡単に楔が打ち込まれてやがる」


「それだけ老いた竜なんだ。できれば静かに眠ねむらせてやりたかったが」


　テンゲンジャの驚おどろきに答えるシェンラン。


　こうなってしまった以上、静かな余生は送らせてやれそうにない。シェンランは片手で拝むと、竜を接近させようとする。


「……ん？」


　身体を傾かたむけたとき、下方に見えるものがあった。


　現在、下ではオウガン軍とジルサニア軍が協力して小型竜の掃そう討とうをしているはずだ。この主のせいで、ほとんどの竜は南北に逃げ出してしまったが、ゴーレム部隊を用いれば難なくこなせる作業のはず。


　が、それは北からやってきた。


　上空からの目視で、正確な人数は分からない。


　だが武装は一目で分かる。巨大な大たい砲ほうに、用よう途との分からない機械、そして移動する建物。人間以外にあれだけ大おお掛がかりな仕掛けを運ぶ軍隊など、大陸に一国しか存在しない。


　ツッキーニ王国だ。


「なぜ、彼らが……？」


　シェンランの疑問に答えられる者は、空には存在しない。








　真っ先に気づいたのは、司令官であるミロクだった。


　リンドウマルの背から両軍を見ていたところに、突とつ如じよ、北で蠢うごめく影かげを発見したのである。最初ははぐれ竜かと思ったのだが、それが人間だと分かるとすぐに全軍に通達した。


「ツッキーニ軍が来るぞ！」


　叫さけんだはいいが、果たしてなにをするために来たのか一いつ切さい不明だった。


　そこで近くにいた竜騎兵に偵てい察さつへ向かわせると、すぐに戻もどってきた。


「ミロク様！　こういうことのようです！」


　偵察にいった竜騎兵の肩に、ボウガンの矢が刺ささっていた。


「噓うそだろ……？」


　まさか戦いに来たというのか。


　暴れている竜ではなく、人間と。


　ミロクはツッキーニ軍の先頭集団を見る。


　巨大な機き装そう甲こうを身に纏まとい、走ってくる大男。





　ゼラと目が合った。





　ニヤリと笑う彼の手には血のついたカギ爪づめが。


　道を塞ふさぐ竜をすべて屠ほふってきたのだろう。


「おいミロク！　どうすんだ!?」


　背中からジュジュに肩を叩かれる。


「そうだな……って、なんでオマエここにいるんだよ!?」


　あまりにも普ふ通つうにしていたから、ツッコミのタイミングを逸いつしてしまった。


　そもそも周囲にも竜騎兵や騎士がいるのに、どうして誰も指し摘てきしないのだ。


「別にいいじゃん」


　ジュジュは背中から、そっとミロクを抱きしめる。


　周りには空中でバランスを取るためにしがみついたと見られるだろうか。


「お前、もう離はなれないって言ったろ」


「……ああ、言った」


「取り消しはナシだからな」


「…………」


　しばし考え、それでもいいと思った。


　第一、ジュジュが目の届かない場所にいられると心配で気が気じゃない。ジルサニア騎士をクビになっても、その気持ちは変わらない。


　ジュジュを守り続けると誓ちかったのだ。だったら背中が一番ふさわしい場所だ。


「アーセージ殿でん下かに知らせてくれ。それからあいつらが変な真ま似ねしでかす前に、シェンランたちを成功させたい」


「うん、わかった」


　ミロクはリンドウマルを地面に下ろす。


「サンガイ！　いるか!?」


　呼ぶと、すぐにサンガイが降りてきた。先ほどミロクに突つっかかったからではないが、彼はオウガンでも金仙翼長という三番目くらいに偉えらい階級の竜騎兵なのだ。そのためミロクの意思を伝えるのに非常に役立っている。


「マガタとレンボクシは、俺と一いつ緒しよに戦うぞ！」


「おうよっ！」


　巨漢がふたり、ミロクの左右に付き添そう。


　まるでこの瞬間を待っていたかのように、生き生きとしていた。


「みんな！　来い！」


　ミロクがオウガン軍に指示している横で、ジュジュが赤目隊を呼ぶ。呼ぶまでもなく、常に近くにいるのだが、この場合は話を聞いて欲しいという意味だ。


「シェンランを手伝って欲しい。リンドウマル、まだ行けるな？」


　ジュジュがリンドウマルの頭を撫なでると、彼はジュジュの頰ほおを軽く舐なめた。もはやミロクだけでなく、ジュジュにも忠誠を誓っているように見える。


「よし、こっちは任せな」


　葉巻に火をつけるビスマルク。


「すぐに終わらせるんですね」


　彼の下で、トーラットが苦笑した。


「……あの優やさ男おとこにゃ借りがある」


　フェリサも弓を背中に担かつぐ。


　アーニィはというと、無言でジュジュの横を通り過ぎた。


　そして近くでオウガン軍に命令しているミロクの肩かたを叩く。


「どうした、アーニィ」


「久しぶりに会ったと思ったら、いきなりオウガンの皇こう帝てい陛下だもんねぇ」


　ため息をつくアーニィに、


「待て待て、一時的に軍を預かってるだけだ！　皇帝じゃない！」


「フン」


　口を尖とがらせて、今度はジュジュを見る。


「しかもなんかふたりとも、すごくイイ感じになってるし。あんたらオウガンでなにがあったの？　ていうかなにしたの？」


「な、別に、なにかしたっていうか」


「ま、いいや」


　ミロクに背を向け、肩をすくめるアーニィ。


　と思いきや、背中を向けた姿勢からローリングソバットをミロクの土手っ腹にブチ込んだではないか。


「ぶおおおおっ！」


　ホラキアの強化魔ま法ほうなのか修しゆ行ぎようの成果なのか、それとも別のモノが籠こもっているのか、とにかく今までくらったアーニィの一いち撃げきの中で一番重くて鋭するどい蹴けりだった。


「うおおい、ミロク様！」


「すげぇなあの蹴り！　俺らでもかなわねぇぞ！」


　岩がん盤ばんに倒たおれるミロクをマガタとレンボクシが助け起こす。


　激しい嘔おう吐と感をこらえながら立ち上がると、


「ミロク。全部落ち着いたら、イチから話してもらうからね！」


　アーニィは肩をいからせながら、大おお股またでリンドウマルの背に跨またがった。


「な、なんで、こんな……？」


「それでも気づかないってのが、お前らしいよ」


　苦く笑しようするのは黒い宝石のようなものを手にしたディアート。


「こっちは心配すんなよ、司令官殿どの」


　イヤミったらしく笑うディアート。


「赤目隊は強いんだ。絶対に帰ってくる。だから──」


「ああ。ジュジュは俺に任せろ」


「フッ。ジュジュのことになると頼たのもしいんだよな」


　そう言ってディアートもリンドウマルに跨った。


　特に準備もせず、ビスマルク、トーラット、フェリサ、そしてアーニィとディアートを乗せたリンドウマルが飛ぶ。ビスマルクを除けば四人乗りが限界だが、乗れるだけマシだろう。


　そして竜りゆうの操作はミロクにしかできないのだが、サンガイが自分の竜に乗ったままリンドウマルの手た綱づなを取ってくれた。優すぐれた竜りゆう騎き兵へいは、例えば竜を残して仲間が倒れた場合に備えて、牽けん引いんする技術に長たけているのだ。


「じゃ、サクッと行ってくるぜ」


　ビスマルクが手を振ふると、リンドウマルは空に飛んだ。


　まるで簡単な仕事をこなしてくるような言い方だったが、赤目隊でも命がけの厳しい作戦になるはずだ。


　だがミロクもジュジュも引きとめたりはしない。


　赤目隊がいれば成功すると信じているからだ。


「ジュジュ」


　仲間を見送ってから、ミロクはジュジュの肩を抱だく。


「これから危険になる。少し隠かくれていてくれ」


「分かった」


　最前線ではないとはいえ、ここは戦場なのだ。姫ひめがいていい場所ではない。


「私は兄上に頼んで、安全な場所に隠れさせてもらうよ」


「ああ」


　ミロクが頷うなずくと、ジュジュは立ち去りもせず、こちらに走ってくる。


　その小さな身体からだが小さく浮うくと、ミロクの首に手を回して抱きしめた。


　柔やわらかい感かん触しよくと、汗あせと香こう水すいの混じった香かおり。





「……生きろ。生きて私のところまで戻ってこい」





　それはジュジュの最後の命令だった。


　ミロクは彼女の金きん髪ぱつを優しく撫でて、


「──必ず」


　そう答えた。
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　北から迫せまるツッキーニ軍は、その重厚な装備とは裏腹に迅じん速そくに行軍していた。はぐれ竜の対処に追われていたジルサニア、オウガンの両軍は唐とう突とつなツッキーニの出現に対し、最初は援えん軍ぐんが来たと喜んでいたのだ。


　しかし刃やいばをちらつかせながらこちらに接近してくる技ぎ士したちを見て、すぐに理解した。竜たちよりも厄やつ介かいな敵が来たと。


「なんで……!?」


　意味が分からないのはミロクだけではない。


　おそらく全員が不毛な戦いの理由を求めているだろう。


　そう考えている間にも、北から迫る軍勢は止まらない。


「待てよっ！」


　リンドウマルがいない現在、ミロクは徒歩でツッキーニ軍の矢や面おもてに立つ。


　ミロクがいる場所は、常に戦いのど真ん中。最前線である。


　そしてツッキーニ軍もそれは同じ。


　先頭に立つゼラは、ミロクが制止しているにも拘かかわらず進軍を止めない。


「あいつ……！」


　黒い鉄の塊かたまりの集団の中で、ゼラだけが異様だった。


　それまでホラキアと戦っていたせいだろうか、彼ひとりだけ傷だらけなのだ。機き装そう甲こうは破は壊かいされており、今は大きなカギ爪づめを片手に嵌はめているだけ。頭には包帯が巻かれており、そこに滲にじむ血はまだ新しい。


　そんなボロボロになってまで、どうして戦せん闘とう中のジルサニア、オウガンを攻こう撃げきしようとするのか。


「ゼラァァァァァァッッ！」


　誰だれよりも早く、ミロクが走った。


　それを「後に続け」という意味に捉とらえたのだろう、戦えるオウガンの猛も者さたちがミロクを追って走り出した。


　もはや竜の暴走は収まりつつある。というか、竜の聖地から四方八方に駆かけ出しているため、ジルサニアとオウガンだけではどうしようもないのだ。進行を食い止めるというより、西にあるホルディ市に到とう達たつできないように進路を変えさせるくらいしかできない。


　その竜たちも徐じよ々じよに数を減らしていった。竜の聖地に住んでいた竜が、あらかた逃にげ切ったからだろう。それぞれの竜がどこへ行ったか、誰も知らない。


「うおおおおおおおおおっ！」


　オウガン軍に続いて、ジルサニア軍も攻撃を開始した。東から来る竜の残りはゴーレム部隊に任せて、騎き馬ばに乗った騎士たちはツッキーニの相手をすることになったようだ。


　それでも、最初の一ひと太た刀ちはミロクだった。


「なにやってんだよ、このバカ野や郎ろうぉぉぉぉぉっ！」


　上段から振りかぶった剣けんは、ゼラの機装甲によって受け止められる。


「ハッハァ！　また会ったなミロクよぉ！」


「なんで攻撃するんだ！　いまがどういう場合か、分かってんのかよ！」


　この竜の暴走を見なかったのか。


　第八国エイスランドが暗あん躍やくしているこのときに、なぜ戦いを挑いどむのか。


　しかも、相手はジルサニアとオウガンの二軍だ。まさかこの期ごに及およんでオウガンが味方すると思っているのか。


「てめぇこそ、コロコロと陣じん営えいを変えやがって！」


　ゼラの蹴りが、ミロクを吹ふき飛ばす。


　距きよ離りを置いたところで、ゼラは大きな右みぎ腕うでを鳴らした。


「見み損そこなったぜサベッジラビット！　こないだまでジルサニアの犬だったクセによぉ！　なんだそりゃ、オウガンのお偉えらいさんかぁ？　テメーの心はどこにあんだよ！」


「心なら、いつでもここにある！」


　ミロクは自分の胸を叩たたいた。


「俺は、ジュジュの騎士だぁっ！」


　跳ちよう躍やくし、再度斬きりつける。


　ゼラはまた真っ向から受けた。巨きよ大だいなカギ爪がミロクの剣を受け止め、鍔つば迫ぜり合いのような形になる。


　その間にミロクの横をオウガン兵たちが通り過ぎて行った。怒ど号ごうがツッキーニ軍を押おし潰つぶすようにして、蹂じゆう躙りんしていく。


　こちらはミロクだけではない。マガタとレンボクシの最強兄弟が近くにいる。彼らはミロクの意を汲くみ取り、会話と戦いを邪じや魔まされないように周囲の敵を排はい除じよする。彼らが巨大なナタのような剣を振るうたびに、血ち煙けむりが上がった。


「進め！　進めぇっ！」


　それでもゼラは命令を止めない。


　ツッキーニ軍は忠実に命令に従い、二倍の敵に剣を向ける。


「もうよせ！　勝ち目なんてないだろう！」


　ミロクはゼラに頭ず突つきする。


「ぐっ！」


　頭に傷を負っていたゼラは、傷口をさらに攻撃されて顔をしかめる。そのスキにミロクはゼラから剣を離はなし、刃を水平に倒して刺さした。


「止めねぇよ！」


　神速の突つきを、しかしゼラは避さけなかった。


　腹に剣を刺したまま、ミロクの頭を摑つかむ。


「うおおおおおぉおおおおおぉぉっ！」


　頭ごと身体を持ち上げられ、そして地面に叩き付けられた。


「がっ……！」


　前回戦ったときは雪の上だったが、今回は荒あれ地だ。石のように硬かたい土がミロクの頭に衝しよう撃げきを与あたえ、意識が途と切ぎれそうになる。


　しかし次に食らったゼラの蹴けりが、一いつ瞬しゆんでミロクの意識を取り戻もどしてくれた。


「かはっ……！」


　嘔おう吐と感を堪こらえ、立ち上がる。


　剣についたゼラの血を払はらい、再度構える。


「いいかミロク！　オレは約束は破らねぇ！」


「なに？」


「オレたちツッキーニは、第八国エイスランドと契けい約やくしたんだ！　ヤツらの仕事が成功するまで、邪魔する奴やつらを排除する、ってな！」


「だからって、こんなときにまで！」


「関係ねぇんだよ！　第八国エイスランドがどんなクソ野郎の集団だとしてもな！　一度交かわした約束を破ったら卑ひ怯きよう者だ！　そいつぁ技士の風上にも置けねぇ、もっとクソ野郎になっちまうんだよ！」


「……この、頑がん固こ者！」


「おおよ、頑固じゃねーと技士なんて務まらないぜ！」


　高笑いしてゼラは腹の傷に触ふれる。常人なら致ち命めい傷しようのはずなのに、出血が少ない。筋肉で塞ふさいでいるのか、それとも機装甲の力なのか。


　ゼラの傷はそれだけではない。全身に打だ撲ぼく傷しようがあり、額からも血を流している。


　腹の傷も含ふくめて、手当てをしなければ死ぬ。


　それなのに死を恐おそれず、ミロクと戦おうとする。


「どうしたサベッジラビット。怖こわいのか？」


　傷に触れた手を舐なめるゼラ。


「ゼラ、お前……！」


「契約は契約だ！　どうしても止めたかったら──」


　血の混じった唾つばを吐はき、ゼラが腰こしを落とした。


「ボスのオレを止めてみな。そうすりゃ止まるかもしれねーぜ」


「ゼラァァァァァァッッ！」


　この男は理解している。


　この戦いが不毛なことも、第八国エイスランドに踊おどらされていることも。


　自分のワガママに部下を付き合わせていることも。


「どうして無む駄だな戦いをするんだよっ！」


　怒いかりに任せてミロクは剣を振ふった。


　技術もなにもない、ただの棒を振るような勢いで、剣の峰みねをゼラの顔面にぶつける。目を覚まさせるためにやったつもりだが、逆にゼラも燃え上がったようだ。


「ツッキーニのためだぁっ！」


　返礼のつもりか、機装甲を脱ぬいだ左手でミロクの顔を殴なぐった。


「この意味のない戦いが終われば、新しい魔法技術が手に入る！　そうすりゃツッキーニはもっと豊かになる！　寒い土地でも作物を育てる方法がもっといっぱい見つかるかもしれねぇだろ！　技術を欲ほしがってなにが悪い！」


「第八国エイスランドにやらせることはないだろうがぁっ！」


　ミロクも斬ろうとして、滑すべった。


　手に力が入らない。


　先ほどゼラに叩き付けられたときから、頭がグラグラする。


「うああああああっ！」


　頭から血が流れ、目に入った。


　それでもミロクは剣を構え、肉にく薄はくしているゼラを斬りつける。


　大きく振りかぶった一撃は、しかしゼラに紙一重で避けられた。


「ハッハァ！」


　ガラ空きになった胴どうに、ゼラが下から抉えぐるように爪を刺そうとする。


「うっ……おおおおぉぉぉぉぉっ！」


　身体からだが勝手に動いていた。


　胸のスロットからニンジンを取り出し、ゼラの懐ふところに飛び込むようにして跳とんだ。突き出したニンジンがゼラの爪と衝しよう突とつし、防ぼう御ぎよ魔法による反作用で両者とも吹き飛ぶ。


「がっ！」


　ミロクも背中から倒たおれた。


　剣を杖つえ代がわりにして立ち上がる。


　右手には剣を、左手にはニンジンを構え、震ふるえる足でゼラを見る。


　──戦え、俺の身体！


「ミロク様！」


　周囲の声が大きく反はん響きようして聞こえた。


「ゼラ様！　お気を確かに！」


　誰かが心配しているゼラの攻撃が、いつまで経たってもこない。


　ミロクの膝ひざに力が入らなくなり、その場にしゃがみこんだ。


　──戦場で、ひとりも斬り殺せなかったのは初めてだ。


「くっ……」


　頭が痛い。


「ゼラ……？」


　膝をついているはずのミロクより下に、ゼラの顔があった。


　彼も地に伏ふしていたのだ。


「シット……あいつ、強かったな……」


「あいつ……？」


　言葉をそのまま掬すくい上げたように反復するミロク。だがゼラからの返事はなかった。


　ミロクにとってもどうでも良いことだった。


　やがて視界が暗くなってゆき──


「やめろ！　もう戦う必要はない！　決着はついた！」


　アーセージのよく通る声を最後に、意識が途と切ぎれた。





　　　　＊




　地上からは巨大な足に阻はばまれ、空中からは咆ほう哮こうに苛さいなまれる。


　しかし一度密着してしまえば、主に抵てい抗こうする手段はなかった。


　楔くさびを打ち込まれた巨きよ竜りゆうの背に乗ったのは天尾隊の五人と、シェンランに付き従ってきた命知らずの竜りゆう騎き兵へい三十名ほど。彼らが乗っても、竜の背にはいまだ余よ裕ゆうがある。人間でたとえるなら、背中に三十匹ぴきのアリが乗ったようなものだ。


「さて──」


　人間の背に乗ったならば、そのまま頭を目指せばいい。しかしこの主、首が異常に長く、頭まで辿たどり着くには天まで届きそうな高さを登る必要がある。


「シェンラン、どうするよ？」


　ゼンジが上を見ながら尋たずねる。


「こうするしかあるまい」


　シェンランは竜騎兵から借り受けた楔を、主の首に打ち込む。


　頭上の竜が小さく鳴いたが、蚊かに刺されたほどの痛みしか感じないだろう。ここに来る途中、岩山などで身体をぶつけたせいか、あちこちの鱗うろこが剝はげている。こんな小さな楔ごとき、傷にも入らない。


　縄なわ梯ばし子ごをかけ、登ろうとしたときだった。


「うおおおおっ！」


　地じ震しんのような揺ゆれがシェンランたちを襲おそった。


　竜が歩いただけだ。


　しかし人家以上の高さまで足を振り上げ、それを落とすとなると、とんでもない揺れとなる。主自体には関係ないが、足場の悪い背中に乗っている人間は身動きすら取れない。


「これは……厳しいのう」


　鱗にしがみつきながら、ホウショクが片手でヒゲを撫なでる。


「まだここなら安全じゃが、頭まで近づいたら揺れはもっと大きくなるぞい」


「……そうだな」


　シェンランも天を見る。


　全体から見れば、主の首は細くて長い。あれが歩くたびに震動するとなると、高い位置ほど揺れが激しくなる。


　竜騎兵なのだから飛竜に乗って頭まで近づけるのなら、それが一番良い。しかしあの咆哮のせいでそれもままならない。


　シェンランが思考していると、また別の竜が飛んできた。


「いたいた、いたよ！」


　二匹の竜で、片方はサンガイが操あやつっている。


　もう片方にはジルサニアの赤目隊がいるではないか。


「お前たち！」


「よぉ！　頼たのまれて来たぜ！」


　トーラットの頭の上に乗っているビスマルクが手を振っていた。


　二匹の竜が主に接近すると、赤目隊は素す早ばやく縄梯子から背中に飛び移る。熟練の竜騎兵でも数人落ちたのに、彼らは難なく移動してみせた。


「では私はこの竜を届けてくる！　あとは頼んだぞ！」


　サンガイが二匹の竜を伴ともなって、飛び去った。


　彼はまだまだ将として部下を率いてもらわなければならない。ここで無む謀ぼうな作戦に参加させるわけにはいかないのだ。


　そうして代わりにやってきたのは、命知らずが五人。


「状じよう況きようはどんな感じだ？」


　葉巻をくわえたビスマルクがシェンランに尋ねる。


「頭まで行きたいが、揺れがひどい」


　簡潔にシェンランが答えると。


「つまり揺らさずに、頭まで行けりゃいいんだな？」


　簡潔にビスマルクが繰くり返す。


　だから先ほどからそう言っているだろう、と反論しようとすると、ビスマルクは黒くろ眼鏡めがねを輝かがやかせる。


「よっしゃ、任せな。いい方法を思いついた」








　ホラキアの大地に立ちつくすジュジュ。


　一体のゴーレムに守られながら、ジュジュは戦場から遠く離はなれた岩山に避ひ難なんしていた。彼女を守るために、二十人ほどの精せい鋭えいがいる。


「姫ひめ様、行きましょう」


　ジュジュを促うながしたのは、精鋭を率いるバウゼン。


　しかしジュジュは首を横に振った。


「見てくださいバウゼン。あれ──」


　東にいる、竜の聖地の主。


　ゆるやかに歩いていたはずのその竜の動きが、止まったのだ。


「止まった？　まさか使し役えきの魔ま法ほうが成功したのか？」


「いいえ、違ちがいます！　見てください！」


　ジュジュが指し示すのは、竜の足元。


　そこにすべてのゴーレムが集結しているではないか。


　ジルサニアのゴーレムはすべて逃にげ出した小竜の対処に使われていたはず。しかしその任務を捨てて、現地投入したゴーレムがまとめて主に組み付いたのである。


　しかしいくらゴーレムといえど、大きさの比で言うなら人間と昆こん虫ちゆうほどの差。主が本気で振り払はらえば蹴け散ちらされてしまう。


　せいぜい、一いつ瞬しゆんでも動きを止められればいい方だ。


　その一瞬。


　赤目隊には、それだけの時間があればなんでもできる精鋭が揃そろっているのだ。


「おい、あれ！」


　騎士が叫さけぶが、指をささなくても分かる大きな変化だ。


　主の頭近くに向けて、竜が飛び上がっている。


　リンドウマルだ。


　だが、飛竜とて生き物。最高高度というものが存在する。それは主の頭より低いはずだ。もしも頭より高く飛べるのであれば、最初からそうしている。


　リンドウマルは下から真上に向かって飛んでいた。風の抵抗などものともせず、まっすぐに上がっている。


「違う……あれは、飛んでいるんじゃない」


　バウゼンの呟つぶやきに、ジュジュは彼の視線の先を追う。


　それは目を凝こらさないと見えないくらい、小さな点。


　ゴーレム──クロトポリカだ。


　クロトポリカが、リンドウマルを全力で投げたのである。


　高速で投げられたリンドウマルは主の頭にしがみつこうと、どんどん高く飛び──


　しかし届かない。


　リンドウマルは主の頭より若じやつ干かん低い位置で体勢を立て直すと、そのままゆっくりと高度を下げながら飛んでいく。


「ああっ！」


　ジュジュは気づいた。この作戦の真意を。


　リンドウマルに乗って主の頭に取りつこうとしたのではないのだ。


　人間だってそうだ。


　自分の眼前を、高速で動くものが現れたらどうするか。


　そう、目で追うのだ。


　緩ゆるやかに下がるリンドウマルに合わせて、主が徐じよ々じよに視線を下げる。


　そうすると、首も一いつ緒しよに下がるのだ。


　まっすぐに立っていた首が、ゆっくりと斜ななめになる。


　それを狙ねらっていたのだ。


　もちろん、そのチャンスを逃がすような連中ではない。


　まるで滑すべり台を駆かけ上のぼるように、赤目隊と天尾隊が全力疾しつ走そうしているのが見えた。


　だが、真っ先に到とう達たつしたのはシェンランだった。


　なぜ判別できるのかというと、下がった竜の頭に槍やりが刺ささり、その槍にしがみついている人間が見えたからだ。


　使役の魔法は脳に作用する。


　ジュジュが知っているのは、そのくらいの情報だ。


　どれくらいの時間をかければ良いのかも分からない。シェンランがどれほどの使い手なのかも分からない。


　ジュジュは胸の前で手を組み、祈いのった。


「名も無き神よ──どうか、竜神にも慈じ悲ひを」


　その願いが聞き届けられたのか。


　竜の聖地の主の動きが、今度こそ完全に止まった。


「うまく……いったのでしょうか」


　騎士の呟きに答えたのは、この場にいる者ではなかった。





「────!!」





　人間など毛先ほどの大きさにも見えない距きよ離りなのに、喜びを表現する大だい音おん声じようが聞こえてくるではないか。


　そして曇くもった空から、さらに無数の濃こい影かげが。


　逃げ出した飛ひ竜りゆうが戻もどってきているのだ。


　それはあの主に危険がないと察知したから。どうやら本当にボスのような存在だったようだ。表情も分からないのに、戻っていく飛竜たちが喜んでいるように見えた。


「やった……やりましたね！」


　思わずジュジュもガッツポーズをとってしまうほど。


　それを見み咎とがめたバウゼンがコホンと咳せき払ばらいをして、慌あわてて取り繕つくろう。


「しかし、まだ終わりではありません」


「……そうですね」


　まだ第八国エイスランドは健在だ。


　これから竜の聖地に進軍しなければならない。


　先せん鋒ぽうと呼ぶには、強大すぎる敵だった。竜のせいで軍の半数以上の士気が削けずられただろう。戦せん闘とう不能になった者も多いはず。


　それにツッキーニの進軍。


　こちらは時間が解決してくれる、とアーセージが言っていた。


　そもそもジルサニアとオウガンの二国に挑いどむこと自体が無謀なのに、ツッキーニ軍を追つい撃げきしていたホラキア軍ももうすぐ合流する。そうなったら降こう伏ふくするしかない。


　だからこそ、ジュジュは悩なやむ。


　指揮官にして王子であるゼラが、そんなことも分からずに突とつ撃げきしたとは思えない。


　ミロクだって、そう思っているに違いない。


　竜の危機が去ったいま、ジュジュはミロクが心配でならなかった。





　　　　＊




　意識が戻っても、まだ地面に倒たおれたままだった。


「あ……」


　眼前に倒れているゼラと、その向こうで言い争いをしている人間を見て、ミロクはおおよその状況を把は握あくする。


　すでに戦っている者はいなかった。


　遠く離れた場所でツッキーニ軍がその場に座り込んでいる。彼らを監かん視しするようにジルサニア軍とオウガン軍が周囲に展開していた。


　さらにアーセージと名も知らないツッキーニ技ぎ士しが真ま面じ目めな顔で会話をしている。おそらくこれからどうすべきか話し合っているのだろう。


　ミロクたちの周囲に誰だれもいないのは、死し臭しゆうがするからだ。短い時間だったが大勢の人間が戦ったため、数十ほどの死体が転がっている。


「ミロク様！　大だい丈じよう夫ぶですかい!?」


　上体を起こしてくれたのは、レンボクシ。


「あぁ……なんとか」


　そう言ってみるが、まだ動けない。


　身体からだを起こしたことで、より周囲が見えるようになった。


　東の空には巨きよ大だいな竜が停止しており、そこへ無数の飛竜が集まっているのが見える。きっとシェンランたちが成功させたのだ。


　そしてゼラも倒した。もうツッキーニ軍が無む謀ぼうな戦いをすることもあるまい。


「おい、こっちも生きてるぞ！」


　マガタがゼラの巨体を起こす。しかし彼も満まん身しん創そう痍いで、まともに身体も動かせないようだ。


「うるせぇ……オレに触さわんなビッグボーイ……！」


　しかしミロクは殺すつもりで戦ったのに、二度とも殺せなかった。そのタフさは赤目隊より上だろう。


「ミロク様、立てるか？」


「ん……」


　レンボクシが身体を支えてくれるので、ミロクは立ち上がろうとする。


　が、その支えが突とつ然ぜんなくなった。


「え──」


　なんとレンボクシが突如その場に倒れたのである。


　支えを失ったミロクはもう一度膝ひざをつき、地面に転がった。


「がぁっ……！」


　レンボクシの肩かたに魔法の矢が刺さっているではないか。


「てめぇっ、誰だ!?」


　マガタが剣けんを抜ぬき放はなつが、もうそのときには攻こう撃げきが終わっていた。敵が放った光こう弾だんがマガタの腹に当たり、吹ふき飛ばした。


「うおおおおっ！」


　ミロクの二倍以上の体重があるマガタが、ボールのように飛んでいく。


　誰だ、と聞くまでもなかった。


「まさかふたりとも生きているとはな。計算ではどちらかが死ぬはずだったのだが」


　ミロクとゼラの間に立つ、黒いローブ。


　第八国エイスランドの魔ま導どう士し。


「お前……！」


　立って戦いたいが、傷が深くて動けない。


「ツバメか……なにしに来やがった」


　息も絶え絶えに尋たずねるゼラ。


　魔法を使っているのか、それとも騒さわぎで気付いていないのか、誰も魔導士を見ていない。声を出して人を呼びたいが、そんな気力も残っていなかった。


　そしてゼラの質問に、ツバメと呼ばれた魔導士は正確に返答した。


「不ふ穏おん分ぶん子しを始末しに来た。つまりお前たちふたりに止とどめを刺す」


　ツバメの手から放たれた魔法の矢が、ゼラの腕うでを地面に縫ぬい付ける。


「ぐおおおおおおっ！」


「及きゆう第だい点をやろう、ゼラ・ツッキーニ。お前はよく時じ間かん稼かせぎをしてくれた。契けい約やくに基もとづき、第八国エイスランドの魔法技術はすべてツッキーニにくれてやろう」


「…………！」


　苦しみに悶もだえながらも、ゼラは満足そうな顔。


　彼は死期を悟さとっていたのだろう。第八国エイスランドに利用されていることも知っていた。それでも魔法技術によって国民を幸せにするという理念があったから、戦えたのだ。


　しかしそんなゼラの野望を、次のツバメの言葉が打ち砕くだく。





「もっとも、すぐに魔法など役に立たなくなるがな」





「どういう……ことだ？」


　尋ねたのは、ミロク。


「お前、ゼラとの約束を破るのか！」


「違ちがう。聞いていなかったのか。我々はツッキーニに持てる限りすべての魔法技術を渡わたすと言ったのだ。だが、その魔法自体に意味がなくなると言ったのだ」


「んだと……！」


　ゼラが立とうとするが、魔法の矢はいまだ腕を貫かん通つうして地面に刺さっている。


「魔法の意味がないって、お前らなにしようとしてんだ!?」


「いいだろう。最さい期ごに満足させてやる」


　ツバメはローブから指を出し、竜の聖地の方角を指した。


「システムだ」


「システム……？」


「竜の聖地から生まれる魔力を使い、ルテア大陸全体に魔法の網あみを張る。それは触ふれることも見ることもできない、小さくて細かいものだ」


　ミロクは拙つたない頭で想像する。目には見えないと言っているが、大陸がクモの糸で絡からめられているようなイメージが湧わいてしまう。


「その網に、我々が命令を出す。我々の魔力があれば、どんなことも支配できる」


　と言われても、まだミロクはピンとこない。


　しかしゼラは理解したようだ。


「てめぇら……！　そんな真ま似ねを！」


「おいゼラ、どういうことだ？　大陸全体に魔法をかけるって」


「そのままの意味だろうがバカ野や郎ろう！　こいつらは大陸を支配しようとしてんだ！」


「そうだ」


　ツバメがゼラの言葉を引き継つぐ。


「大陸の魔力を操あやつる。これはすなわち──」





「魔法を消しさることも、魔法を使わせることも自在にできる」





　その恐おそろしさが、ようやく分かった。


　作戦が実行されれば、竜の聖地が支配されている限り、第八国エイスランドに魔法のすべてを奪うばわれてしまうのだ。


　大陸全体の魔力をなくして、反乱ができないようにする。それどころではない、魔法を使わせることも任意なら、魔法の使用権を得るために支配される者が出てくる。


　もちろん、それだけではない。自在に魔法が使えるのなら、大陸の人間を全員その場で殺すことだって可能だろう。人間だけではない、地じ震しんや川の氾はん濫らんや植物の生長だって思いのままだ。


　魔法の意味がなくなる。


　それはつまり、第八国エイスランドに魔法そのものを支配されるということ。


「そんなこと、させるかよぉっ！」


　剣を杖つえ代がわりにして、ミロクが立ち上がる。


　が、構える前に、胸に穴が開いた。


「え……？」





　心臓を魔法の矢が貫つらぬいていた。





　血液が逆流するのを感じる。


　激しい嘔おう吐と感に抗あらがえず、血を吐はいた。


「意気込みは買おう。しかしもう不可能だ」


　手から放出魔法の煙けむりを上げ、ツバメが呟つぶやく。


「私がこの話をしたのは、最期の手た向むけだからだ。知らぬまま死んでは満たされぬと思ったからだ。もう満足しただろう。安心して死ね」


　そしてツバメは魔法の矢をゼラにも撃うつ。


「ぐおおおおおっ！」


　三本の矢がゼラの胸を貫いた。


「さ、せな……！」


　それでも構えようと剣を握にぎる。


　だが、ミロクはもう立っていなかった。自分がなにを見ているのかも分からず、わんわんと鳴なり響ひびく嫌いやな音を聞いていた。


　急速に近づく死に対し、ミロクは身体も心も抗う術すべを持たなかった。


「ジュ……ジュ……！」


　ただ、愛いとしい人の名を呼ぶ。


　最期に浮うかんだのは、彼女が怒ど鳴なり散らしている顔だった。




　エピローグ







　第〇〇〇八一報告書





　ルテア大陸全土に展開されるマジックネットの必要反応物質は六テラＭ。ドラグバルト地下に埋まい蔵ぞうされている反応物質の量七テラＭをすべて使用した場合、システムの防衛に必要な反応物質の不足が懸け念ねんされる。


　これを解決するためにマジックネットのリソースを一部使用してフラクタル式魔ま法ほう陣じんの精製を提案。これによる展開の自動化で反応物質の最終使用量は四メガＭにまで削さく減げんが可能。


　フラクタル式魔法陣を可能にできる研究者はモズ、ツバメ、ハゲワシの三名。


　余よ剰じよう分のリソースの有効活用法については、別紙を参照──





　　　　＊




　死はいつまで待っても訪おとずれなかった。


　それどころか意識がはっきりしてくる。


　身体からだの痛みやだるさも消え、疲つかれも取れたようだ。


　その事実が逆にミロクに死を実感させた。自分の身体と魂たましいは完全に離はなれ、解放されてしまったのだと。


　しかし、それでは疑問が残る。


　この左手に残るニンジンの感かん触しよくはなんだ。


　頰ほおから伝わる地面の冷たさと、髪かみの毛けや耳にかかる血の熱さは。


「……？」


　なにかが転がった。


　目を凝こらすと、布に包まれた塊かたまりだと分かる。


　それはフードを被かぶった人間の首だった。


「え!?」


　身体を起こす。


　それ自体が信じられない動作なのだが、ミロクの眼前に転がった首の方が現実感のない物体だった。


　続いて倒たおれるのは、ツバメの胴どう体たい。


　失った首から血が流れている。


「……愚おろかな」


　その死体を見下ろす、ひとりの男がいた。


「情報を喋しやべる油断が、お前の敗北を招いたんだ」


　凜りんとした若い声。


　彼は倒れ伏ふしたゼラに近づき、その手で胸に触れる。


　淡あわい緑色の光が発せられると、


「う、ううう……」


　死んだと思っていたゼラが苦く悶もんに喘あえいだ。血を吐いて苦しんでいるが、その顔にみるみる精気が戻もどっていく。致ち命めい傷しようだった胸の傷も、完全に癒いえている。


　よく見ればミロクの胸の傷もなくなっていた。


　──治ち癒ゆ魔法。


　熟練者が扱あつかえば、死の淵ふちからでも一いつ瞬しゆんで呼び戻せる、生命を操る力。


　そして、あのツバメの首を落とす強さ。


　それらを同時に兼かね備そなえた人物を、ミロクはひとりしか知らない。


「間に合って良かった」


　ゼラの傷を治すと、彼は曲刀についた血を払はらって振ふり向く。


　薄うす手での衣い装しように、白いターバン。


　浅黒い肌はだに、彫ほりの深い凜り々りしい顔。


「もう大だい丈じよう夫ぶだミロク。我らが来たからには、大陸を奴やつらの手には渡さない」


　ベトの戦士、ヴィジャ。


　治癒魔法よりも、彼のその笑え顔がおが力を与あたえてくれた。













〈つづく〉
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　あとがき







「おつかれっしたー！」


「おつかれース！」


「ふー、暑い暑い」


「おつかれ。俺にも麦茶くれよ」


「あいよ」


「この季節になるとツラいなー、ゴーレム」


「お前はまだマシだろ。日ひ陰かげになる足部分が担当なんだから。俺なんて頭だぜ？　目のレンズ部分から、日差しモロに入ってくるんだからな」


「足も大変なんだぞ？　あの中ムレるし、重いから肩かたガクガクなんだよ」


「肩こりはしょうがねーよ。ゴーレムの職業病だしな」


「おつかれ。麦茶まだある？」


「あ、おつかれさまッス、サンガイさん！」


「ああ、いいよいいよ立たないでも。紙コップ勝手にもらっていいのコレ？　三つもらうけど」


「三つですか？」


「うん。竜りゆうの中のふたりがバテバテでさ。熱ねつ中ちゆう症しようになりかけてるんだわ」


「あちゃー……竜の中もキツいですね」


「逆に、今巻の竜の主ぬしくらいになると、中に空調も置いてるから楽らしいんだけどね」


「だけど、あの主って今巻限りの出番じゃないんですか？」


「次も出るみたいだよ。でなけりゃＣＧで済ませるだろ。まだバラしてないみたいだし、せっかく作ったのにすぐ壊こわすのはもったいないよね。大道具さんも気合い入れてたし」


「けど、空中で直射日光浴びてるサンガイさんも大変でしょう？」


「いやいや、それほど大変じゃないよ。俺のセリフなんて少しだし。むしろ若手のミロクくんとか、弱音も吐はかずによくがんばってるよ」


「そういや、ミロクくんの姿見えないッスね」


「ああ、あっちにいるよ」


「あー、ゼラさんも一いつ緒しよだ。怒おこられてますね」


「殺た陣て師しさんカンカンだよ。一個しかない小道具ブッ壊したあげく、殺陣もミスだらけだし。もう一回撮とり直せるのかな？」


「あ、でも監かん督とくは満足してるみたいッスよ」


「大笑いしてたよな……あれ、満足って言えるのか」


「じゃ、麦茶もらっていくね」


「あ、スイマセン！　おつかれさまっした！」





「すいません、タンカ通ります！」


「おっと！　……いま運ばれてったの、誰だれだアレ？」


「ディアートくんのスーツアクターだろ」


「あ、とうとう腰こしイッちゃった？」


「みたいだな。無理なポーズ多かったもんなー」


「見ろよ、ディアートくん泣いてるぜ。病院まで付き添そいに行くのか」


「責任感じちゃってんだろうな」


「責任っていったら、監督が悪いんだろうけどな」


「あの人、簡単に『はいそこで床ゆかに溶とけてー』とか言うしな」


「そんな簡単にできりゃ苦労しねーっての」


「まぁその結果、こうして苦労してんだけどな」


「次の巻、大だい丈じよう夫ぶかな？　ディアートくん」


「さーなー」


「そういやルリアンちゃんの機き装そう甲こう、あれスタントなしなんだぜ」


「マジで？　ディアートくんより大変だろ！」


「すげーよな、ルリアンちゃん。あれでまだ十代なんだろ？　がんばってるよ」


「次はイイ役もらえるといいな」





「……あの、すみません」


「ん？　エキストラの人？」


「はい、すみません、この辺でツッキーニ軍の機装甲見なかったでしょうか？　一ヒト四ヨン〇マル一イチ九キユウって番号が振ふられてるヤツなんですけど」


「おいおい、鎧よろいなくしたのか？　マズいぞ！」


「すみません！　さっきまでイスに置いてたんですけど！　トイレから戻もどったらなくなってて！」


「誰か間ま違ちがえたのかな。ほら、そこにチーフいるから、正直に話してこい」


「は、はい！　……これ、ヘタしたら弁べん償しようですかね」


「いや、保険かけてるとは思うんだがなぁ。機装甲くらいになると」


「なにしろエキストラ十万人いるからなー」


「こういう事故も起きるだろ、絶対」


「うう……」


「ま、衣装管理を怠おこたったお前の責任でもあるがな。エキストラといっても仕事だ。ナメたらいかんぞ」


「はい……」





「次の巻、お前なにやんの？」


「わかんねーけど、どうせまたゴーレムだろ」


「さすがに次は減るだろ、ゴーレム。一体で五人必要なんだぜ？」


「減るかなー？」


「俺たちも兵隊のエキストラやらされるかもな。次は十万人じゃきかないってウワサも聞くんだけどよ」


「だったらまだゴーレムの方がいいなぁ。動かしてる感じするし」


「けど暑いぜ」


「竜の中に比べたらマシだって」


「おーい、お前ら！　ちょっといいか！」


「あ、はい！」


「軍用テントの設営に手が足りないんだ！　手伝ってくれ！」


「はい！」


「どれくらい建てるんですか？」


「四万ほどだ！　頼たのむぞ！」


「……ウース」


「……ベト王宮の地下墳ふん墓ぼでゾンビと草植えるの手伝ったときよりはマシかな」





　　　　＊




　というわけでミロク九巻をお届けだ！


　次でラストだ！


　物語はクライマックスに向かって突つっ走ぱしるぜ！　ついてきてくれよ！


　このあとがき書いてる現在、もうすでに最終巻の原げん稿こうを書いてる途と中ちゆうなんだけど、なんか終わるって感じがしねぇな。まだミロクが熱いバトル続けてて、それが永遠に続きそうな気がするんだよ。


　けど、それはないんだよな。うん。





　次の作品の打ち合わせもバリバリやってるぜ！　ガンガン考えて、ガンガンボツくらって、それでも立ち上がって考えてるから待っててくれよ！


　では最終巻で、また！







二〇一一年九月　田口仙年堂　
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本ほん日じつの騎き士しミロク９





田た口ぐち仙せん年ねん堂どう
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